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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次







第一章　遊牧民がやって来た

第二章　ノウマッドの人々

第三章　暴走の白い虎

第四章　地域物産展

第五章　新たなる門出

あとがき

プロフィール














　青々としていた若葉はその色を緑から黄色に変え、植物たちは子孫を残そうと大小様々な実をつけ始める。グランマート王国内に吹く風も徐々に冷たさを増し、晩御飯にそろそろ温かいものが欲しいと思う頃、貴族街の一角にある豪ごう奢しやな屋敷の一部屋から獣のような唸り声が聞こえてきた。

「う～～～、疲れた」

　唸り声の主はシャルール地区が召しよう喚かんした異世界人、住すめ良ら木ぎ勇ゆう悟ごだった。

　商人たちが集う国、グランマート王国に召喚された勇悟は、借金で消滅の危機にあったシャルール地区を救うことに成功した。

　しかし、グランマート王国一の商業地区を決めるお祭り、グランフェスティバルで一番になれなかったことが心残りだった勇悟は、シャルール地区をさらに発展させるため、スーパーマーケットのような何でも買える地区にするために、引き続きこの地に留まることに決め、その日から新たな店の開拓のために市場へと出向いていった。

　あれから三日、今日も市場へ交渉に出向いていた勇悟は、大きく息を吐き出すと、体を投げ出すようにして机に突っ伏す。

「お疲れさまでした。スメラギ様」

　すると、そんな勇悟に温かい紅茶の入ったカップを差し出してくれる人物が現れる。

　小動物のような愛らしい目をしたこの少女こそ、齢よわい十三にしてシャルール地区を治める代表、勇悟を召喚したソレイユ・モナカ・グレンツェントだ。

　ソレイユは長い髪をかき上げると、困ったような笑みを浮かべる。

「やはり地区に衣料品店がないと、お話を聞いてもらえませんか？」

「……はい、とりあえず店を作ってから出直してこいと、取り付く島もなかったです」

　シャルール地区にない店の開拓として、まずは衣料品店を開きたいと思った勇悟は、市場で生地商人に衣料品を仕入れられないかと交渉に出かけていた。

　しかし、勇悟が実績のない、ましてや衣料品店すらないシャルール地区の人間だとわかると、商人たちは途端に顔色を変え、それ以降は全く取り合ってくれなかった。

「はぁ……シャルール地区のスーパーマーケット化実現はまだまだ遠そうですね」

「申し訳ございません。地区の再建も途中なのに、新規店舗の交渉まで……」

「いえ、気にしないで下さい。それに、どこかに俺たちの話を聞いてくれる商人が、シャルール地区で衣料品店を開きたいという人が必ずいるはずです。そんな人と巡り合うためにも、俺は市場に何度でも通いたいんです」

　その言葉に、ソレイユは口元に手を当てて上品に笑う。

「フフッ、相変わらずですね。わかりました。では引き続き交渉をお願いできますか？」

「ええ、任せて下さい」

　勇悟は力強く頷うなずくと、本来の仕事である地区の見回りへと戻っていった。





　　　　　※






　どうにか地区消滅という危機を乗り越えたシャルール地区だが、火事によって燃えてしまった地区再生の道のりはまだまだ道半ばだった。

　さらに、シャルール地区の成功を見て、他の地区でも見よう見まねで惣そう菜ざいを売り始めたのは痛かった。流石さすがにコロッケのような手間のかかる惣菜には手を出していないようだが、それでも客入りに大なり小なり影響が出たのは確かだった。

　売り上げも僅わずかに下がり始めており、何か対策を講じなければ、そう遠くない未来に元の冴えないシャルール地区に戻ってしまうことも十分考えられた。

　そんなもやもやとした日々を送っている勇悟だったが、

「やあ、突然呼び出してすまなかったね」

　どういうわけか、グランマート国王から五つの商業地区代表が一堂に会する地区代表会議へと呼び出されていた。

「い、いえ……滅めつ相そうもないです」

　名だたる地区の代表たちを前に、勇悟はガチガチに緊張していた。

　今いる場所は、グランマート城内にある会議室で、初めて城の中に足を踏み入れた勇悟は、ソレイユの屋敷を遙かに凌ぐ贅ぜいの限りを尽くした豪奢な内装と、見るからに高価なそれとわかる調度品の数々に息が詰まる思いだった。

「あ、あの……俺、何か呼び出されるようなことしましたっけ？」

「フフッ、そんなに怯えなくても大丈夫だよ」

　怯える勇悟が面白かったのか、グランマート国王は髭ひげを撫なでながら微苦笑をすると、勇悟を呼んだ理由を説明する。

「今月末に、収しゆう穫かく祭さいが二日間に亘り開かれるのは知っているかな？」

「い、いえ、初耳です」

「そうか。なら、まずはその説明をしようか」

　収穫祭とは、その名の通り農家の人々が丹精込めて作った作物の収穫を祝う祭りで、踊りや音楽、ちょっとしたパレードを行ったり、国の外に特設会場を設け、今年採れた野菜の品評会や販売を行ったりと、グランフェスティバルと比べるとかなり規模は小さくなるが、それなりに盛り上がる祭りのようだ。

「そこでだね。何か一つ、今までにない催もよおし物ものをやろうと思っているんだ。そこで異世界から召喚されたユーゴ君に、ぜひとも知恵を貸してもらえないかと思ってね」

「知恵……ですか？」

「うむ。いやなに、軽く考えてもらって構わないよ。そもそも収穫祭は、農家の人をねぎらうお祭りだから、商業地区にとっては息抜きみたいなものでね。グランフェスティバルが終わったばかりだからこれといった結果を求めているわけでもないし、むしろ骨休めのために参加を抑制しているぐらいだ。我々としては、ただ純粋に君の意見を聞きたいだけなんだ」

「はあ、わかりました」

　勇悟は頷くと、お祭りといえばどんなイベントがあったかを必死に考える。

　そのまま黙考すること数秒、勇悟の脳裏に去年、大学の学園祭を見学に行った時に見たイベントが浮かんだ。

「ミスコン……とか、どうですかね？」

「みす……こん？　何だい、それは？」

「あっ、は、はい。ミスコンとはですね」

　勇悟はしどろもどろになりながらも、ミスコンについて説明する。

　ミスコンとは、ミス・コンテストの略で、未婚女性の美を競うコンテストであること。

　評価の基準は、基本的に容姿を対象として審査員が優劣を決めること。

　出場者にはそれぞれ自分をアピールする時間が与えられ、場合によってはプロポーションを披ひ露ろうするために水着を着る場合もあること。

　コンテストの上位入賞者には、国内一の美人の称号と、何かしらの副賞が与えられることなどを説明した。

　勇悟からの説明を聞いたグランマート国王の眼鏡がキラリと光る。

「ほう、水着ですか……」

「あっ、いえ、そういうのもあるってだけで、俺が見たのはそういうのはなかったです」

　勇悟が念のためにとフォローを入れるが、

「だが、女性の美を顔だけで決めるのは、いかがなものかと思わないかね？」

「そうですね。私は女性の美しさは、腰のくびれだと思っています」

「私は、尻、ですかね？」

「ほほう、意外ですな。私はてっきり……」

　地区の代表たちは、勇悟を無視して自身が思う女性の美について熱い議論を展開する。

　その後、理想の女性像について話し合った地区代表たちによって、今年の収穫祭の催し物がミスコンになったのはいうまでもなかった。




「はあ……なんでこんなことに」

　翌日、地区代表会議で決まったミスコン開催準備のため、発案者である勇悟は会場設営に駆り出されていた。

　ミスコンが開かれる収穫祭の特設会場は、シャルール地区近くの城門から出てすぐなので移動に時間がかからないのはありがたかったが、それより今はシャルール地区のさらなる発展のために、色々と試行錯誤して動きたかった。

　思わずため息の一つも吐きたくなるが、人の目があるのでどうにか耐えていると、工事責任者の男性がやって来る。

「ユーゴ君。舞台だけど、出場者全員が立てるだけの場所が必要なのはわかるけど、こっちの出っ張りは何のためにあるんだい？」

「ああ、そっちは出場者がアピール……ええっと、観客に見てもらうための場所です。こうやって突出した形の方がより多くの人に注目してもらえますから」

「なるほどな。そういう意図があったんか……お～い、ちょっと聞いてくれ！」

　男性は何度も頷くと、大きな声で部下に指示を出しながら去っていく。

「……はぁ」

　作業員たちが仕事に戻ると、途端に勇悟のやることはなくなってしまう。

　余りのやることのなさにあくびを嚙み殺していると、

「ユーゴ、ここにいたか」

　シャルール地区の筆頭騎士、エリス・オネットがやって来た。

「ああ、エリスか。どうしたんだ？」

「実は、ユーゴに知らせたいことがあって来たんだ」

　エリスは愛馬から颯さつ爽そうと飛び降りると、絹のように眩しい金髪をかき上げ、腰に手を当ててここに来た理由を話し出す。




「遊牧民？」

　勇悟の疑問に、エリスは大きく頷く。

「そうだ。馬や家畜の餌えさを求めて世界中を旅して回る流る浪ろうの民で、ノウマッドという連中が五年ぶりにグランマート王国にやって来ているのだ。これは、大きなチャンスだ」

「えっ、そうなの？」

「そうだろう。何せ新規の客が大量にやって来るのだ。少し落ち着いてきた売り上げを伸ばすいい機会だと、どの地区でも遊牧民の受け入れに躍やつ起きになっているようだ」

「まあ、確かにそうかもしれないけど、少し大げさじゃないか？」

　遊牧民と言えば、勇悟のイメージでは多くても十数人といった規模のはずだ。そんな遊牧民が一組、二組来たところで、そこまで大袈裟に対応しなくてもいいのにと思う。

「フフフ……それはどうかな？」

　乗り気でない勇悟に、エリスは不敵な笑みを浮かべながら告げる。

「まあ、とにかく論より証拠だ。今からその噂の遊牧民を見に行ってみないか？」

「えっ？　でも……」

　一応、この場を任された者として、勝手に持ち場を離れていいものかと思う。

　逡しゆん巡じゆんする勇悟に、エリスは呆れたように嘆息しながら作業員たちを指差す。

「心配しなくとも、彼らに任せておけば大事ない。ユーゴがここにいたところで、できることなど何もないだろう。現に、さっきまで半分寝ていたじゃないか」

「うくっ、見ていたのか？」

「当然だろう。ユーゴが退屈そうにしているから、こうして抜け出す理由を持って来てやったんだ。それに、そんなに心配なら……すぅ」

　エリスは大きく息を吸うと、この場にいる作業員たちに大声で話しかける。

「おいっ、ここにいるユーゴをここから連れ出すが問題ないか!?」

　その質問に、工事責任者の男性が両手で大きなマルを作って返答してくれる。

「……というわけだ。ほら、とっとと行くぞ」

　エリスは唇の端を吊り上げて笑うと、自分の愛馬へと跨またがり、顎あごで勇悟に後ろに乗るように指示してくる。

「あ、ああ……ありがとう」

　それなら早く言ってくれよ。勇悟はそんな思いを抱えながらエリスの手を取って馬の上に収まると、馬から落ちないようにエリスの腰に手を回した。




「な、なんだこりゃ……」

　遊牧民が一望できるという理由から、グランマート王国をぐるりと囲む城壁の上へやって来た勇悟は、眼下に広がる景色を見てあんぐりと口を開ける。

「フフッ、凄いと思わないか？」

　隣に立つエリスが、「どうだ」といわんばかりの笑みを浮かべる。

「この見える範囲、全てがノウマッドの馬車だ。これだけの規模の遊牧民となると、流石に勇悟の世界でもないのではないか？」

「あ、ああ……こんなの……初めて見た……よ」

　エリスの質問に答えながらも、勇悟の目はある一点に釘付けだった。

　それはたった今、勇悟の目の前を通り過ぎようとする一台の馬車だ。

　その馬車は、屋根に洗濯物を干すスペースがあり、大勢の女性たちが大量の洗濯物を干していた。

　その中の一人の女性が勇悟に気付き、手を振って来たので勇悟も手を振り返す。

「あっ、ど、どうも……」

　しかし、その表情は硬く、口を開けたままの呆けた顔になっていた。

　何故ならその女性たちは、地上一○メートルほどの高さの城壁の上にいる勇悟と、ほぼ同じ目線でいた。

　つまり、この馬車のサイズは、およそ一○メートルあるということになる。

　高さ一○メートル、長さは倍近くある馬車は、居住スペースとして使われているのか、中から威勢のいい掛け声や、子供の笑い声などの生活の音が聞こえてくる。

　そのサイズの馬車となると、当然ながら引く馬も大きく、エリスが駆る馬の三倍以上の大きさの馬が四頭並んでゆったりとした足取りで馬車を引く様は、中々に壮そう観かんだった。

　他にもいくつもの馬車を繋げた驚くほど長い馬車や、三角形や五角形といった変わった形の馬車など、どれもが勇悟の知っている馬車とはかけ離れたものだった。

　余りにも非日常的な光景に、勇悟は自分が異世界にいるのだと改めて認識する。

　こうなると、居ても立ってもいられない気持ちになってくる。

「……エリス、ノウマッドってこっちから訪問してもいいのかな？」

「許可は必要だが、見学は自由にできるはずだ……何なら今から行ってみるか？」

「うん、ぜひとも」

　勇悟は二つ返事で了承すると、エリスを急かすように早足で城壁の下へと下りていった。




　城壁から下りて馬車の近くまでいくと、その大きさはより一層感じられた。

　特に、足踏みするだけで地面が揺れるほどの馬の迫力に、勇悟は肝を冷やす。

「エ、エリス……あの馬、襲いかかってきたりしないよね？」

「さ、さあ、私に聞かれても……って、コラッ、私を盾たてにするな！」

「お～い、あんま大声で喚くと馬が怯えるからやめてくれ」

　押し合いをする勇悟たちに、のんびりとした声で話しかけてくる者が現れた。

　シンプルな白のシャツに革製のパンツ姿の青年を見て、勇悟は前へ出て話しかける。

「あ、あの、実はノウマッドの中を見学したいと思って来たんですけど……」

「何だ、見学の人か。では……ゴホン」

　青年は咳払いを一つすると、手を広げて意気揚々と話す。

「ようこそグランマート王国の方よ。流浪の民、ノウマッドは君たちの我がキャンプへの来訪を歓迎するよ」

「あ、ありがとうございます」

「こちらこそ。ただね、まだキャンプの設営が終わってなくて、ノウマッド名物の美味しい肉と、絶品ミルクの提供は明日以降になっちゃうから勘弁してくれよ」

　それ以外は自由に見学してくれて構わないから、と言って青年は去っていく。

　勇悟は青年に改めてお礼を言うと、隣に立つエリスに質問する。

「……ノウマッドって、肉やミルクが有名なの？」

「そうか、ユーゴは知らなくて当然だな。ノウマッドといえば、舌が蕩とろけるほどの絶品の畜産物が有名なんだ。特に彼らが飼育する肉牛は格別で、その余りの美味さに、過去に肉の独占販売権を巡って国同士の戦争に発展したほどだ」

「戦争に!?　この世界の人々がそこまで躍起になるのだから、相当美味いんだろうな」

　この世界の食べ物は、素材そのものの味がとんでもなく美味しく、ほとんど手をかけずに満足が行く料理ができてしまうので、調理技術が発展していないという側面があった。

　普段から十分に美味しいものを食べている人々が争ってまで食べたいと思う肉は、さぞかし美味しいものなのだろう。

「ちなみに、エリスは食べたことあるの？」

「いや、残念ながらない。ただ、精肉店のシスネがかなり興奮していたから、相当な美味さなのだろう。彼らが滞在している間に一度は堪能してみたいものだな」

「そうだね。一体、どんな味なんだろうな…………ジュルッ」

　勇悟は争うほど美味いという肉の味を想像し、思わず溢あふれてきた涎よだれを飲み込んだ。




　キャンプ内に足を踏み入れると、そこには新しい世界が広がっていた。

　城壁の上で見た巨大な馬車は全部で四台あり、キャンプ内の四隅に、キャンプ全体を囲むように展開していた。それぞれの馬車からは、馬車と馬車を繋ぐ長大な縄ばしごがかけられ、子供が頭にかごを乗せて悠々と歩いていた。

　子供が落ちないかとハラハラと見守っていると、勇悟から見て右側の巨大な馬車から次々と牛たちが現れ、美味しそうに草を食みはじめる。

　他にも、十数人が軽く入れそうな大きなテントが次々と建てられていく様子や、一か所に集めた羊の毛を刈る姿、夜に備えて大量の薪まきを準備している姿などが見て取れた。

　高速で生活の場ができていく様子に、勇悟はまるで新しい国ができていくようだと、暫しばらくの間、見み惚とれてしまっていた。

「…………凄いな。皆、やることが決まってるって感じだね」

「そうだな。年端のいかない子供ですら自分の仕事を持っているようだし、全員で一つの集落を切り盛りしているという感じだな」

「そうだぜ。俺たちは全員で一つの家族だ」

　すると突然、勇悟とエリスの会話に入ってくる者がいた。

　声に驚いて振り向くと、テンガロンハットを被り、ワイシャツに革のベスト、パンツにブーツといったカウボーイのような姿の若者がいた。

「ようこそお客人、俺はノウマッドの長、モトレブの孫で黒くろ豹ひよう族ぞくのシャイルっていうんだ。よかったらあんたらの名前を教えてくれないか？」

　黒豹族、と名乗ったことから黒豹の亜人種であると思われるシャイルは、愛あい嬌きようのある黄色い瞳を細めてにこやかに笑うと、ふさふさの手を差し出してくる。

　シャイルが差し出した左右、それぞれの手を握り返しながら勇悟とエリスは挨あい拶さつする。

「あっ、どうも。俺は住良木勇悟と言います。どうぞ勇悟と呼んで下さい」

「私はエリス・オネットだ。エリスで構わない。よろしく頼む」

「ユーゴにエリスだな。こちらこそよろしく。よかったら俺が君たちの案内をしようと思うのだが、どうかな？」

「えっ、いいんですか？」

　シャイルの突然の申し出に、勇悟は思わず聞き返す。

　勇悟たちの周りでは、ノウマッドの人々がキャンプ設営のためにまだまだ忙しそうに動き回っている。そんな中、長の孫という立場の人間が他よ所そから来た人間の案内役なんか買って出ていいものだろうか。

　そんな勇悟の疑問に、シャイルは肩を竦すくめてその真意を話す。

「いやなに、単純に君たちが勝手に動いて怪我をしたり、事故に巻き込まれたりしたら危ないから、そうならないようにするための保険だよ。後は、君たちがキャンプ内で不ふ埒らちな行いをしないかの監視の意味もあるから気にしないでくれ」

「まあ、そういうことでしたら……」

　不審人物扱いをされるのは余り気持ちのいいものではないが、彼らの仕事の邪魔にならないようにするためにも、シャイルの申し出を断る理由はなかった。

「それじゃあシャイルさん。案内、お願いできますか？」

「オーケー、それじゃあ行こうか」

　勇悟の了承を受け取ったシャイルは、指をパチンと鳴らすと、自分の後についてくるように指示を出して歩きはじめた。




　ノウマッドは、上質な餌場を求めて世界中を旅する牧畜遊牧民で、これからやって来る寒さを避けるため、南下している最中にグランマート王国に立ち寄ったという。

　目的地はその年の気候や天気によって左右され、一度訪れた地を再び訪れる可能性は決して高くない。そのため、彼らが販売する極上の畜産物は、どこに行っても高値で取引される。さらに、ノウマッドは畜産物を売って得た金銭を元に、大量の商品を購入してくれるので、国にとってはこれ以上ない上客となっているという。

「金は必要だが、使ってなんぼだからな。俺たちが育てた牛や羊を認めてもらった礼として、稼いだ金のほとんどはその国で消費するようにしているんだ。そうすれば、また訪れた時に歓迎してもらえるからな」

「そうですね……でも、お金を使いきってしまったら、いざという時に困りませんか？」

「そうでもないさ。俺たちは普段の生活では、全く金を使わないんだ」

　勇悟の疑問に、シャイルがノウマッドの生活リズムについて教えてくれる。

　ノウマッドの一日は、日の出と共に起床し、家畜たちの放牧と飼育小屋の清掃に始まる。朝食を食べたらすぐに乳牛の搾さく乳にゆうや衣料品などの生活用品の作成。水の確保や、放牧した餌場の手入れなど日暮れまでやることは多岐にわたる。

「俺たちは自然と共に生きる者だからな。金があれば贅ぜい沢たくな暮らしができるのは知っているが、贅沢な暮らしにかまけて自然と向き合わなくなったら、美味い肉やミルクは取れなくなり、今まで懇意にしてもらっていた国からは相手にされなくなっちまう。だから金に困っているぐらいが丁度良い。というのが我々をまとめる長の方針なのさ」

　でも、キャンプ内のいくつかの馬車に大分ガタが来ているから、それぐらいは新調したいけどな。そう言ってシャイルはシニカルな笑みを浮かべた。

　そんなシャイルの言葉に頷きながら、エリスが補足説明をする。

「ノウマッドの厳格な生き方を、各国も称賛していてな。国土を持たない彼らだが、一国と同等に扱うように取り決められているのだ」

「へ～、一国と同等って凄いじゃないですか。じゃあ、シャイルさんはこの国の王子、ってことですよね？」

「よ、よしてくれ。王子だなんて……は、恥ずかしいだろ」

　尻尾をピンと立てたシャイルは、黒い顔を真っ赤にさせながら顔を隠した。




　それから勇悟たちは、ノウマッドが誇る牛、羊、鶏といった家畜たちの小屋を巡り、どのように世話をしているかなどの説明を受けた。

　一通り畜産の施設を回った後、何か質問があるかというシャイルの問いに、勇悟が手を挙げて質問する。

「シャイルさんたち、ノウマッドの人が着ている服って、ここで作られているのですか？」

「えっ、服だって？　そりゃあ、ここで作っているものだけど、どうしてだ？」

「どうしてって、シャイルさんが着ている服、めちゃくちゃカッコイイじゃないですか！」

「えっ、そ、そうか？」

「そうですよ。シャイルさんの服、まるで西部劇そのもので……荒れ地で荒くれ者と戦うガンマンみたいで、俺、西部劇が好きなんですよ！」

「は、はあ……セ、セーブゲキ？　ガンマン？」

　目をキラキラさせ、興奮したように捲し立てる勇悟に、シャイルは思わず後退る。

「ま、まあ、よくわからないけど、そんなに気に入ったのなら、服飾工房の方にも行ってみるか？」

「はい、ぜひとも！　エリスもいいよね？」

「いいも何も、拒否したところでユーゴは行くつもりだろう。なら、はじめから私に許可を求める必要はない」

　腕を組んだ状態のエリスは呆れたように嘆息すると、小さくかぶりを振る。

　それを了承と取った勇悟は、鼻息も荒くシャイルにお願いする。

「というわけです、工房の見学もお願いできますか？」

「あ、ああ……わかった。服飾工房が見たいなんて、ユーゴは変わってるな」

　シャイルはポリポリと頰ほおをかきながら、工房があるという場所へと移動を開始した。




　衣料品を作っている工房は、四つある大きな馬車の一つ、勇悟が城壁の上で見た屋上で洗濯物を干していた馬車だった。

「それじゃあ、ちょっと見学していいかどうか、職人たちに聞いてくるよ」

　シャイルが許可を取る為に、馬車の中へ入ろうとすると、




「もういい、お前なんざいらないから今すぐ出て行け！」




　突如として馬車内から怒声が聞こえてきた。

　思わぬ事態に、何事かと勇悟たちが顔を見合わせていると、シャイルの髭がピクッと何か反応し、咄とつ嗟さにエリスを抱えて脇に飛ぶ。

　すると、馬車の中から何者かが勢いよく飛び出してくる。

「ユーゴ、危ない！」

「……えっ？　どわっ！」

　シャイルの注意の甲斐なく、勇悟の体は飛び出してきた何かに思いっきり吹き飛ばされ、勢いのままゴロゴロと地面を転がる。

「ユーゴ!?」

　勢いよく転がる勇悟を見て、顔を青くさせたエリスが心配そうに叫ぶ。

　しかし、そんなことで転がる勢いが弱まることはなく、勇悟の体は、そのまま二メートルは転がったところでようやく止まってくれた。




「痛っぅぅ……な、何だ？」

　勇悟が痛む胸と後頭部を擦りながら立ち上がろうとすると、手に何か当たる。

「…………ん？　何だこれ。眼鏡？」

　どうしてこんなものがここに……などと勇悟が考えていると、

「あ、あの……申し訳ございませんでした！」

　すぐ横から可愛らしい謝罪の声が聞こえた。

　もしかしなくても、ぶつかった人物だろう。そう思って声のした方に顔を向けると、

「その、その……あんまり前を見てなくて……とにかくごめんなさい！」

　何度も頭を下げながら、必死に謝罪している女性がいた。

　しかし、どういうわけか女性は、あらぬ方向を見て頭を下げていた。

　まるで福島県の郷土玩具、赤べこのようだと勇悟は思ったが、このまま放っておくのもかわいそうな気がするので、女性に声をかけることにする。

「あ、あの、ぶつかった相手は、こっちなんですが……」

「ええっ!?　す、すみません。私ったら……眼鏡がないと何も見えなくて……」

「眼鏡？　あっ、もしかしてこれですか？」

　勇悟はついさっき拾った眼鏡を女性に渡してやる。

「ああっ、これです。ありがとうございます」

　女性は三み度たび深く頭を下げると、眼鏡を受け取ってかける。

　すると、知的だが、おっとりとした印象を受ける美人の顔が現れ、勇悟は思わず見惚れてしまう。

　口を開けたままの姿勢で呆ける勇悟だったが、女性はそんなことなど意に介さず、丁てい寧ねいに頭を下げて自己紹介する。

「本当にありがとうございました。私はメアリーと申します」

「あっ、どうも。俺は住良木勇悟と言います。勇悟と呼んで下さい……」

　女性、メアリーと握手を交わしながら勇悟の視線は、メアリーのふさふさで柔らかそうな頭部に向かう。

　そこには、巻き貝のようなものが二つ、左右についていた。

　勇悟の視線に気付いたメアリーは、顔を赤らめながら巻き貝を手で隠す。

「は、恥ずかしいのであんまり角ばっかり見ないで下さい」

「あっ、すみません……あの、角ってことは、メアリーさんは？」

「はい、私は羊よう角かく族ぞくという羊の亜人種です。その……ユーゴさんは、羊角族と会うのは初めてですか？」

「はい、初めてです」

　それならば、とメアリーは勇悟の行為を許してくれたが、羊角族の角、特に女性の角を直視するのは、恥ずかしいので止めて欲しいと注意を受けた。

　メアリーに改めて無礼を謝罪した勇悟は、彼女に質問する。

「ところで、どうして馬車の中からいきなり飛び出して来たんですか？」

「えっ、あ、あの……」

　勇悟が質問すると、メアリーの表情はみるみる陰り、目には涙が溜まっていく。

「す、すみません。不ぶ躾しつけな質問でしたね」

「いえ、そんなことありません。ユーゴさんに迷惑をかけてしまったのですから、お話しさせてください」

　メアリーは流れて来た涙を拭うと、馬車から飛び出して来た理由を話す。




　メアリーはノウマッド内で服を作る服飾の仕事をしており、この仕事をはじめてもう十年になる。主な仕事内容は、型紙通りに同じ服を作り続けることで、今では目を瞑つむっても一枚の服を完成させられるほどになったという。

　しかし、何年経っても変わらない仕事内容に、メアリーは徐々に不満を持つようになった。できれば今作っている男性用の服だけではなく、女性の服も作りたい。もっと色々なことを学んで、今までにない新しい服を作れるようになりたいと思うようになった。

「ですが、そういう考えを持っているのは、どうやら私だけだったみたいなんです」

　同僚や上司に、いつもとは違う服を作る仕事をやってみたいと、今までにない新しい服を作ってみたいと思わないのかと聞いてみたが、誰もが今の仕事に満足しているし、着る人間もキャンプ内の人間なのだから重要なのは効率であって、個人の感情ではないと一蹴されてしまったのだという。

　そして、この発言がきっかけで、メアリーは職人たちの間で徐々に浮いた存在になっていったという。

　それでも自分の願望を抑えきれなかったメアリーは、仕事の合間を縫ってデザイン画を描き、余った布をかき集めて服を作ろうとしたのだという。

「でも、その布を見つけられ、先ほど全部没収されてしまったんです。そして、与えられた仕事にケチをつけるなら、職人の和を乱すつもりなら……」

「出て行け、と？」

「確かに伝統あるノウマッドの服飾を否定するようなことを言いましたが、私には服飾の仕事しかないんです。ドジでのろまで、他に何の取り得もなかった私が唯一頑張れたのが服飾の仕事だったんです。だからこのまま工房を解雇されたら私は……」

　そう言うと、メアリーは顔を覆って泣き始めてしまう。

「…………」

　シクシクと泣くメアリーを見て、勇悟はこの世界に来る前の……はなまるスーパーマーケットで店長代理として働いていた頃の自分を思い出していた。

（でも、今の俺がメアリーさんに何て言えばいい……）

　メアリーをどうにかして励ましてやりたいと思う勇悟だったが、彼女にかけるべき言葉が上手く出て来なかった。

　結局のところ、勇悟自身もその状況をどうにもできなかったからだ。

　ならばせめて彼女の励みになればと、勇悟は別の切り口からメアリーに話しかけることにする。

「あの……メアリーさんが描いたという絵を見せてもらえませんか？」

「えっ？」

「別に深い意味はないのですが、お話を聞いていて、メアリーさんがどのような服を作ろうとしたのか気になったものですから……」

「あっ、はい……これです」

　メアリーはスカートのポケットから紙片を取り出すと、勇悟に手渡す。

「では、失礼して……」

　勇悟は折りたたまれた紙を丁寧に開き、デザイン画を見る。

　それは繊細なタッチで描かれた女性用の服のデザイン画だったが、勇悟がこの世界でよく見る服とはだいぶ様相が違っていた。

　この世界の服は、フリルや刺し繡しゆう、細かい飾りをいかに多くあしらってあるかが、良いデザインの条件だという傾向がある。

　一方、メアリーのデザインは、そういった余計な飾りの一切を排除した実にシンプルなデザインの服、端的に言えばＴシャツにジーンズというものだった。シャツの種類は何種類かあったが、どれも飾り気はなかった。

　この世界の基準に照らし合わせれば、どのデザインもかなり斬新、特に女性にスカートではなくズボンを穿はかせるというのは、今までにない新しい発想といえた。

「……どうでしょうか？」

　不安そうに尋ねてくるメアリーに、勇悟は笑顔で頷く。

「……うん、凄くいいと思います」

「ほ、本当ですか!?」

「はい、女性がこういう服を着ていたら活発に動けますから、女性の活動の幅が増えるのではないかと思います」

「そう、そうなんです。この服は、正にそれを考えて考案したんです！　これは私が普段から作っている男性用の服に、女性らしさが出るように胸周りや腰回りに手を加えたものなのですが、これを着れば女性でも木に登ったり、水の中でも動きを阻害されずに動けたりと、今までできなかった仕事も可能になると思っています。それにですね……」

　絵に描かれたズボンを指差しながら、メアリーは嬉しそうに捲し立てる。

「このズボンですが、ノウマッドではなめした革を使うのが基本なのですが、それは個人で手に入れるのが難しいので、馬車の幌ほろに使われているキャンバス生地を再利用しているんです。これでも革に負けない強度がありますし、虫よけ効果のある染料を使うことで防虫効果も得られます。しかも、普段作っている服より安価で大量に作れると思うんです」

　メアリーの考えに、勇悟は感かん銘めいしたように何度も頷く。

「それは大変素晴らしい考えだと思います。それに俺の世界では、こういった服はすでに広く浸透していますし、結構女性に人気があったりするんですよ」

「俺の世界……では、ユーゴさんは？」

「うん、俺は異世界から召喚された人間なんだ。だから、メアリーさんの服も、作ったらきっと流行ると思うよ」

「あ、ありがとうございます！」

　自分の考えを理解してもらえたのが余程嬉しかったのか、メアリーはついさっきまで泣いていたのを忘れ、頰を上気させる。

　しかし、すぐに力なく肩を落とすと、静かにかぶりを振る。

「……ですが、もうこういうのは止めようと思います」

「ど、どうしてですか？」

「先ほども言いましたが、私には服飾という仕事しかないのです。これ以上、皆さんの不興を買って、仕事を失うわけにはいかないのです」

　そう告げると、メアリーは力なく立ち上がる。

「ど、どちらに行くのですか？」

「親方様に謝罪しにいってきます。ユーゴさんのお蔭で少し冷静になれましたから……どうにか仕事を続けさせていただけるようにお願いしてきます。よかったらその絵は差し上げますから持って行って下さい」

　メアリーは膝ひざを折り曲げてお辞儀をすると、工房がある馬車へと歩きはじめる。

　その背中は、決心が固まったのか、先程まで泣いていた人物と同じとは思えなかった。

「あ、あの……」

　立ち去ろうとするメアリーの背中に、勇悟は反射的に声を発していた。

「はい、なんでしょう？」

　勇悟の呼びかけに、メアリーは律儀に立ち止まって振り返ってくれる。

　その顔は、憑つき物ものが落ちたかのようなスッキリした晴れやかな笑顔だった。

　メアリーの笑顔に、勇悟は思わず答えに窮きゆうしそうになるがどうにか言葉を紡ぐ。

「あ、あの……俺、グランマート王国のシャルール地区で働いているんですが、そこにはとびっきり美味しいものがあるので……それを食べたら、きっと嫌なことも忘れられると思うので、滞在期間の間にぜひ訪れて下さい」

　思いがけない言葉に、メアリーは一瞬だけ面食らったような顔をするが、

「はい、必ず伺いますね」

　そう答えると、最後に深々とお辞儀をして去っていった。




　メアリーが去った後、ことの成り行きを見守っていたシャイルが勇悟に話しかける。

「あ～、どうする。工房の見学、していくか？」

「…………いえ、もういいです」

「わかった……まあ、何だ。悪かったな」

「まあ、そう気を落とさずとも、機会はまたいずれあるさ」

　がっくりと項垂れる勇悟に、シャイルとエリスは、気遣うように勇悟の肩をそれぞれ叩いて励ましの言葉をかける。

　その後、シャイルは何度も謝罪の言葉を口にしながらキャンプの入り口まで見送ってくれた。













　ミスコンのステージ設営の方は順調に進み、勝手がわかってきた大工たちから自分の仕事に戻っていいと言われた勇ゆう悟ごは、シャルール地区の見回りに出ていた。

　街を歩くと、何軒かの軒のき先さきに収しゆう穫かく祭さいを祝う飾りなのか、カボチャをくり抜いて作ったオブジェが飾られており、まるでハロウィンのジャック・オー・ランタンのようだと勇悟は思った。

　いつもとは少し違う街の景色を楽しむように歩いていると、視界の端に気になるものが映り、勇悟は思わず足を止める。

「おっ、もうできたんだ……」

　それはミスコンについての説明と、その出場者を募集するポスターだった。

　よく見れば同じようなポスターは街の至る所に貼られており、どうやらクァンダル地区の印刷技術を使って大量に刷られたようだった。

　早くも大々的な宣伝を行っているのを見て、グランマート国王たちがミスコンに本気で取り組んでいるんだなと勇悟が感心していると、

「ちょっといいかな？」

　誰かに後ろから声をかけられた。

「はい、なんでしょ……う!?」

　咄とつ嗟さに商売用の笑顔を作って振り向いた勇悟の顔が、一瞬にして凍り付く。

「なっ、ななっ!?　こ、こくお……」

「待った！」

　勇悟が口に出す前に、声をかけてきた人物、グランマート国王が勇悟の口を塞いで待ったをかける。

「僕は、グランマート国王、ケーニヒ・レ・グランマート八世なんかじゃなく、ただの一市民に過ぎない。いいね？」

　その言葉に、口を塞がれたままの勇悟はカクカクと頷うなずく。

　どうやらグランマート国王は、いつものお忍びで市井の様子を見に来ているようだ。

　勇悟が頷くのを確認したグランマート国王は、鷹おう揚ように頷く。

「うん、そういうわけだからよろしく。僕のことは、気軽におじさんとでも呼んでくれ」

「は、はあ……そ、それで、何かご用ですか？　その……おじ様？」

「ハハッ、おじ様ときたか。まあいい、それでだね……」

　そう言うとグランマート国王は、勇悟に会いに来た理由を耳打ちする。

「ミスコンの出場者が集まらない？」

「そうなんだ。見ての通り、街の至る所にポスターを貼らせてもらって宣伝しているんだけど、まだ誰も参加の表明をしていないんだ。それで、ユーゴ君に参加者を募るなにか良い案はないかと思って聞きに来たんだ」

「えっ、そ、そうですね。うむむ……」

　グランマート国王からの質問に、勇悟は腕を組んで頭を捻る。

　監修を務めるだけでいいと言われたミスコンだが、自分の発案であるのと、グランマート国王から頼りにされている以上、何としても力になりたいという想いがあった。

「…………そうですね。立候補が出ないなら推すい薦せんすればいいのではないですかね？」

「推薦、つまりこちらから出場者に要請を出すということかね？」

「そうです。ただ、そのまま出ろと言われても、断られるかもしれませんので、何か交換条件を出してみるのはどうでしょう？　商業地区の女性なら、収穫祭のミスコンに出る代わりに、何か特典が得られるとか？」

「なるほど、それなら条件次第で出てくれる女性は現れそうだね」

「はい、後はミスコンに出場することが、女性としていかに意義があるかということを伝えるといいかもしれませんね。そうすれば、貴族のような意識の高い女性は参加してくれるかもしれません」

「ふむふむ、確かに謳うたい文句については、一考しなければという意見があったのは確かだ。わかった、参考にさせてもらうよ。それじゃあ、僕はシャルール地区代表としてソレイユ嬢とエリス嬢を推薦するから、二人にもよろしく伝えておいてくれ」

　納得のいく答えが得られたからか、グランマート国王は風のように去っていった。

　その背中は、勇悟から聞いた案を今すぐにも実行したくて堪らないように見えた。

「そ、そこまでミスコンに力を入れてくれているんだ……」

　グランマート国王の意外な一面に、勇悟は暫しばらく呆気に取られていた。




　思わぬ珍客に面食らったが、勇悟は改めて地区の見回りを再開する。

　いくつかの店を巡り、昨日の売り上げについて報告を受けていると、見知った顔を見つけ、勇悟はその人物に駆け寄る。

「メアリーさん、いらっしゃいませ」

「あっ、ユーゴさん。フフッ、来ちゃいました」

　メアリーは穏やかな笑みを浮かべると、深々と頭を下げてお辞儀をする。

「昨日は、お見苦しいところをお見せしてしまい、大変失礼いたしました」

「あっ、いえ……その、仕事の方は？」

「はい、どうにか親方様から許しをいただきまして、職場に復帰することができました。それで、今日はお礼にと、こちらをお持ちしました……って、キャッ！」

「おっと！」

　後ろに置いていた荷物を取ろうとしたメアリーがいきなり転びそうになったので、勇悟は手を伸ばしてメアリーを支えてやる。

「大丈夫ですか？」

「はい。すみません。私ったら本当にドジで……あのっ、これお土産です。今朝取れたてのミルクと卵、そして牛肉です。よかったら皆さんで食べて下さい」

「あっ……わざわざすみません」

　勇悟は恐縮しながら牛革でできた袋をメアリーから受け取る。

　すると、ずっしりとした重さが伝わってきて、袋の中にかなりの量が詰まっているのがわかった。

「──っ、こんなに、よろしいのですか？」

「はい、お気になさらずに。それより、早速で申し訳ないのですが、美味しい食べ物を紹介していただけますか？」

「ええ、もちろんこちらです」

　勇悟はすぐさま商人の顔に戻ると、メアリーを案内するために歩き出した。




　勇悟は手始めにケチャップを味わってもらおうと、メアリーを連れて青果店へとやって来た。

「シルドラさん、お疲れ様です。ノウマッドのお客様を連れてきました。ケチャップを振る舞いたいので、用意してもらえますか？」

「おう、ケチャップだな」

　シルドラは威勢のいい声を出すと、ケチャップの瓶を手に表に出てくる。

「お待たせしました。ケチャ……………………プです」

　しかし、その歩みが途中で止まる。

「……シルドラさん？」

　突如として固まるシルドラに、勇悟が訝いぶかしげな視線を送る。

　だが、シルドラは勇悟の言葉に反応せず、呆然と一点を見ていた。

　何だろうと思ってその視線を辿たどると、笑みを浮かべたメアリーが口を開けたまま固まっているシルドラを見て、不思議そうに小首を傾げていた。

　すると、勇悟の視線に気付いたメアリーが、シルドラに頭を下げて自己紹介をする。

「あっ、はじめまして。私はメアリーといいます」

「……あっ、わ、わわ、私の名前は、シシシルドラと言いますす」

「シシシルドラさん、ですか？」

「あわわっ、ち、違います。シルドラ、シルドラです。メ、メアリーさん！」

「それは失礼しました。よろしくお願いします、シルドラさん」

「は、はひぃ！」

　メアリーが差し出した手を握り返したシルドラは、見ていて大丈夫かと不安になるぐらい全身が赤くなっていた。












　その様子を見ていた勇悟は、一つの結論に達する。

（こりゃ、もしかしなくても……だよな）

　どうやらシルドラは、メアリーに一目惚れしてしまったようだ。

　人付き合いは決して器用とはいえないが、仕事にとても真しん摯しに取り組むシルドラに、これといったいい相手がいないことは精肉店のシスネも心配していた。

　ならばこれを機に、メアリーと親密な関係になってみるのも悪くないだろう。勇悟はそう考えると、シルドラに助け舟を出してやることにする。

「ほら、シルドラさん。メアリーさんにケチャップの説明をして下さい」

「あ、ああ、そ、それでは説明させていただきまひゅ」

　まだ緊張しているのか、シルドラが嚙みながらケチャップについて説明し味見をさせようと、震える手でケチャップを一ひと匙さじすくう。

　しかし、

「「あっ!?」」

　震えるシルドラの手は、メアリーへ手渡すより先に匙を地面へ落としてしまう。

「す、すみません」

「あっ、いえ、私、拾いますよ」

　シルドラとメアリーは、反射的に落ちた匙に手を伸ばす。

　すると、必然的にシルドラの手はメアリーの手と触れ合うわけで、

「おひゃおう！」

　メアリーの手に少し触れただけで、シルドラは、その巨体のどこにそんな俊しゆん敏びん性せいがあったのかと思うほど高く飛びあがる。

　そんなシルドラの過剰反応に、メアリーは悲しそうに目を伏せる。

「す、すみません。私……なんだか迷惑かけちゃってますよね？」

「そ、そそ、そそそんなことないでしゅよ！　こ、これはですね……」

　今にも泣いてしまいそうなメアリーを、シルドラは必死に宥なだめる。

「…………」

　あたふたしながらメアリーを慰なぐさめるシルドラを見ていた勇悟は思わず「小学生か」と小さな声でツッコミをした。




　その後、ケチャップをつけたコロッケをはじめ、シャルール地区の惣そう菜ざいを堪能したメアリーは、職場へのお土産にとたくさんの惣菜とケチャップを買ってくれた。

「メアリーさん、今日はありがとうございます。またのお越しをお待ちしています」

「はい、必ず来ます。今度は、職場の皆さんを連れてきますね」

　笑顔で去っていくメアリーを、勇悟とシルドラは頭を下げて見送る。

　そのままの姿勢でいること数秒、メアリーの姿が見えなくなると同時に、シルドラは勇悟の肩を乱暴に摑み、唾をまき散らしながら問い詰める。

「ユーゴ、彼女とは……メアリーさんとはどういう関係なんだ！」

「ど、どういう関係って、メアリーさんは……」

　シルドラの迫力に気け圧おされながら、勇悟はメアリーについて説明する。

　彼女はノウマッドの人で、服飾の仕事をしていること。

　仕事でトラブルがあり、職場から追い出されそうになったところで勇悟とぶつかり、それがきっかけで話をすることになったこと。

　そのトラブルは、今は解決し、無事職場に復帰できたので、そのお礼と勇悟が宣伝した惣菜を食べるためにシャルール地区を訪れたという話をした。

「そうか。メアリーさん、苦労してるんだなぁ……」

　メアリーの話を聞いたシルドラは、彼女が去っていった方角を眺めながらうっとりとした表情で呟く。

　その顔は、完全に恋する乙女のそれだった。

　どこまでも不器用なシルドラに、勇悟はやれやれと大きくかぶりを振る。

　しかし、そんな不器用なシルドラが、後に大きな事件を起こすとは、この時の勇悟は気付くはずもなかった。





　　　　　※






「う、美味い……」

　その日の夜、夕食にメアリーがくれた肉を食べた勇悟は、行儀が悪いと思いつつも、口に肉を入れたまま感想を口にする。

「な、何だこの肉、美味いなんてもんじゃないぞ。一口嚙むごとに肉から旨味が溢あふれ出てくる……一体、どうなっているんだ？」

　味付けはシンプルに塩と胡こ椒しようのみなのだが、この肉にはどう考えても他の旨味成分が入っているとしか思えなかった。

「濃厚な旨味の中に、確かに感じる甘味……この味の正体は一体何なんだ？」

「その味の正体は、この肉汁ではないでしょうか？」

　すると、勇悟の疑問にソレイユが答えてくれる。

「実は、このお肉を焼いている時、普段食べているお肉とは比べ物にならないほどの肉汁が溢れてきまして……その香りがすごく良かったものですから……」

　行儀が悪いと思いつつも、我慢できず、ソレイユは思わず味見をしてしまったらしい。

　頰ほおを赤らめ、恥ずかしそうに懺ざん悔げするソレイユを可愛いと思いつつも、勇悟は彼女に倣ならってパンをちぎって肉汁に浸して食べてみる。

　すると、まるでステーキソースに浸して食べたかのような濃厚な味が口いっぱいに広がり、勇悟は思わず双眸を細める。

　この肉汁だけで、パン三つは軽く平らげてしまえるほどだった。

　しかも、今日の夕食には、飛び切りの品がもう一つあった。

「ん～～～～、これが噂に聞くノウマッドの卵か」

　メアリーからもらった卵で作ったオムレツを食べたエリスが、いつもの凜々しい姿からは想像もできないほど、うっとりとした表情で呟く。

「こんなにも主張する卵がかつてあっただろうか？　口の中に入れると、泡のように溶けてなくなってしまうのに、口の中にいつまでも余よ韻いんが残るから、幸せがいつまでも続くのだ」

「へ～、どれどれ」

　エリスからの絶賛の嵐に、勇悟は肉の皿を一先ずどけて、オムレツの乗った皿を引き寄せる。

　このオムレツは、ノウマッド産の卵に、同じくノウマッド産のミルクを入れて、塩と胡椒で味を調えてバターで焼いたものだ。

　ふんわりと見事に焼き上げられ、まるでゼリーのようにプルプルと震えるオムレツにそっとスプーンを突き刺す。これといった抵抗もなく、スッと入ったスプーンをすくい上げ、大口を開けてオムレツを頰張る。

「──っ!?」

　オムレツを一口食べた勇悟は、驚きで目を見開き、何かを確かめるように口を開ける。

　口の中に入れたと思ったオムレツが、あっという間に消えてしまったのだ。

「な、何て滑なめらかなんだ……」

　エリスの顔が思わずだらしなくなってしまうのも頷けた。

　まるで巨大な羽毛布団に頭から飛び込んだかのような優しい口当たりに、勇悟は自然と頰が緩んでいることに気付く。

　しかも、口の中であっという間になくなってしまうほど儚はかなげなのに、口に残る余韻は強烈で、今まで食べてきた卵は、実は水で薄めていましたと言われても、素直に信じてしまえるほどだった。

「……プレーンでも美味しいけど、ここはやっぱりこれでしょう」

　絶品のオムレツをさらに美味しくするため、勇悟は机の上にあるケチャップをスプーンで一匙すくって垂らす。

　金色のオムレツの上に真っ赤なケチャップが垂らされると、それだけで口の中に次々と唾液が溢れてくる。

「あっ、ユーゴ、何だその食べ方は。卑怯だぞ！」

　何が卑怯なのかは不明だが、エリスも透かさず勇悟の後に続いてオムレツの上にケチャップを垂らし、一気に頰張る。

「ん～～っ、ん～～っ！」

　ケチャップをかけたオムレツを食べたエリスは、まるで少女に戻ったかのようにあどけない笑顔を見せ、全身で喜びを爆発させる。

「もう、エリス。はしたないですよ」

　外では絶対に見せないような無邪気な笑顔を見せるエリスを見て、ソレイユは呆れたように笑いながら、自分もオムレツの上にケチャップを垂らす。

「いいですか。貴族たるもの、いついかなる時も優雅に、ですよ？」

　しかし、その後のソレイユがエリスと全く同じリアクションを取ったのは言うまでもなかった。




　机の上の食べ物が全て胃の中に消えると、楽しみにしていた祭りが終わってしまったかのような切ない気持ちになった。

　勇悟は皿についた僅わずかな肉汁を指で拭うと、はしたないと思いつつも指を舐める。

「こんなに美味しい肉と卵を作るって、ノウマッドの人たちって凄いですね」

「そうですね。この味を維持するために厳格な掟を作り、それを何十年にもわたって守り続けているのですから、彼らの根気には舌を巻きます」

「う～ん、どうにかしてこの肉や卵をシャルール地区で販売できないですかね？」

「それは………………難しいでしょうね」

「それはやっぱり、過去に争いになったからですか？」

「ご存知でしたか。そうです、ノウマッドはどこの国にも属さない。決して、特定の国と畜産物販売の独占契約を結ばないという取り決めを結ぶことで、各国から特別な扱いを受けているのです。国土を持たない彼らにとって、その恩恵はとても大きいと聞きますから、それを覆させるのは難しいでしょう」

「そう……ですか」

　わかっていたことだが、ソレイユに改めて言われ、本当に無理なのだと理解する。

　しかし、勇悟は今の言葉に、少し引っかかりを覚える。

「あの、ソレイユ様。ノウマッドの独占契約禁止って畜産物だけが対象なのですか？」

「えっ？　あっ、はい。と言っても、ノウマッドには他にこれといった特産品はありませんから……って、まさか、スメラギ様？」

「ええ、そのまさかです」

　勇悟は唇の端を吊り上げると、ノウマッド内で使われている日用品や衣料品を使っての店、物産展を開催できないかと提案する。その中でもノウマッドの人々が着ている服。あれは勇悟の世界では、西部劇という未開の地を開拓する人たちを主題にした劇で見られる服に似ていて、一部の人の間では物凄い人気があるということを伝える。

「ノウマッドの服は、グランマート王国内でも流行る可能性は十分にあります。それに物産展が上手くいけば、シャルール地区に衣料品店を開くきっかけになるかもしれません。ですから交渉だけでもしてみるのはどうでしょうか？」

「そうですね……では、その物産展ですが、今度の収穫祭の特設会場で開催してみるというのはどうでしょう？　収穫祭という名前を出せば、物産展の開催が限定的であるということをお伝えできますので、交渉が円えん滑かつに進められるかもしれませんよ？」

「おおっ、それはいい考えですね。では、その方向でノウマッドの方と交渉してみます」

　勇悟はパチンと指を弾くと、必ずや物産展を開いてみせますよと自信を見せた。





　　　　　※






　翌日、勇悟はエリスと共に、再びノウマッドのキャンプを訪れた。

　昨日とは打って変わり、全ての用意が整ったキャンプ内には、朝早くからグランマート王国の人々が訪れ、ノウマッド産の肉や卵を買い求める姿が見えた。

　どうやら草原に巨大な敷物を広げ、昨日と今日で取れた肉や卵、ミルクを並べて販売しているようだった。

　値段を見る限りどの商品も決して安くはない。だが、それだけの価値があるとわかっているのだろう。商品が並べられる度に次々と売れていく。

　しかし、販売を担当している者はこういう仕事に慣れていないのか一回一回の会計にかなり苦戦しており、勇悟は見ていてやきもきしたが、ノウマッドの人々は商人ではないので、それも仕方ないといえた。

　しかし、彼らのその不得手さが、勇悟にとっては僥ぎよう倖こうだった。

（うん、これも交渉の材料になるな）

　接客の指導を行うという条件を出せば、交渉が有利に働くかもしれない。

　勇悟はどうやって交渉を進めるかをシミュレートしながら、シャルール地区で初めてコロッケを販売した時のような賑わいを見せる売り場を見て、感心したように呟く。

「あれだけ売れるとなると、一日の売上金額も凄いんだろうな」

「いや、それがそうでもないらしい。確かに一つ一つの商品の値段は高いかもしれないが、絶対数が少ないから、午前中でほとんどの商品は売り切れてしまうらしい。売店も毎日開かれるわけではなく、充分な数が用意できた時のみ開かれるようだ」

「えっ、そうなの!?」

　好きなだけ肉や卵が買えると思っていただけに、エリスの言葉は衝撃的だった。

　いや、普通に考えれば、いつ買い物に行っても肉や魚が買える状況の方が珍しいのかもしれない。肉を販売するということは、その分だけ屠と畜ちくする必要があるのだから、消費者が求めるだけ商品を用意していたら、家畜そのものがあっという間にいなくなってしまうだろう。

　思いもよらない事実を知った勇悟は、昨夜のことを思い出して冷や汗をかく。

「なあ、エリス。もしかして俺たち、昨日の夜、とんでもない贅ぜい沢たくなことをしていたんじゃないのか？」

「なんだ。そんなことも気付かずに騒いでいたのか？　安心しろ。あんな贅沢、生きている間にもう一度あるかどうかだと思うからな」

「さ、さいですか……」

　こんなことなら、もっとじっくりと堪能するべきだった。

　そう思う勇悟だったが、もはや後の祭りだった。




　長のいる場所を誰かに聞こうと思っていたら、幸運にもノウマッドの長の孫であるシャイルの姿を見かけたので、勇悟は近付いて話しかける。

「シャイルさん、おはようございます」

「よう、両人ともおはようさん。こんな朝早くにどうしたんだ？」

「ええ、実はシャイルさんに、長がいる場所を教えてもらいたいと思いまして」

「爺さんの場所だって？　君たちもかい？」

「えっ、君……たちもって……他にも訪ねて来た人がいるんですか？」

「ああ、爺さんを紹介してくれって話はユーゴ、君で三人目だぜ」

「ええっ!?」

　答えを聞いた勇悟とエリスは、まさかという表情で顔を見合わせた。




　シャイルに案内され、勇悟たちはキャンプ内の奥に建てられた一際大きなテントへとやって来た。

　勇悟たちがテントに辿り着くと同時に、テントの入り口の扉が開き、中から二つの人影が姿を現す。

　その思いもよらぬ人物を見た勇悟は、震える手で出て来た人物を指差す。

「あっ、あなたは……」

「んっ？　お主は……」

「ほう、これはこれは……」

　勇悟の姿を認めた二人は、揃そろって値踏みするかのように勇悟を見る。

　一人は二メートルを超える巨体に、赤いガウンをまとったライオンの亜人種、バリエンテ地区代表、レーヴェ・オデイシアス。

　もう一人は、パリッとした黒のスーツを着こなし、柔和な笑みを浮かべた中年の男性、アンブル地区代表、シュナイダー・トロイだった。

　笑ってはいるが、二人の射貫くような鋭い視線に勇悟は思わず一歩後退る。

　すると、勇悟の代わりにエリスが前へと出て、二人へ話しかける。

「レーヴェ様、それにシュナイダー様。バリエンテ地区、アンブル地区、二つの地区の代表であるあなた方が、どうしてこのような場所に？　しかも、こんな朝早くから」

「何って……なあ、アンブルの？」

「え、ええ……ただの挨あい拶さつですよ。それ以外に何があるというんだね？」

「そ、そうですか……それは、大変失礼しました」

　その様子は怪しいことこの上なかったが、二人にはそれに対して何も言わせない迫力があり、エリスもそれ以上は突っ込んで聞くことはできなかった。

「まあ、何だ。儂わしらはこれから会議に出なければならないのじゃ。のう、アンブルの？」

「えっ……そ、そうです。これから大事な会議があるからこれで失礼させてもらうよ」

　そう言うと、二人は勇悟たちを押し退けるように歩き、そのまま早足でキャンプから出て行ってしまった。

「な、何だったんだ……一体」

　地区の代表が二人も訪れていたことに、エリスは不思議そうな顔をしていたが、

「…………あの人たち、意外とわかりやすい人たちだったんだな」

　あの二人がここに来た理由に見当がついていた勇悟は、呆れたように嘆息した。




　その後、ノウマッドの長に挨拶させてもらうため、シャイルに少し待ってほしいと言われた勇悟たちは、やきもきしながらテントの外で待機していた。

「う～、まずったかなぁ……」

　勇悟が落ち着かない理由は、シャイルの祖父であるノウマッドの長の機嫌が、余り良くないからというものだった。

　バリエンテ地区代表レーヴェと、アンブル地区代表シュナイダーが、自分たちの地区に肉や卵の販売権をよこせと言ってきたのが主な原因だという。

「一つの地区と契約したら独占になるから、二つの地区と契約してくれって……よくもまあ、考えたものだよな」

「そもそも、そんなことで他の国が納得するはずもないだろうに……」

　二人の代表の浅はかな考えに、エリスも憤いきどおりを感じているようだった。

　しかし、そこまでしてもノウマッドと契約を結びたいという気持ちも理解できるし、自分も似たような理由で来ているから、あまり彼らを責める気持ちにはなれない。

　だが、そういう話はせめて自分たちが来た後にやって欲しいと勇悟は思った。

「待たせたな。入っていいぜ」

「あっ、はい……」

　程なくしてシャイルから許可が出たので、勇悟は神妙な顔でテントへ入った。




「うおっ、デカッ!?」

　テント内に一歩足を踏み入れた勇悟は、奥にいる人物を見て思わず声を上げる。

　そこには、三メートルを超えるのではないかと思われる巨大な影があった。

「コラッ、ユーゴ。なんてことを言うんだ」

　無礼な態度を見せる勇悟に、後から入って来たエリスが肘で注意する。

「初対面の人に対して、いきなり失礼だろ！」

「あっ、ご、ごめん。つい……」

「ほっほっ、よいよい」

　謝ろうとする勇悟を、優しそうな声が制す。

　声の主はテントの奥にいる巨大な影、縦にも横にも大きな黒くろ豹ひようの亜人種だった。

　長の孫だというシャイルが黒豹の亜人種なのだから、祖父である長も当然黒豹の亜人種だった。しかし、身長は軽く三メートル近くもあり、本来ならスマートであるだろう体軀にはたっぷりと脂肪がついて、服の上から見ても激しく自己主張していた。

　まるで映画に出てくる悪役のボスのような迫力を持ったノウマッドの長は、その見た目とは裏腹のやや高めの声で話し出す。

「よく来た小さな来訪者よ。儂はノウマッドをまとめている者で、モトレブという。そなたらは、どこの誰かな？」

「あっ、はい。俺たちはシャルール地区から来ました住すめ良ら木ぎ勇悟と申します。どうぞ勇悟とお呼び下さい」

「私の名はエリス・オネットです。何卒よろしくお願いします。モトレブ様」

　エリスが胸に右手を当てて会釈するのを見て、勇悟も慌ててそれに倣う。

「ん？」

　すると、何かに気付いたモトレブが黄色い目を細めて勇悟を見やる。

「そちらの……ユーゴと言ったか。もしかしてお主、異世界から召しよう喚かんされた者か？」

「は、はい、そうです。でも、どうして……」

　未だかつて、一目見ただけで勇悟が異世界から召喚された存在だと気付いた者はいなかった。

　もしかしてモトレブは、とんでもない慧けい眼がんの持ち主なのだろうか。

　そんな予想を立てる勇悟に、モトレブは苦笑しながら答えを教えてくれる。

「簡単な話じゃ。主の右手に召喚された証が刻まれているではないか。先程、礼をした時にそれが見えたから気付いただけじゃ」

「あっ、そういえば……」

　この世界に召喚された時、ソレイユから手の痣について説明を受けたが、生活には特に支障がないので完全に失念していた。

　正直にそのことを告げると、モトレブは大きな体を揺らしながら笑う。

「ほっほっほ、主は存外大物かもしれんのう……さて、異世界からの客人となれば、しっかりと話を聞かなければならないの」

「えっ、いいんですか？」

「無論じゃ」

　モトレブは居住まいを正すと、勇悟を真っ直ぐ見据える。

「我がノウマッドも、かつて異世界の召喚者から家畜の育て方を教わったのじゃ。今の儂らの繁栄は、召喚者の存在があったからといっても過言ではない。故に、儂らはこの世界に召喚された者に出会ったら、可能な限り報いることにしておるのじゃ」

　ただし、畜産物の独占販売権をよこせという話はなしでな、と釘を刺すのも忘れない。

「あ、ありがとうございます」

　モトレブの思いがけない言葉に、勇悟は頭を深く下げて感謝の意を伝える。

　以前、クァンダル地区でも、勇悟が異世界から召喚された者だからという理由で特別な扱いをしてもらえたことがあった。

　勇悟は改めて過去にこの世界に召喚された人たちに感謝すると、今月末に開かれる収穫祭でノウマッドの物産展を開催できないかと提案した。




「ううむ、まさか、そっちで攻めてくるとはのう……」

　勇悟の提案を聞いたモトレブは、大きな体のせいでやたらと短く見える手を胸の前で無理矢理組むと、喉をゴロゴロ鳴らしながら唸る。

　熟考してしまうモトレブに、勇悟は物産展の補足説明をする。

「今回のお話は、独占販売契約を結ぶのではなく、あくまでノウマッドの方がグランマート王国で開かれる収穫祭という場で、シャルール地区の協力を得て店を開くということです。これは、ノウマッドの人々にとって、とてもいいことだと思っています」

「ん？　それは、どういう意味じゃ？」

「実は先程、皆様が開いている売店を見せていただきました。俺の目から見て、商品を販売している皆さんはお世辞にも巧こう者しやとは言えません。物産展を開催していただければ、その辺の指導も行えるので、今後のために何かと役に立つと思いますよ」

「それは……確かにありがたい話じゃがのう……」

　モトレブは軽く手を振りながら、尚も思考の海に沈む。

　そのままたっぷり数分考えた後、モトレブが顔を上げて結論を告げる。

「……悪いが、やはりその話は受け入れられん」

「それはやはり、過去に争いに巻き込まれたから、ですか？」

「うむ。あの事件を経て、儂らは家畜を誰にも頼らず、自分たちの手で売ると決めたのじゃ。それが家畜でなくとも、他よ所そで商売をするのは掟を破ることと同義じゃと儂は思う。だから、この話を受けるわけにはいかんのじゃ」

「そう……ですか」

　そこまでハッキリと断じられては、これ以上、余計なことは言えそうになかった。

　勇悟は背筋を伸ばすと、改めてモトレブにお礼を言う。

「今日は、お話を聞いていただき、ありがとうございました」

「うむ、また何かあればいつでも来なさい」

　モトレブは双そう眸ぼうを細めると、可愛らしく手を振って送り出してくれた。




　テントを出て暫く歩いた後、勇悟は肩を落として大きく嘆息する。

「はぁ……駄目だったか」

「仕方あるまい。ノウマッドにとって過去の事件は、それほど恐ろしい出来事だったのだ。多少方向性を変えたところで、例外をつくるわけにはいかないのだろう」

　エリスも緊張をほぐすように肩を回しながら話す。

「それで、物産展が駄目ならこれからどうするつもりだ？」

「そうだなぁ……」

　どうせやるなら、今後のために役立つ何かをやりたい。となると独自にノウマッドの服を再現して、販売してみようか。そんなことを考えながら歩いていると、

「ちょ、ちょっと待った、二人とも」

　後ろから、勇悟たちを呼び止める声が聞こえた。

　声に反応して後ろを振り向くと、シャイルが慌てた様子で走ってくるのが見えた。

「シャイルさん、どうかしたんですか？」

「ちょっと二人に相談したいことがあるんだ」

「相談……ですか？」

「実は、悪いと思ったけど、爺さんとの話を聞かせてもらった。先程の話、もう少し詳しく聞かせてくれないか？」

　そう言うと、シャイルは自身の考えを話しだす。

　シャイルは掟と伝統を重んじ、家畜のために全てを費やして多くの国から賞賛を受けるノウマッドに誇りを持っている。だがしかし、長であるモトレブをはじめとするノウマッド重鎮たちの保守的な考えに疑問も持っているという。

「特に、新しいことを受け入れることに凄く抵抗があるって感じなんだよ」

「抵抗、ですか？」

「ああ……俺たちが働いて気付いたことや、こうした方がもっと良くなるんじゃないかと思ったことを上の連中に具申しても、そんなの試してみるまでもないって頑として受け入れてくれないんだ。経験のない者の意見など聞くまでもないってな」

　もう何度も言われたことなのか、シャイルはがっくりと肩を落とす。

「別に上に盾たて突つこうという訳じゃない……俺はただ、次期長として伝統を守りつつ、ノウマッドのさらなる発展のために、何かできるんじゃないかと思っているんだ」

「そうですか……ってシャイルさん、次期長なんですか!?」

「まあな、俺みたいな若輩者が長なんて意外だろ？　だけど、親父が事故で死んじまったから、一足飛びに俺が継ぐことになったんだ」

　だから、尚更シャイルとしては、ノウマッドの発展に役立つような何かを探し、取り入れたいと考えるようになったようだ。

「そして、そんな時ユーゴ、異世界人である君が現れた」

「俺……ですか？」

「そうだ。それに君は、俺たちが育てた家畜以外の物に興味を持ってくれた。しかも、それを使って俺たちに商売をしろと言っている。もしかしたら、これこそが俺が探し求めていた新しい風なのかもしれないって思ったんだ。だからお願いだ。何としても、その……何だ。君が考えたなんとかって企画に協力させてもらえないだろうか？」

「そ、それは、俺たちとしても願ったり叶ったりですけど……お祖父さん、モトレブ様から許可をいただかずに物産展を開くことはできませんよ？」

　余計な揚げ足を取られない為にも、筋だけは通しておかなければならない。勇悟がそう伝えると、シャイルは神妙な顔で頷く。

「それについては俺の方からも爺さんに話してみるつもりだ。でも、それ以外に爺さんを納得させるだけの材料が必要だと思うんだ」

「材料ですか？」

「ああ、ユーゴに協力すれば、こんな特典があるとかそういった材料を提示してくれれば、俺の方で絶対に爺さんを説得してみせる。ユーゴに頼ってばかりだから、そっちの方は任せてくれ」

「わかりました。それじゃあ、モトレブさんの説得をお願いします」

　勇悟はシャイルと固く握手を交わすと、再会を約束して別れた。





　　　　　※






　翌日、勇悟とエリスは再びノウマッドのキャンプを訪れた。

　その手には、一抱えもあるバスケットがあった。

　これはモトレブ説得のために用意したもので、中にはシャルール地区名物のコロッケとケチャップが入っていた。

「これさえあれば、きっとモトレブ様も頷いてくれるだろう」

　交渉が上手くいく確信があるのか、エリスが大きな胸を揺らしながら得意げに話す。

「確かにノウマッドの肉や卵は美味い。しかし、我が地区にもそれに勝るとも劣らない素晴らしい品があるとわかれば、無視できないはずだ」

「それは、そうだろうけどね……」

「何だ。ユーゴはコロッケが受け入れられないと思っているのか？」

「いや、そんなことはないよ」

　地区を訪れたメアリーも絶賛していたし、モトレブもコロッケとケチャップの二つをきっと気に入ってくれるだろうという確信はあった。

「だけど、あれだけ掟にこだわっていた、変わることを恐れていたモトレブ様がコロッケを食べたぐらいで心変わりしてくれるかな、ってさ」

「それは、シャイル殿次第だ。我々が関与すべきことじゃない」

「う～ん、まあ、そうなんだけどね」

　何だか釈然としないがエリスの言うことも尤もつともなので、勇悟はとりあえずモトレブの下へと向かうことにした。




「いつでも来なさいとは言ったが、まさか昨日の今日で訪れるとは思わなかったぞ」

　勇悟が再び訪れたという話にモトレブはかなり驚いていたようだが、嫌な顔一つせずに会ってくれた。

「しかも、今日は儂の孫まで一緒だときたものだ」

「すみません。お忙しいところ時間を取っていただいて」

「よいよい、それで、今日はどういった用件じゃ？」

「はい、その前に今日はモトレブ様にお渡ししたいものがあります」

　そう言うと、勇悟はバスケットをモトレブ付きの従者へと差し出す。

　従者からバスケットを受け取ったモトレブは、早速中を開いて勇悟へと質問する。

「ふむ、何やら丸い物と瓶が入っているようだが……これは何じゃ？」

「その二つは、シャルール地区で販売している商品で、丸い物はコロッケ、瓶はケチャップというソースが入っています」

　この二つは、シャルール地区にしか売っていない特別な商品で、ノウマッドの畜産物にも負けないほどの美味だと伝えると、モトレブは「ほう」と小さく呟いてコロッケへと手を伸ばす。

「これは、そのまま食べるものなのか？」

「はい、そのまま食べても美味しいですが、ケチャップをつけていただくと、さらに美味しくなります」

「なるほど、では早速……」

　モトレブは嬉しそうに鼻孔を広げると、一口でコロッケを平らげる。

「むむっ!?　これは……」

　コロッケを一つ食べたモトレブは、黄色い目を大きく見開くとコロッケをもう一つ摘み、今度はケチャップをつけて口に放る。

「むほっ、こりゃ美味い！　ユーゴよ、これはどうやって作るのだ？」

「はい、それはですね……」

　興奮しているモトレブに、勇悟はコロッケとケチャップの作り方を丁てい寧ねいに説明する。

「何と!?　このコロッケとは、ロクイモから作られておるのか」

　コロッケの説明を聞いている間も、モトレブはひたすらコロッケを食べ続けており、持ってきた二十個近いコロッケはあっという間になくなってしまっていた。

　モトレブは空のバスケットを従者へと渡すと、ゲップを一つして勇悟に話しかける。

「うむ、非常に美味だった。確かに我らが誇る肉や卵に勝るとも劣らない素晴らしい一品だ。それで、今日はわざわざこれを届けるために儂を訪ねてきたわけではあるまい」

「はい、実はですね……」

　勇悟は小さく息を吐くと、再び物産展の話を持ちかける。

　もし、シャルール地区での物産展の開催を許可してくれれば、コロッケとケチャップの作り方をノウマッドの人々に教える用意があると、多少の手間はかかるが、この味をいつでも味わえるようになると伝えた。

「なあ、爺さん。この話、受けてみないか？」

　勇悟が話し終えると、今度はシャイルがモトレブの説得にかかる。

「物産展なら掟に明確に反するわけじゃないし、いつも手間取っている売店がスムーズにいくようになったらこれ以上嬉しいことはない。それだけじゃなく、コロッケがいつでも食えるようになるんだぜ。そして何より、異世界からやって来たユーゴの案だ。俺たちの繁栄も異世界人なしには成り立たなかったんだし、今度だって……」

「駄目じゃ！」

　しかし、シャイルの言葉を遮るようにモトレブが声を荒らげる。

「……全く、何やら裏でコソコソと動いていると思ったら、ユーゴにそのような協力を申し出ていたとはな」

「で、でもよ、爺さん。俺はノウマッドを少しでも良くしようと思ってんだ。そのためには金が……」

「黙れ！　お前は、儂らが今の地位を築くのにどれだけ苦労したかを知らないから、そんな簡単に物事を変えようとか言うのじゃ」

　それに、と手についたケチャップを舐めながら話を続ける。

「確かにこのコロッケとケチャップは美味い。この味がキャンプ内に広まるのは、儂も望むところじゃ。しかし、思い返してみろ。このコロッケは何からできている？　コロッケの作り方を知ったところで、新鮮なロクイモが常に手に入るわけではない儂らがどうやってコロッケを作るのじゃ？」

「そ、それは……」

「お前の考えを否定しているわけではない。儂らが発展していけるようなことならば、受け入れる用意もある。だが、お前のように金に目がくらんでいる者に好きにさせては、必ず家畜と向き合うことを忘れる。だから儂はこの話を受けないと決めたのじゃ！」

　モトレブはぴしゃりと言い切ると、この話はおしまいだとそっぽを向き、ゆっくりとした動作で立ち上がり、テントから退出しようとする。

「……ちょっと待ってもらえますか？」

　しかし、立ち去ろうとするモトレブに、勇悟が咎とがめるような低い声で話しかける。

「モトレブ様、大変申し訳ありませんが、これだけは言わせてもらえますか？」

「……なんじゃ？」

　その真剣な声の響きを察したか、モトレブが歩みを止めて勇悟へと視線を向ける。

　勇悟は腹に力を籠こめると、自分の腹に溜まっていたものをぶつけるように話す。

「シャイルさんは、決してお金に目がくらんで俺に協力してくれたわけじゃありません。ノウマッドのことを真剣に思って、生活を良くしようと考えていることは確かです」

「ユーゴ……」

　突如として自分の擁よう護ごを始める勇悟を見て、シャイルが驚いたように顔を上げる。

　驚いた顔でいるシャイルに勇悟は力強く頷くと、尚もモトレブに食い下がる。

「確かにノウマッドの畜産物は最高です。俺が今まで食べてきた肉の中でもダントツです。ですが、シャイルさんの意見を聞いたら、もっと発展するかもしれないとは考えないのですか？」

「ユーゴの言いたいことはわかる。だが、若い連中の意見を一々聞いていたら、仕事にならないじゃろう？」

「そうですね。その意見はもっともです」

　勇悟は大きく頷くと、自分の胸に手を当てて挑むように話す。

「ですから、まずは俺にチャンスをくれませんか？」

「…………何じゃと？」

「俺がノウマッドでいつでも手に入る物を使って、生活を一変させるような何かを用意します。それができたら、俺を信用してシャイルさんにチャンスを与えてくれませんか？」

　その言葉に、モトレブは呆れたように嘆息する。

「……ユーゴが儂の信用を得たら、代わりにシャイルにチャンスを与えろとは、随分と無茶な論法じゃな」

「わかっています。ですが、このままシャイルさんたちを抑圧していたら、いつかモトレブ様に内緒で行動を起こすかもしれません。だったら成功するにしろ失敗するにしろ、ここでやりたいことを一度経験させておくのも悪いことではないと思うのです」

「むぅ……」

　勇悟の提案に一理あると思ってくれたのか、モトレブは考え込んでしまう。

　それを見て、勇悟は歯を食いしばっているシャイルへ視線を送る。

「えっ？　あ、ああ……」

　勇悟と目が合ったシャイルは小さく頷くと、モトレブの下へと歩いていく。

「……爺さん」

「何じゃ？」

　ギロリと黄色い瞳で睨にらまれ、シャイルは思わず一歩後退るが、どうにか堪えて震える声で話しかける。

「お、お願いだ。ユーゴにチャンスを与えてやってくれ。俺もユーゴに協力して、何をどう変えられるかを知りたいんだ。心配しなくても、家畜の世話を蔑ないがしろになんかしない。ノウマッドの伝統を守りながら、俺たちが新たにできる道を模索させてくれ」

「シャイル…………………………………………わかった」

　孫の必死の訴えに、モトレブは髭ひげを撫なでながら頷く。

「シャイル、そしてユーゴよ。そなた等の熱い思い、確かに受け取った。そこまで言われたからには、長としてそなたらの気持ちに応えないわけにはいくまい」

「では……」

「もし、ユーゴが儂らの生活を一変するような何かを用意できれば、物産展の話を受けてやってもいいだろう……ただし、畜産物の販売だけは絶対に認めぬからな」

「はい、それで十分です。ありがとうございます！」

「爺さん、ありがとう」

　勇悟とシャイルは揃って頭を下げると、逸はやる気持ちを抑えるように早足でテントから退出して行った。





　　　　　※






　勇悟たちが出て行ったテント内は、先程までの熱気が噓のように冷めきっていた。

　モトレブの他に五人ほどの人物が待機していたのだが、誰一人として口を開くことはなく、まるで影のようにひっそりと佇たたずんでいた。

　その中の一人、黒い獣の耳を持つ亜人種の女性が静かな所作でお茶を淹いれると、疲れたように椅子に腰かけているモトレブにお茶を差し出す。

「お父様、お疲れ様でした」

「うむ、誰かに怒鳴るなど、何年ぶりかのう……」

　お茶を受け取ったモトレブは、猫舌なのか必要以上にフーッ、フーッ、と息を吹きかけてから静かにお茶を飲む。すると、お茶を渡してきた女性がじっと自分を見ているのに気付き、モトレブはじろりと睨む。

「……何じゃ？」

「お父様は、あの異世界の子が生活を一変させる何かを本当に持って来たら、先程のお話を受けるつもりなのですか？」

「まさか。そんなわけないだろう」

　モトレブは鼻を鳴らして笑うと、椅子にもたれながら女性に本音を話す。

「結局のところ、最終決定をするのは儂なのじゃ。たとえ、どんな思いもよらぬ物を持ってきたとしても、儂が頷かなければいいだけの話じゃ。あそこで話を受けたのは、シャイルが抱いている余計な夢を諦めさせるためじゃ。お前のためにも、孫のシャイルには立派な跡取りになってもらわなければならぬからな」

「そう……ですね」

　モトレブの言葉に、女性は悲しそうに目を伏せて後ろに下がろうとする。

「──っ!?」

　その途中、何かに気付いた女性が突如として走り出し、テントの外に顔を出す。

　ぐるりと辺りに首を巡らせるが、そこには誰の姿も見受けられなかった。

「なんじゃ、誰かまだおったのか？」

「……いえ、気のせいでした」

　モトレブからの質問に女性は小さくかぶりを振ると、テントの中へ戻っていった。





　　　　　※






「さて、ユーゴ。これからどうする？」

　モトレブのテントを後にしたシャイルは、長い間思い描いていた夢が叶うかもしれないと思っているからか、今までにないくらい興奮していた。

「あそこで爺さんに食ってかかったということは、何か良い策があるんだろう？」

「いえ、特にないですよ」

「はぁっ!?」

「ですから策なんかないんですって。なので、今からでも探しましょう」

　勇悟は口をあんぐりと開けて固まっているシャイルの肩を叩くと、何か交渉の材料となるものがないかと、辺りを見渡しながら歩き出す。

「あれっ、そういえばエリスは？」

　もしかして、どこかで迷子になっていたりするのか。などと考えていると、

「ユーゴ……」

　何かあったのか、重い足取りのエリスが声をかけてきた。

　エリスの姿を見て、勇悟は小さく安あん堵どの溜息を吐く。

「もう、どこに行っていたんだよ。姿が見えないから迷子にでもなっちゃったかと思ったよ……って、顔色が悪いような気がするけど何かあったの？」

「あっ、その……実は……だな」

「どうしたんだよ、いつものエリスらしくないな。シャルール地区のさらなる発展のため、物産展の開催は必須だってエリスもわかっているだろう？　準備期間も考えると、一日でも早く説得しないといけないから、用件があるなら早くしてくれ」

「そ、そうか。すまない。ならいいんだ」

　エリスは迷いを振り切るようにかぶりを振ると「では、行こうか」と歩きはじめる。

「エリス？」

　いつもより小さく見えるエリスの背中に、勇悟はどうしたのだろうと思うが、

「……まあ、いっか」

　それより早く交渉材料を見つけなければという思いの方が勝り、前を行くエリスの背中を早足で追いかけていった。




　それから勇悟たちは、ノウマッドのキャンプ内を隅々まで探索した。

　交渉の材料を見つけるため、昨日は訪れなかった家畜の世話をする馬車や、工房などの作業スペース、彼らが寝泊まりする一般の居住区から、果ては牛や羊を放牧している現場にまで足を伸ばした。

「これで、大体見て回ったかな？」

　シャイルも各所との交渉に奔走したせいもあり、やや疲れた声で話す。

「それで、何か交渉の材料となるような物は見つかったかい？」

「う～ん、そうですね……こうなったら便利だなとか、こうした方がいいなという案はあっても、生活を一変させるような何かとなると少し厳しいですね」

「そうか……ユーゴでも難しいか」

　期待していたような結果が出ず、シャイルは肩を落とす。

　しかし、ここで気を落としてもしょうがないと顔を上げると、明るい声で話しかける。

「二人とも疲れただろう。一休みしてお茶にしないか？」

「そうですね。確かに喉が渇きました。いいよね、エリス？」

「ああ、流石さすがにあちこち歩き回ったせいで、足がむくんできてしまったぞ」

　そう言うと、エリスは自分の太ももを指差しながら突き出す。

「ほら、ここなんか朝と比べると、大分変わってしまったぞ」

「え？　あっ、うん……そうね」

　自分の体の変化を見ろと体を密着させてくるエリスに、勇悟は顔を赤くしながら気まずげに視線を逸そらす。

　しかし、勇悟のよそよそしい態度が、ますますエリスをヒートアップさせる。

「ユーゴよ、なぜ目を逸らすのだ。私が見ろというのだから、もっと近くで見ろ！」

「い、いやいやいや、それは遠慮しておくよ」

　ずい、と体を寄せてくるエリスに、一歩身を引きながら勇悟は諭さとすように話す。

「それより、エリス。自分が何を言っているかわかっているのか？」

「……どういう意味だ」

「女性が自分の太ももを指差してもっと近くで見ろとか、俺が実際にやったら、周りからどういう目で見られると思う？」

「──ッ!?」

　勇悟の言葉で、エリスは自分が何を言っていたかを理解し、まるで瞬間湯沸かし器のように赤面する。

「ユ、ユユユーゴ、こ、これはだな？」

「……まあ、そういうわけだから、今度から気をつけてね」

　羞恥で今にも爆発しそうなエリスの様子に、勇悟は距離を取って一方的に話しかけると、逃げるようにその場から立ち去った。




　お茶にしようと言ったシャイルに連れられ、勇悟たちは居住用の馬車近くに建てられたテントまでやって来た。

　ここは住民たちの食堂も兼ねた施設のようで、いくつものテーブルや椅子がオープンテラスのように草の上に並べられていた。

　その中の一つのテーブルに腰を下ろすと、どっと疲れが体に押し寄せてくる。

「はぁ……流石に疲れたな」

　勇悟がテーブルに突っ伏すように体を預けると、すぐ近くに木でできたジョッキがドン、と置かれる。

「ほいよ、お疲れさん。疲れた時は、これを飲むに限るぜ」

「あっ、どうも……」

　勇悟はお礼を言うと、のっそりと起き上がってジョッキを手にする。

　中には甘い匂いがするクリーム色の液体がなみなみと入っていた。

「これは？」

「こいつは卵とミルク、砂糖を混ぜて少し温めた飲み物だ。俺たちは卵ミルクって呼んでいる……まあ、そのままだけどな」

「へ～、美味しそうですね」

　甘い香りを鼻いっぱいに吸い込んで堪能すると、勇悟はゆっくりと卵ミルクを飲む。

「──っ、こ、これは!?」

　卵ミルクを飲んだ勇悟は、疲れなど吹き飛んでしまったかのように立ち上がる。

　ノウマッドで作っている極上の卵とミルクを使っているのだから、美味いのは当たり前なのだが、それ以上に、勇悟はこの飲み物に覚えがあった。

「これは……ミルクセーキか」

「「ミルクセーキ？」」

　勇悟の呟きに、目の前に座るシャイルとエリスが不思議そうな顔をする。

「ユーゴ、ミルクセーキとは何だ？　もしかして、この飲み物を知っているのか？」

「え？　あっ、うん。俺の世界にこれと全く同じレシピの飲み物があって、ミルクセーキっていうんだ。小さい頃、よく母親に作ってもらったんだけど、久しぶりに飲んだな」

　懐かしい思い出の味との再会に、勇悟はジョッキの縁ふちをなぞりながら微笑を浮かべる。

　勇悟はそのまま暫くの間、ミルクセーキの思い出に浸っていたが、

「…………あっ」

　ミルクセーキといえばあることを思い出す。

「もしかして何か思いついたのか？」

　その様子を見ていたエリスが、期待に満ちた目で質問してくる。

　勇悟はその期待に応えるように力強く頷くと、唇の端を吊り上げる。

「うん、もしかしたらモトレブ様を説得できる材料が見つかったかもしれない」

「ほ、本当か!?」

「うん……その前に、シャイルさん。いくつか質問してもいいですか？」

「あ、ああ、なんでも聞いてくれ」

「はい、それじゃあ……」

　興奮するシャイルに、勇悟はいくつかの質問をする。

　その後、答えを聞いて自分の考えに確信を得た勇悟は、明日こそはモトレブを説得してみせると息巻いて帰路についた。




　その日の夜、夕飯を食べ終えた勇悟は、ソレイユと屋敷内のキッチンに立っていた。

「それでは、早速始めましょうか」

　はなまるスーパーマーケットのエプロンをつけながら、勇悟がソレイユに話しかける。

「今から作るのは、ノウマッド産の卵とミルクを使って作る料理で、プリンとアイスクリームです」

「まあっ、ということは、二品も作るのですか？」

　フリルがついた真っ白なエプロン姿のソレイユが口に手を当てて驚く。

「卵とミルクだけで、そんなに違いのある料理が作れるのですか？」

「ええ、使う材料は一緒なのに、最終工程を変えるだけで全く違う料理になるんです」

　そう言うと、勇悟はソレイユに説明しながら調理に入ろうとする。

　すると、

「さあ、ユーゴ。張り切っていこうか！」

　これまた可愛らしいエプロンをしたエリスが、鼻息も荒く息まいていた。

　シャルール地区でケチャップを作って以来、エリスは料理をすることに目覚め、ことあるごとに自分も料理すると言ってきた。

　騎士として生きてきたエリスが、剣以外の道に興味を持つことは非常に歓迎すべきことなのだが……。

「ここにある卵を割っていけばいいんだな。私に任せておけ」

　エリスは卵を手に取ると、勢いよく机の角にぶつける。

　すると、グシャッという音と共に卵が潰れ、エリスの手が卵でベタベタとなる。

「…………ハハッ、少し力を入れ過ぎてしまったかな。では、改めて……」

　エリスは再び卵を割ろうと試みるが、今度も卵をグシャグシャに潰してしまう。

「…………」

　その様子を、勇悟とソレイユは何とも言えない表情で見ていた。

　料理に興味を持ち始めたエリスだったが、彼女の料理の才能はお世辞にも褒ほめられたものではなく、やる気はあるのだが仕事が大おお雑ざつ把ぱで、細かい作業がどうにも苦手だった。

　お菓子作りにおいて力仕事は必要だが、それ以上に繊細さが必要だ。

　そういう意味では、エリスとお菓子作りの相性は最悪と言えた。

（でも、それを直接言ってしまうのは、エリスにも悪い気がするし……）

　その事実を正直にエリスに伝える勇気を持っていない勇悟としては、どうにかしてエリスの手伝いという名の妨害を阻止せねばならなかった。

　とりあえず材料を混ぜてもらうことに従事してもらうか。などと勇悟が考えていると、

「エリス、申し訳ありませんが、本日の会計処理をお願いできませんか？」

　ソレイユが前に出てエリスに話しかける。

「えっ……で、ですが、私はユーゴの手伝いを……」

「それはありがたいのですが、地区の会計を疎おろそかにするわけにはいきません。私はこれからスメラギ様のお手伝いで手が離せなくなりますから、エリスにお願いしたいのです」

「うっ、あ、あの……」

「お願いできますか？」

「…………はい」

　ソレイユの有無を言わさない迫力に、エリスはしぶしぶ頷くと、肩を落としながらキッチンから出て行った。

　悄しよう然ぜんとしたエリスの背中を見ていると、何だかとてつもなく悪いことをしてしまったようで、勇悟は胸が締め付けられる思いになる。

　その思いはソレイユも同じようで、小さく嘆息して困ったように笑う。

「……それでは、早いところやってしまいましょうか」

「そうですね。エリスのためにも美味しいプリンとアイスクリームを作りましょう」

「ええ、頑張りましょう」

　ソレイユは胸の前で両拳を握って気合いを入れると、料理に取り掛かった。




　プリンとアイスクリームは、ほぼ同じ材料でできている。

　主な材料は、卵とミルク、砂糖、そしてクリームだ。

「それではソレイユ様。鍋にミルクとクリームを入れて、火にかけてもらえますか？　この時、一気に加熱せずに、ゆっくりと過熱して温め過ぎないようにして下さい。目安としては、手で触れる程度です」

「わかりました。ゆっくりと、手で触れる程度ですね」

　ソレイユは頷くと、ミルクとクリームを火にかけていく。

　その様子を見て問題ないと判断した勇悟は、自分の仕事へと移る。

　卵を黄身と白身とに分けると、卵黄と砂糖をかき混ぜていく。

　この作業は思ったより力と体力が必要で、開始数分で腕が疲労を訴えてくるが、それを無視して尚もかき混ぜ続ける。

「ふぅ……こんなもんだろう」

　全体が白っぽくなってきたら、火が回り、温まってきたミルクとクリームの中に卵黄と砂糖を混ぜたものを投入する。

　この時、卵黄を一気に入れると固まってしまうので、少しずつ入れるのがポイントだ。

　しっかりと混ぜ合わせたら、なるべくきめの細かい布を使ってこす。

「これで、プリンとアイスクリームの素もとの完成です」

　後は粗熱を取りながら、表面にできた気泡を潰していく。

「とりあえず、これはアイスクリームにしようと思うので、氷で冷やしていきます」

　勇悟は木箱におがくずを敷くと、中に氷屋で買っておいた氷と塩を入れる。

　この氷は、氷室と呼ばれる一年中氷を貯蔵できる施設から、グランマート王国ほとりに流れる巨大な河川、リヴァーレ河を下って毎日届けられる氷で、一年中割と安価に手に入れられるものだった。

　箱の中にアイスクリームの素が入った器を入れたら、ひっくり返さないように慎重に床下の冷凍室にしまう。

　その様子を見ていたソレイユが、小首を傾げながら質問する。

「どうして氷の中にお塩を入れるのですか？」

「こうすると、氷の温度が零度以下になるんです……まあ、要するに、より効率的に冷やす知恵だと思って下さい」

　その後、何度かかき混ぜながら冷やし続け、およそ二～三時間で完成すると伝える。

「次はプリンを作りますが、こちらはまずカラメルを作ります」

「カラメル、ですか？」

「はい、砂糖に火をかけて作る砂糖のソースです」

　勇悟は鍋と水を張ったボウルを用意すると、鍋に砂糖を入れて火にかける。

　そのまま弱火で温め続けると、白い砂糖が茶褐色に変化し、そのまま混ぜ続けると、突如として大量の泡が発生する。

　その瞬間、勇悟は鍋を火から放し、水を張った別の鍋に入れて冷やす。すぐに鍋を水から上げると、熱湯を使って熱した砂糖を伸ばし、暖かいうちに器に移す。

「こんな感じです。後はこの上にさっき作ったものを入れ、今度は蒸します」

「わかりました。では、早速取り掛かりましょう」

　鷹おう揚ように頷いたソレイユは、手慣れた仕草でプリン作りに取り掛かっていった。




「ううっ……どうして私だけ除け者にされるのだ」

　普段はソレイユが詰めている執務室で、エリスは大量の書類と向き合っていた。

　口では文句を言いながらも、エリスは左手でソロバンのような計算機を弾き、計算結果を右手でスラスラと書いていく。

　その速度はソレイユには及ばないものの、山のような書類をみるみる処理していく。

　真面目に仕事に取り組んでいた甲斐もあり、もう少しで仕事が終わりそうだった。

「よしっ、これで終わりだ！」

　最後の計算が終わり、計算結果を書き終えたエリスは歓喜の雄叫びを上げる。

　それと同時に、エリスの目の前に二つの小さな器が置かれる。

「エリス、お疲れ様。もう終わったんだ」

「…………えっ？」

　それを見たエリスは、伸びをした姿勢のまま固まる。

　目が点になっているエリスに、勇悟とソレイユが満面の笑みで話しかける。

「たった今、プリンとアイスクリームが完成して、頑張っているエリスに一番に食べてもらいたくて急いで持ってきたんだ」

「わたくしもまだ食べていないのです。ですから早く食べて、感想を聞かせて頂戴」

「えっ、あ……はい」

　期待に満ちた目で見つめられ、エリスは機械的な動きでスプーンを手に取ると、プリンを一匙すくって口に運ぶ。

　続いてアイスクリームを食べたエリスは、

「う……ううっ……」

　どういうわけか、突然泣き始めてしまった。

「えっ……ええっ!?」

　エリスのまさかのリアクションに、勇悟はまさかと思い、プリンとアイスクリームを食べてみる。

「味は……美味い。えっ、じゃあエリスはどうして……」

「エ、エリス、一体どうしたのですか。泣いていてはわかりませんよ」

　ソレイユも狼狽うろたえながらエリスに声をかけるが、エリスはそれに応えず、嗚お咽えつを漏らしながらプリンとアイスクリームを食べ続けた。




　その後、エリスから泣き出した理由を聞いた勇悟は、胸を撫で下ろすと同時に罪悪感にとらわれた。

　要するに、料理の手伝いをしたかったエリスは、会計処理の仕事をしている間に勇悟たちが新商品を完成させてしまったこと、自分だけが除け者にされたことが悲しくて泣き出してしまったというわけだった。

　勇悟は赤い目のまま黙々とプリンを食べ続けているエリスに、頭を下げて謝罪する。

「エリス、ごめん。まさか泣くほど手伝いたいと思ってくれるなんて思わなくてさ」

「………………今度は、私も手伝うからな？」

「え？　あ、ああ、わかった。今度はエリスにも手伝ってもらうようにするよ」

「約束だぞ」

　納得したのか、エリスは頰を赤く染めながら頷くと、プリンを嬉しそうに食べる。

　そんなエリスの意外な一面を可愛らしく思いながらも、勇悟は新商品の感想を聞く。

「それでどうだ？　これならモトレブ様も頷いてくれると思わないか？」

「…………」

「エリス？」

「……ユーゴ、聞いてくれ」

　エリスは顔を上げると、ノウマッドのキャンプで自分が見聞きしたことを話し出す。

　実は、モトレブは勇悟が何を持ってきても物産展の許可を出すつもりはなく、最初からシャイルの夢を諦めさせるためだけに話を受けたのだと説明した。

「……その話は本当なのか？」

「ああ、この耳でしかと聞いたから間違いない。この二つの品は文句の付けどころのない素晴らしいものだが、これでモトレブ様が首を縦に振ることはないだろう」

「そうか……」

　騎士道精神を重んじるエリスがまさか盗み聞きをしていたとは思わなかったが、これもシャルール地区を思っての行動だろう。

　それに、今はエリスの不ぶ躾しつけな行動を咎めている場合ではない。

「となると一体どうするべきか……」

「そんなの、考えるまでもありませんよ」

　狼狽する勇悟に、ソレイユが自信に満ちた表情で頷く。

「このプリンとアイスクリームは、モトレブ様が示した生活を一変させる要素を十分に満たしています。わたくしは家にこの二品があると思うだけで、今日の仕事を頑張れることでしょう。ですから、この二つの品を持ってノウマッドに行きましょう」

「……わかりました。ソレイユ様がそうおっしゃるなら」

　そこまで言われては、断る理由もなかった。

　まだ半信半疑の勇悟たちを前に、ソレイユは太陽のように眩しい笑顔を見せる。

「ほら、明日はわたくしも一緒に行きますから、もっと自信を持ちましょう」

「そう……ですね。自信は大事ですよね」

「ええ、明日は胸を張って堂々と行きましょう」

　ソレイユの笑顔を見たら、何だかやれそうな気がしてきた。

　グランフェスティバルを経て、ソレイユは本当に逞しくなった。

　シャルール地区の代表として、着実に成長しつつあるソレイユを嬉しく思いながらも、勇悟は自分ももっと成長せねばと思うのであった。





　　　　　※






　──翌日、朝早い時間にも拘わらず、この日もシャイルは、キャンプの入り口まで勇悟たちを迎えに来てくれた。

　シャイルは勇悟たちの姿を認めると、真剣な表情で話しかけてくる。

「それで、準備は整ったのか？」

　その質問に、勇悟はソレイユと顔を見合わせると、ニヤリと笑う。

「まあ、それは見てのお楽しみということで」

「フフフッ、スメラギ様、悪い顔になっていますよ」

「あ、あの……そちらの方は？」

　ソレイユを初めて見るシャイルがおそるおそる尋ねてくる。

「そうでした。こうしてお会いするのは初めてですね」

　ソレイユはドレスの裾を摑んで優雅にお辞儀をすると、微笑を浮かべて自己紹介する。

「はじめまして、シャイル様。わたくしはシャルール地区代表、ソレイユ・モナカ・グレンツェントと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

「あっ、はい……こ、こここちらこそはじめまして。そ、その……恐縮です」

　ソレイユのような貴族と対面することに慣れていないのか、シャイルは何度もつっかえながら、震える手でソレイユの手を握り返した。

「そ、それじゃあ。爺さんのところに行こうか」

　自己紹介を終え、顔を赤くしたシャイルが移動を提案するが、

「あっ、すみません。ちょっとよろしいですか」

　ソレイユが小さく手を上げて、勇悟たちの足を止めさせる。

「実は忘れ物をしてしまったので、先に行っててもらえますか？」

「あっ、それじゃあ、待ってますよ」

「いいえ、スメラギ様。どうか先に行ってて下さい。モトレブ様を待たせるのは大変失礼ですし、エリスもいますから、わたくしの方はどうかお気遣いなく」

「あっ、はあ……そうおっしゃるなら」

　勇悟が引き下がると、ソレイユは「それでは失礼します」と言って、エリスを伴って去っていく。

　ソレイユを見送った勇悟は、大きく息を吐いて心を落ち着けてからシャイルを促す。

「それじゃあ、行きましょうか」

「……わかった。俺も覚悟を決めるぜ」

　シャイルは気合いを入れるために拳を合わせて打ち鳴らすと、舌なめずりをして歩き出した。




「まさか、また来るとは思わなかったぞ」

　三日連続の謁えつ見けんの申し込みに、流石にモトレブは微苦笑を浮かべたが、それでも時間を作って勇悟たちに会ってくれた。

　この顔の裏で、勇悟たちの願いを全く叶えるつもりはないと決めているのだから、人の上に立つ者の腹の底は知れないと勇悟は思う。

　モトレブはその大きな体を大きく揺らすと、鷹揚な態度で話を切り出す。

「それで、今日は何の用じゃ？　まさか、もう約束の品を持ってきたのか？」

「ええ、そのまさかです」

　勇悟は大きく頷くと、一抱えはある木箱を取り出す。

　箱の中には、おがくずと氷が入っており、プリンとアイスクリームが冷えた状態で収納されていた。

　勇悟は二つの器を取り出すと、笑顔でプレゼンを開始する。

「これはノウマッドで普段から飲まれている卵ミルクに手を加えて作ったもので、プリンとアイスクリームと言います」

　そう言うと、勇悟は近くにいた女性に二つの器を渡す。

　女性は器の冷たさに一瞬だけびっくりしたような顔をするが、すぐに気を取り直すと、足音も立てずに移動してモトレブに器を献上する。

「ほう、これが卵ミルクじゃと？　一体何をどうすれば、このような面めん妖ような形に変化するのやら」

　モトレブはスプーンで掬すくったプリンをゆらゆらと揺らして笑うと、大きな口を開けてプリンを放る。

　口の中に入れると、つるんとした舌触りと歯を使うまでもない柔らかさ、そして、卵とミルクが生み出す濃厚なコクと凝縮された甘味に、モトレブの黄色い目がこれまでにないほどに見開かれ、頰の筋肉が緩んで恍こう惚こつの表情になっていく。

「うにゃあっ……」

「うにゃっ!?」

　モトレブが思わず発した言葉に、驚いた勇悟は思わずおうむ返しする。

　しかし、そんな勇悟などには目もくれず、モトレブは続いてアイスクリームをすくって口へと放る。

「うにゃにゃっ!?」

　最初、その冷たさに全身がビクッと過剰反応するが、すぐに慣れたようで、遅れてやって来た甘味を堪能するように、アイスクリームを口の中でゆっくりと溶かしていく。

　口の中でアイスクリームを十分に堪能したモトレブは、まるで夢心地でいるかのようなとろんとした目で呟く。

「あま～い、つめた～い。こんな食べ物、今まで食べたことな～い」

　絶賛の言葉を口にしたモトレブは、嬉しさを表現するかのように椅子の上で跳ねながら、プリンとアイスクリームを交互に食べていく。

　ものの数秒で二つの食品を平らげたモトレブは、名残惜しそうにスプーンを舐めてから勇悟に質問する。

「こ、こんな美味いものが、卵ミルクに手を加えただけで本当にできるというのか？」

「はい、この二つはですね……」

　そう言うと、勇悟はプリンとアイスクリームの作り方を簡単に説明する。

「多少のコツは必要かもしれませんが、それはこちらでお教えしますし、材料も砂糖以外は全てノウマッド内で調達できますから、その気になれば、いつでも好きなだけプリンとアイスクリームを堪能できると思いますよ」

「いつでも……好きなだけ……」

　魅力的な言葉に、モトレブの喉がゴクリと鳴る。

　明らかに動揺しているモトレブを見て、勇悟とシャイルは目を合わせて頷く。

　反応を見る限り、十分過ぎるほどの手応えはあった。

　モトレブの中では物産展の開催を認めるつもりはないかもしれないが、あれだけのリアクションをとってしまったのだから、気に入らないから駄目だという理由では、誰も納得しないだろう。

　しかし、勇悟は人の上に立つ人間というものを見誤っていた。

「ふむ……」

　結論が出たのか、モトレブはピンと張った髭を撫でながら居住まいを正す。

　その顔は、いつものモトレブに戻っていた。

　その顔を見た勇悟は、自分の考えが甘かったことを知り、焦る。

「物産展についてだがのう……」

「あ、あのっ！」

　モトレブが何かを言う前に、その口を閉じさせなければならない。そう思って勇悟が話しかけようとすると、




「申し訳ございません、少々用事がございまして遅れてしまいました」




　それより早く、テント内によく通る声が響いた。

　テントの入り口に目を向けると、ソレイユが泰然とした姿で立っていた。

　ソレイユはにっこりと微笑むと、いつものようにドレスの裾を摘まんで優雅にお辞儀をする。

「あなたがノウマッドを治めていらっしゃるモトレブ様ですね。はじめまして、わたくしはシャルール地区代表のソレイユ・モナカ・グレンツェントと申します。どうか以後お見知りおきを」

「う、うむ……よろしく頼む」

　キチンとした礼儀作法での挨拶に、モトレブも挨拶を返すが、自分の発言を遮られたせいか、機嫌が些いささか悪くなっているように見えた。

　その証拠に、モトレブは頰杖をついてソレイユを睥へい睨げいすると、声を低くして威嚇するように話しかける。

「それで、交渉の場にわざわざ遅れてきておいてなんの用じゃ。もう、そなたらが交渉の材料として用意した品は、食した後だぞ？」

「そうですか。それは何よりです」

「……何じゃと？」

「だって、交渉がどうなったか、早速聞けるではないですか？」

「むうぅ……」

　余裕の笑みを浮かべているソレイユの真意が読めず、モトレブは眉を顰ひそめるが、ここで何を言われようとも自分の意見を変えるつもりはないようだった。

「では、役者も揃ったようだし、結果を話すかの……」

「あっ、モトレブ様。結論を言う前に一つよろしいでしょうか？」

　その前にソレイユが手を挙げてモトレブに許可を求める。

「実は、今回の結果についてお話を聞いていただきたい方がいますので、お呼びしてもよろしいですか？」

「なんじゃ、まだ誰かおるのか。許可するから早くせい」

「ありがとうございます。では……」

　ソレイユはお礼を言うと、手を掲げてパンパン、と小気味の良い音で叩く。

　すると、テントの入り口からエリスを先頭に、次々と人がなだれ込んできた。

「な、何じゃ一体、何事じゃ!?」

　モトレブに合わせて大きめに作られているテントだったが、十人以上の人が入ると、流石に手狭に感じてくる。

　新たに入って来た人たちは、よく見ればテンガロンハットを被り、なめした革で作られた服を着ていた。

　つまり、後から入って来たのは、ノウマッドの人々だった。

　モトレブもすぐに彼等の正体に気付き、驚きの声を上げる。

「何じゃお前たち、し、仕事は一体どうしたのじゃ!?」

「実は、この方たちに先程モトレブ様がお召し上がりになったプリンとアイスクリームを食べていただきました」

「な、何じゃと!?」

　驚き、思わず立ち上がるモトレブに、ソレイユが静かに話しかける。

「物産展のお話は、ノウマッドの将来を左右する大事なお話です。ですから、それで得られる恩恵を含めて、より多くの方に知っていただく必要があると思い、こちらで手を打たせていただきました」

「お、長、あんな美味しい食べ物があるなんて、初めて知りました」

「それを今後も食べられるかどうかを決めるって聞いたのですが、本当ですか？」

「ま、まさか、断ったりなんか……しませんよね？」

　ノウマッドの人々が次々と意見を言ってくるので、モトレブが渋面を作る。

　遅れてきたソレイユがこんな根回しをしてくるとは、思ってもみなかったのだろう。

　だが、それでもモトレブは意見を変えるつもりはなかった。

「皆の者、心配せずとも、この二つの品の調理法はすでに聞いている。だから……」

「ちなみに、皆さんが普段飲んでいる卵ミルクを蒸したり、冷やしたりしただけでは、この味は再現できませんよ？」

　モトレブの話に先んじるように、ソレイユが注釈を加える。

「スメラギ様から簡単に説明を受けたようですが、プリンの底にあるカラメルソースの作り方と、アイスクリームを作るときの冷やし方まで教わりましたか？　理屈がわかっただけでは、上手に作るのは難しいですよ？」

「うくぅ……うう……」

　完全に退路を断たれたモトレブが額に青筋を立てて唸る。

　言うまでもなく、完全に頭にきているようだ。

　何だか不穏な空気が流れ始めたことに危機感を覚えた勇悟は、ソレイユの隣までいってそっと耳打ちする。

「ソ、ソレイユ様。あの、あんまりモトレブ様を追いつめるのは良くないかと……」

「そうですね、そろそろ本題を切り出しましょう」

　ソレイユは可愛らしく舌を出して笑うと、ゆっくりと歩いてモトレブの前に立つ。

「モトレブ様、少しわたくしのお話を聞いて下さいますか？」

「…………」

　モトレブはそれに応えず、睨みをきかせてくるが、それを了承と取ったソレイユは、静かな声で話し始める。

「わたくしも地区をまとめる代表として、モトレブ様のお気持ちのいくばくかは理解できるつもりです。特に、上手く回っている時に何かを変えるというのは、とても勇気がいることです」

「うむ……」

　その意見には同意なのか、モトレブが渋い顔のまま深く頷く。

「ですが現状に満足し、前に進むことを忘れては徐々に衰退し、いつか必ず滅びを迎えるのです。例えば……そうですね。もし、ノウマッドより美味しいお肉を大量に用意できて、しかも安価で販売できる方が現れたらどうしますか？」

「決まっておる。儂らは今以上に頑張って牛を育て、その新参者に負けない、より高品質の肉を用意するまでじゃ」

「……それでは遅いのです」

　ソレイユはゆっくりとかぶりを振って、モトレブの意見を否定する。

「より高品質のお肉を用意するのに、どれだけ時間がかかるかご存知ないモトレブ様ではないでしょう。そのお肉が完成するまで、これといった収入もなくどうやって生きていくおつもりですか？　そのための蓄えは十分にあるのですか？」

「残念じゃが、蓄えはない。だが、いざとなったら身を削ってでも若い者を守るつもりじゃ。孫のシャイルの笑顔を、皆の笑顔を守ることが儂の最大の責務じゃからな」

「爺さん……」

　モトレブの覚悟を聞いて、シャイルと集まったノウマッドの人々が思わず涙ぐむ。

　テント内が思わずしんみりとした雰囲気に包まれるが、その沈黙を破るようにソレイユが口を開く。

「……モトレブ様のお考えは大変崇すう高こうだと思いますが、守るだけでは駄目なのです。どれだけ上手くいっていても、いつか必ずそれを上回る何かが現れる。それは抗あらがいようのない自然の摂せつ理りなのです。そして、その時になって色々変えようとしても、もはや手遅れなのです。かく言うわたくしが治めるシャルール地区はその典型でした」

　そう言うと、ソレイユはかつてシャルール地区が消滅の危機に陥り、その状況をどうにかしようと奔走したが、全て徒労に終わった経緯を話す。

　すでに何度も話しているはずなのに、自分の父親が過労で倒れた話をする時には、ソレイユの目には涙が浮かぶ。












　だが、ソレイユはそれでも気丈な態度を崩すことなく話を進める。

「その頃になってようやく、一度傾いてしまった地区を立て直すためには、想像もつかないような劇薬が必要だと気付きました。しかし、そのような方法、簡単に見つかるはずがありません。そして何より、その時間がシャルール地区には残されていませんでした」

　極限まで追い詰められたソレイユたちは、藁わらにも縋すがる想いで召喚儀式という一いち縷るの望みに全てを賭けることにした。

　結果として召喚儀式は成功し、勇悟がこの世界にやって来ることになった。

「ですがあの時召喚に失敗していたら、シャルール地区は消滅し、今こうしてモトレブ様とお話しすることは叶かなわなかったでしょう」

　ソレイユは勇悟へと顔を向けると、深々と頭を下げる。

「スメラギ様、わたくしの願いを聞き入れて下さって、この世界に来て下さって本当にありがとうございます。これからもどうか、わたくしたちにお力添えをお願い致します」

「は、はい、もちろんです」

　赤面する勇悟に、ソレイユは微笑を浮かべると、再びモトレブに向き直る。

「あの経験を経て、わたくしは地区を守る代表として一番やらなければならないことは、歩みを止めないこと、新しいものを受け入れるのを恐れないことだと学びました。突然の大きな変化は歪みを生むかもしれませんが、少しの変化ならば修正は可能です。この度の物産展は、収穫祭で行われる二日間のみの限定出店ですし、接客を学ぶことは今後のノウマッドの発展に必ず役立つでしょう。ですから今一度、物産展の出店を、新しいものを受け入れるよう、考えていただけないでしょうか？」

　最後にソレイユは、腰を九○度折り曲げて「お願い致します」と言って下がる。

「…………」

　ソレイユの意見を聞き終えたモトレブは、目を閉じて黙考する。

　その様子を、勇悟たちだけでなく、ノウマッドの人々も固かた唾ずを飲んで見守った。

　暫しの間、静せい寂じやくが場を支配していたが、やがてゆっくりと目を開けたモトレブが、重々しくその口を開く。

「…………………………………………わかった。物産展の話、受けようではないか」

「ほ、本当ですか!?」

　思わず声が上ずる勇悟に、モトレブは鷹揚に頷く。

「確かに儂は、掟を守ることに固執していた節がある。儂は守ることに固執して、現状を良くしようとは思わなかった。ユーゴに指摘された売店での不手際などがその最たる例じゃな。だからまずは、物産展でそなたたちの商売の手際を学ばせてもらえないだろうか？」

「ええ、喜んで。必ずや、皆様の発展に貢献させていただきます」

　ソレイユは笑顔で頷くと、手を差し出してモトレブと固く握手を交わす。

　それを見て、テント内に集まった人々は喜びを爆発させるように声を上げる。

「へへっ、やったな、ユーゴ」

　歓喜の渦の中、シャイルは勇悟の肩を乱暴に引き寄せて喜びを伝える。

「結局俺は何もできなかったからな。この借りは物産展で返させてもらうぜ」

「はい、必ずや物産展を成功させましょうね」

「ああ、物産展でプリンとアイスクリームを売りまくって、必ずやノウマッドの発展に繋げてみせるぜ」

「そうですね。ノウマッドの発展……って、あっ!?」

　シャイルの言葉で、勇悟はここにいるほとんどの人々が物産展で、プリンとアイスクリームを売るものだと思っていることに気付く。

　本当は、将来シャルール地区に衣料品店を開業させるため、物産展ではノウマッドの衣料品を中心に販売したいのだが、今はとてもそれを言い出せる雰囲気ではない。

（まあ、おいおい説明して行けばいいか）

　せっかくのいい雰囲気に水を差すのも悪いと、一先ず勇悟は黙っておくことにした。

　何はともあれ、三週間後に開かれる収穫祭の場でノウマッドの人々は、シャルール地区の力を借りて物産展を開くこととなった。













　勇悟たちがモトレブと物産展についての交渉をしている頃、シャルール地区で青果店を営む白びやつ虎こ族ぞくの亜人種、シルドラは収しゆう穫かく祭さいの準備に追われていた。

　収穫祭では、カボタンと呼ばれる楕円形の巨大な野菜を使って豊ほう穣じようの神様を祀まつる家を作るのが習わしとなっており、それに合わせて大量のカボタンを仕入れていた。

　大きいものになると、一個一○キロ以上はあるだろうカボタンを、シルドラは次々と店頭に並べていく。

「まあ、こんなもんだろう」

　一仕事終えたシルドラが、自分の仕事ぶりに満足したように頷うなずく。

　山と盛られたカボタンの上には、窓と入り口が、まるで目と口のように見える可愛らしい家へと加工されたカボタンが乗っていた。

　これは、ディスプレイ用にシルドラがノミと包丁を使って作ったものだった。

　ナリはでかいシルドラだが、かつていくつもの内職をしていただけあって、その手先は非常に器用で、これぐらいの加工はお手のものだった。

　最後に値札を置いて、準備を終えたシルドラが客を迎えるために外へと出る。

　すると、

「あ、あの人は……」

　通りの向こうからシャルール地区を目指して歩いてくる一団の中に、メアリーの顔を見つけ、シルドラの顔が綻ほころぶ。

　こうしちゃいられないと、シルドラは白い顔を赤くさせてメアリーに駆け寄ると、緊張の面持ちで話しかける。

「メ、メメ、メアリーさん！　い、いらっしゃい」

「あっ、シルドラさんこんにちは。また、来ちゃいました」

「そ、そいつは、ああありがとうございます。それで、本日はやはり惣そう菜ざいを？」

「はい、今日はお客さんをたくさん連れてきました」

　そう言ってメアリーが後ろに控える仕事仲間を指差す。

　すると、その中の一人、長い髪を後ろで縛った軽薄そうな男がメアリーに声をかける。

「おい、いつまで待たせるつもりだよ。早く美味い物を売ってる店に連れていけよ」

「あっ、はい。すみません、サルト先輩」

「……ったく、お前って仕事以外じゃ本当にトロいよな」

「すみません、すみません。あっ、シルドラさん。それでは失礼しますね」

「あ、ああ……お気をつけて」

　メアリーは仕事仲間に合流すると、ペコペコと何度も頭を下げて謝罪する。

「あっ……」

　すると、シルドラの見ている前で、サルトと呼ばれた男性がメアリーの頭を叩き、肩を怒らせながら歩き出す。

　叩かれたメアリーは少しの間、頭を押さえて佇んでいたが、一瞬だけシルドラの方を見て笑顔で会釈をすると、仕事仲間の下へと走っていった。

　その様子をシルドラは固く拳を握りしめ、唇を嚙み締めて見送る。

　嚙み締めた唇の端から血がにじみ出ていたが、シルドラはそのことに気付くことはなかった。




　メアリーと一緒に来た仕事仲間は彼女と同じ年頃の若者たちで、シャルール地区が誇る惣菜を食べる度に過剰なリアクションを取り、精肉店のシスネや近くを通る人がその度に驚いていた。

　彼らからしてみれば、自分が見て感じたことを素直に表現しただけで、これぐらいの年齢の若者であれば、決して珍しい反応ではない。

　事実、当初は驚いていた人々も、彼らがグランマート王国ではなくノウマッドの関係者だとわかると、それ以上は彼らの喧けん々けん囂ごう々ごうに対して何の反応も示さなかった。

　しかし、シルドラだけはその様子を恨めしそうに睨にらんでいた。

　何故なら、彼らと一緒にいるメアリーが笑っているように見えなかったからだ。

　メアリーの笑顔は、あんな悲しそうなものではない。自分に向けてくれた笑顔は、眩しく、心に温かい火を灯してくれた。

　たった二回、少し会話した程度だったが、シルドラの中でメアリーという存在は、とても大きな割合を占めるようになっていた。

　その今にも溢あふれ出してしまいそうな衝動を抑えるように、シルドラは自分の胸を強く摑む。

　そうでもしなければ、今すぐにでも飛び出して、メアリーを仕事仲間たちから攫さらってしまいそうだった。




　だが、そんなシルドラを嘲あざ笑わらうような出来事が起こる。

　コロッケにケチャップをつければさらに美味しくなるという話を思い出したメアリーが、手荷物からケチャップの瓶を取り出して振る舞おうとした時にそれは起こった。

「よっと、あれ……キャッ!?」

　蓋を開ける時に力を入れ過ぎたせいか、開けた途端に中身が飛び出し、サルトの真っ白なワイシャツにケチャップがべったりと付いてしまったのだ。

　胸元についたケチャップを見て、サルトが顔を真っ赤にして怒りを露にする。

「ちょっ!?　おま……ふざけんなよ！」

「す、すみません。つい、手が滑って……」

　青くなったメアリーは、サルトの服についたケチャップを拭く物を探そうと手荷物を漁る。しかし、余程慌てていたのか、手に持っていたケチャップの瓶を思わず放り投げてしまった。

　ケチャップの瓶は綺麗な放物線を描き、汚れたワイシャツを見ていたサルトの頭に見事に命中する。

「あいたっ!?　うげ、なんだこれ目が……目がっ!?」

　頭からケチャップを被ってしまったサルトは、半狂乱になりながら目に入ったケチャップを必死に拭う。

　そんなサルトの醜しゆう態たいを見て、周りの仲間たちは笑い転げるだけで、誰も助けようとしてくれない。

「す、すみません。本当にごめんなさい！」

　ようやく拭く物を見つけたメアリーが、平謝りしながらサルトに手巾ハンカチを差し出す。

「サルト先輩、今、お拭きします」

「てめぇ……このっ、気安く触るんじゃねえよ！」

「キャッ!?」

　サルトはメアリーを突き飛ばして手巾を奪うと、体についたケチャップを拭く。

　しかし、手巾でいくら拭いても、ワイシャツについた赤いシミは消えることはない。

「あ、ああ……クソッ、もうシミになってやがる。せっかくの一張羅なのに……」

　サルトは自分の服についたケチャップを死んだ魚のような目で見つめていたが、

「…………これも全て、お前のせいだぞ！」

　サルトは倒れているメアリーに近付くと、彼女の髪を引っ張って無理矢理立たせる。

「いつもいつも俺の邪魔ばっかしやがって。本当にお前は疫やく病びよう神がみだな！」

「す、すみません。でも、わざとじゃないんです」

「ああん!?　んなことはどうでもいいんだよ。もう、お前のドジに付き合わされるのはこりごりなんだよ！」

　サルトはメアリーに頭突きをするように額をぶつけると、低い声で脅し付ける。

「俺はな……もう、お前と関わり合いたくないんだよ。だからよ、もう二度と工房には顔を出さないって約束しろよ！」

「えっ、あの……」

「親方には俺の方から言っておいてやるからよ。明日からもう来なくていいからな」

「そ、そんな、困ります！」

　突如として身勝手なことを言いはじめるサルトに、メアリーは縋すがるように懇願する。

「確かに私は、ドジでいつもミスばかりしていますが、私には服飾の仕事しかないんです。汚してしまった服はどうにかして弁償しますから。だからどうか……」

「うるさいっ！　ったく、くっつくんじゃねぇよ！」

　完全に頭に血がのぼっているサルトは、縋りついてくるメアリーを引き剝がそうと、力いっぱい突き飛ばす。

　だが、

「あっ……」

　メアリーを突き飛ばした先に木箱の山があるのに気付き、サルトは青ざめる。

　次の瞬間、メアリーは派手な音を立てて木箱の山を崩しながら奥へと消えて行く。

「…………」

　突然の事態に、先程まで騒いでいた職場の同僚たちは、口を開けたまま呆けたようにその場で凍り付いていた。

「ちょ、ちょっと、ちょっと何してんだい！」

　誰もメアリーを助けようとしないことに、見兼ねたシスネが店から飛び出してくる。

「いい年してガキみたいなことをしてるんじゃないよ。女の子に暴力振るうなんて……突き飛ばした先が空箱だったからよかったものの、中身が入っていたら大事だよ？」

「お、俺だって悪気があったわけじゃ……」

「はいはい、御託は良いから、とっととあの子を助けてやんな。そして……」

　諭さとすようなシスネの言葉は、最後まで紡がれなかった。

　何故なら、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　目の前を白い影が横切ったと思ったら、サルトの姿が一瞬にして目の前から掻き消えてしまったからだ。

「…………えっ？」

　突然の事態に、シスネは目を白黒させながら慌ててサルトが消えたと思われる方向に目を向ける。

　そこには、怒れる白の猛虎がいた。

「このっ、よくも……よくもメアリーさんを！」

　サルトの胸倉を摑み、地面に押し倒したシルドラが憤怒の表情で睨みつける。

「な、なななっ……」

　目の前の光景に、シスネは二の句が継げないでいた。

　いつもおどおどして、どこか頼りないシルドラが、憤怒の表情で他人に暴力を振るうという姿が信じられなかったのだ。

「お、おいっ、オッサン。何やってんだ！」

「このっ、サルトから離れろ！」

　職場の同僚たちが暴れるシルドラを押さえようとするが、

「うがあああああああああっ!!」

　白虎族であるシルドラの力に敵かなうはずもなく、取り付いた先から為す術もなく弾き飛ばされてしまう。

　邪魔者を排除したシルドラは、サルトの首に手をかけると力いっぱいに絞める。

「よくも………………絶対に許さない！」

「や、やめ…………………………し…………ぬ……」

　意識が急速に遠のいていく感覚にサルトは震え、恐怖で涙する。

　しかし、完全に頭に血がのぼっているシルドラは、サルトの顔面が蒼白になり、口角から泡を吹き始めても力を緩めることはなかった。

「クソッ！　このままじゃ、サルトさんが……」

　吹き飛ばされた一人の男性が、近くにあった腰の高さほどもある巨大な壺を手にすると、サルトの首を絞めているシルドラに後ろから近付く。

「このっ、いい加減にしろ!!」

　男性は壺を大きく振り被ると、シルドラの後頭部目掛けて思いっきり振り下ろす。

「ぐがっ!?」

　壺が砕けるほどの勢いで叩かれたシルドラは、呻うめき声ごえを上げたかと思うと、どうっ、とその場に倒れた。




　シルドラが意識を失ったお蔭で一命を取り留めたサルトは、大きくせき込みながら枯れた声で怒鳴り散らす。

「がはっ……げほっ、ごほっ……はぁ……クソッ！　何なんだこいつは。おいっ、こいつはこの地区の商人なのか!?」

　目を向けられたシスネは、戸惑いながら頷く。

「えっ、あ……ああ。せ、青果店の店主だけど……どうして」

「そんなのこっちが聞きたいくらいだ……ったく、どうして俺ばっかりこんな目に遭わなきゃいけないんだ。わかっているのか？　こいつは立派な犯罪行為だぞ!?」

「ええっ、は、犯罪って……」

「当たり前だろう。俺はノウマッドの職人だぞ。いいか？　こいつは外交問題としてきっちり取り上げてやるから覚悟しておけよ！」

「えっ……あ…………う……」

　外交問題。そう言われても、ただの精肉店の店主であるシスネは、何と答えていいかわからず、狼狽うろたえるばかりだった。

　こんな時に頼りたいと思う勇ゆう悟ごは、ソレイユとエリスと共にノウマッドへと交渉に出向いており、他に指示を出す人間は誰もいない。

　どうしたらいいかわからず、商人たちがその場でオロオロしていると、街の治安を守る衛兵のガチャガチャという足音が聞こえてきた。





　　　　　※






「ええっ、シルドラさんが逮捕された!?」

　ノウマッドとの交渉を終えてソレイユの屋敷へと戻って来た勇悟は、シルドラが暴行容疑で逮捕されたという耳を疑うような報告を聞かされた。

　報告にやって来たシスネも、目の前で起きた出来事が信じられないようで、視線を彷徨わせて震える声で話す。

「あ、あたいも、まさかあのシルドラがあんなことするなんて思ってなくて……あいつが大声を上げたのも、人に手を上げるのも見るのは初めてだし……」

「ええ、俺も同じ気持ちです……それで、お店の方は？」

「あっ!?」

　そう言われて、シスネはようやく店のことを思い出したようだった。

「ど、どど、どどどうしよう。火は消してきたけど、それ以外は……」

「大丈夫です」

　勇悟はシスネを安心させるように微笑むと、肩に手を置いてゆっくりと話す。

「シスネさんは、店に戻っていつも通り営業を行って下さい。シルドラさんの店は、営業は難しいでしょうから今日は閉店とします。閉店作業はこちらでやってもらう人を回しますので、売上金の回収だけしておいて下さい」

「あ、ああ……わかった」

　慌てて出て行こうとするシスネに、勇悟は「大丈夫ですから落ち着いて下さい」と声をかけて見送った。




　しかし、シスネの姿が見えなくなると、勇悟は動揺を抑えるように大きく溜息を吐く。

「はぁ……まさか、こんな事態になるなんて」

「スメラギ様、大丈夫ですか？」

「あ、はい、俺は大丈夫です。それより、一刻も早くノウマッドに行って、モトレブ様に謝罪してきます……もしかしたら物産展の話までなくなるかもしれませんから」

「わかりました。ですが、決して無理はなさらないで下さい。今回の件、スメラギ様が何か責任を感じる必要はありませんので」

「いえ、そういうわけにはいきません」

　勇悟は小さくかぶりを振ると、真しん摯しな表情で話す。

「どのような理由であれ、地区に所属する人間が不ふ祥しよう事じを起こした場合、その責任を取るのは上の人間です。俺みたいな立場の人間は、責任を取るためにいるようなものです」

「スメラギ様……」

「大丈夫です。物産展開催を中止にしないようにお願いに行くだけです。シルドラさんのことも謝ってきますが、そっちはそこまで心配しなくてもいいでしょう。どうやら怪我を負った人はいないそうですから」

「だと……いいのですが」

「俺の世界でもそういう事件はありますが、大体はそこまでの大事にはならないですから、シルドラさんもきっとすぐに戻ってきますよ」

　ソレイユを心配させないように、勇悟は殊こと更さら明るい声で告げると、エリスを伴って屋敷を後にした。




「何、心配せずとも、物産展の話を今さら取り消すなんてあり得んぞ」

　勇悟とエリスが謝罪に行くと、モトレブは特に怒った様子もなく、淡々と告げてきた。

「確かに、儂わしのところの若い連中と、そなたらの商人とでいざこざがあったようじゃが、それと物産展の話は別じゃ。だから安心して準備に励んでほしい」

「は、はい、ありがとうございます」

　勇悟は腰を九○度折り曲げると、精一杯の気持ちを込めて感謝の言葉を口にした。

　よかった。これで物産展はどうにか続けられる。そう思って心の中で小さく安あん堵どの溜息を吐くが、その後に続くモトレブの言葉は完全に予想外だった。

「後は、若い連中と問題を起こした白虎族の男だが……この件は、グランマート王国に対して正式に抗議して、厳罰に処してもらうよう頼んでおいた」

「えっ……」

　思わぬ一言に勇悟が顔を上げると、モトレブの黄色い瞳と目が合う。

　その目は全く笑っておらず、怒りさえ見える色に勇悟は思わず身を固くした。

「何を驚く必要がある。若い連中の話によると、白虎族の男は理由もなくいきなり襲いかかってきたそうじゃ。今回はたまたま大事に至らずに済んだが、大事な職人を傷つけられたことに変わりはない。本当なら腕の一本や二本ぐらい切り捨ててやりたいが、そこはグランマート国王の裁量に委ねることにした」

「あ、あの……」

　シルドラは、理由もなくそんなことするはずがない。そう反論しようとするが、

「なんじゃ、まだ何かあるのか？」

「い、いえ、何でも……ありません」

　モトレブの発する怒気に、勇悟は何も言い返すことができなかった。

　今回の出来事をよくある街のいざこざ程度にしか捉えていなかったが、ノウマッドの人々にとって自分たちの仲間が傷つけられたことが、こんなにも重く受け止められるとは考えてもいなかった。

　気が付けば、全身に脂汗をかいていた。

　自分の考えが完全に甘かったことを思い知らされた勇悟が固まっていると、傍に控えていたエリスが服の裾を引っ張って話しかけてくる。

「ユーゴ……これ以上、ここにいても我々のできることはない。一先ず帰ろう」

「えっ、あ、ああ……そうだな」

　勇悟は声をかけてきてくれたエリスに小さく「ありがとう」と囁ささやくと、モトレブに向けて再度頭を下げる。

「本日は、我が地区の商人のせいで多大なご迷惑をおかけしてしまい、大変申し訳ございませんでした。今後、このようなことが二度と起きないように、指導を徹底させていただきます」

「うむ、ユーゴもご苦労だったな。物産展の件、よろしく頼むぞ」

「は、はい。それはもう……」

　勇悟としては、そう告げるだけで精一杯だった。

　その後、勇悟たちは逃げるようにノウマッドのキャンプ地を後にした。




　このままではシルドラが厳罰に処されてしまう。そう思った勇悟は、シルドラを救う情報を集めるため、シルドラが勾留された兵士の詰所までやって来た。

　詰所の隣には、収穫祭のパレードで使われるであろう無数の造花で飾られた色鮮やかな山車があり、石で造られた武骨なイメージの詰所に花を添えていた。

　こんな時でなければ華やかな山車を暫しばらく見ていたいと思う勇悟だったが、思いを断ち切って入り口に立つ強面の兵士にシルドラとの面会を求める。すると、大分渋い顔をされたが、短い時間ならと面会を許可された。

　シルドラが勾留されているのは、グランマート王国にいくつかある詰所の一つ、その二階に造られた留置場だった。

　灯りらしい灯りはなく、天井付近にある小さな窓から僅わずかに陽の光が差し込むだけの留置場は、陽が落ちて夜になったら、完全な闇に包まれてしまいそうだった。

　思ったより劣悪な環境に、小さな洋灯を手にした勇悟は小さく身震いすると、薄暗い留置場内におそるおそる声をかける。

「…………シルドラさん？」

「その声は、ユーゴか？」

　すると、留置場の奥で何かが身じろぎする気配がした。

　勇悟が声のした方に目を向けると、いくつかある牢屋の一つの部屋に、鉄柵に摑まってこちらを見ているシルドラがいた。

　おそらく何度も後悔と自責の念に駆られ続けてきたのであろう。シルドラの顔は蒼白を通り越して真っ青になっており、僅か数時間で十は歳を取ったのではないかと見紛うほど憔しよう悴すいしきっていた。

　勇悟の顔を見たシルドラは、滂ぼう沱だの涙を流しながら謝罪する。

「ユーゴ……すまない。俺が馬鹿だった……本当に、申し訳な……い」

「シルドラさん、落ち着いて下さい。俺は、シルドラさんが理由もなく暴れるなんて思ってないです。ですから、何があったのか教えてもらえますか」

「ユーゴ……ありばどう……」

　勇悟の温かい言葉に、シルドラは嗚お咽えつを漏らしながら自分が暴れた理由を語り出した。




「そうですか。メアリーさんが、暴力を振るわれるのを見て……」

　シルドラから事の顚てん末まつを聞いた勇悟は、確信に満ちた表情で頷く。

「やっぱり、シルドラさんは理由なく暴力を振るう人ではなかったんですね」

「だけど、やり過ぎだったと思ってる。あそこで止めてもらえなかったら、俺はあの人を………………きっと取り返しのつかないことに……」

「そうですね。今回は大事に至らずに済みましたが、もう二度とこういうのはしないで下さい」

「すまない。本当に軽率だった」

　シルドラは再び頭を下げると、手で顔を覆って泣き始める。

　とりあえず相手方にも何かしらの非があったことがわかり、勇悟は小さく安堵の溜息を吐く。

　これなら情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はあるし、メアリーから証言を得られれば、モトレブも話を聞いてくれるかもしれない。

「…………シルドラさん」

　勇悟はシルドラと目線を合わせると、静かな声で話しかける。

「しばらく窮屈な思いをするかもしれませんが、待っていて下さい」

「ユーゴ？」

「シルドラさんは、シャルール地区に必要な人です。必ずここから出してみせますから、それまで待っていて下さい」

「あ、ああ……わかった。待ってる……グスッ、う、うおおおおおおおおおん!!」

　シルドラは頷くと、堤防が決壊したかのように大きな声で泣き始めた。





　　　　　※






　勇悟が兵士の詰所を訪れている頃、ソレイユはエリスを伴ってグランマート城へと来ていた。

　現在、今回の件についてどのような対応を取るかの代表会議が行われており、ソレイユはグランマート国王の執務室で裁定結果が下されるのを待っていた。

　城の上層部にある執務室は、グランマート国王が仕事するであろう机と、来客を迎える為の応接セットがある、想像していたよりこぢんまりとした部屋だった。

　応接セットの椅子に座ったソレイユは、固く唇を引き結び、深刻な表情で一点を見つめ続けていた。

　身じろぎ一つしないソレイユを見て、後ろに控えるエリスが、見兼ねたように話しかける。

「主よ、どうかお気を確かに」

「ですが、まさかここまでの大事になるなんて……」

「それは私も同じ意見です。ですが、国王様ならば、きっと我々の味方となってくれるはずです。それにこんな時、ユーゴであればきっとこう言うと思うのです。何があっても地区の仲間を助けてみせる、と」

「そうです……そうですよね」

　エリスの言葉に、ソレイユは何度も頷く。

「エリス、ありがとう。お蔭かげで少し落ち着きました」

「いえ、当然のことをしたまでです」

　エリスは深々と頭を下げると、一歩下がる。

　すると、丁度いいタイミングで、

「すまない、お待たせしてしまったね」

　執務室の入り口が開き、グランマート国王が姿を見せる。

　グランマート国王の姿を見て、ソレイユは慌てて立ち上がる。

「す、すみません。本日は我が地区が多大なるご迷惑を……」

「ああ、そういう堅苦しい挨あい拶さつはいいよ。それより、もっと実のある話をしよう」

　グランマート国王は手振りで席に着くように指示すると、ソレイユの対面に座る。

「それで、結論から言わせてもらうと、シルドラ君には禁固三年が言い渡されることになった」

「ええっ、そんな……」

「なんと!?」

　思った以上に重い処罰に、ソレイユは口を手で押さえ、エリスが目を見開く。

「そうだね。僕としてもこのような結論を出さなければならないのは、国民を守る王という立場としては、非常に心が痛むよ」

「ど、どうにかならないのでしょうか？　シルドラさんは、シャルール地区に絶対に必要な人なんです。そ、その……失礼を承知で申し上げますが、国王様の方からモトレブ様の方にどうにか懸け合ってもらえたりしないのでしょうか？」

「……残念だけど、それは無理な話なんだ」

　青ざめているソレイユに、沈痛な面持ちのグランマート国王がその理由を話す。

「本来ならこの程度のいざこざで、禁固三年なんて重い罪に問われることはないよ。ただね、今回は相手が悪かった」

　グランマート国王曰いわく、ノウマッドの職人は、この国に置き換えれば貴族と同等に扱われる存在なのだという。加えてノウマッドの長から厳重な処罰を望むという旨むねの抗議文が届いたこともあり、グランマート王国としてもこの件について何かしらの誠意を見せる必要が出てきてしまった。

　その中で禁固三年という罰は、考えうる限り最も軽い罰だという。

「残念ながら一国を治める者としては、国民一人の人生より、ノウマッドとの円えん滑かつな関係を望まなくてはならないんだ。そこだけは、理解してほしい」

「それは………………はい」

　自分が同じ立場でも、同じ決断をしただろうとソレイユは思う。

　話を理解してくれた様子のソレイユを見て、グランマート国王が優しく話しかける。

「……というわけなんだ。今回は僕の力が及ばず、辛い思いをさせてしまうことになって、本当に申し訳ない」

「そ、そんな、国王様が謝ることなんて一つもないです」

　謝罪の言葉を口にするグランマート国王に、ソレイユは思わず恐縮する。

　それに、グランマート国王からの協力を得られなかったことは残念だが、ソレイユの心はすでに決まっているのだ。

　ソレイユは大きく息を吐くと、グランマート国王を真っ直ぐに見据えて話す。

「……国王様、こちらこそ申し訳ございません」

「何だい？　藪やぶから棒に」

「はい、代表会議の結果に異議を唱えることになってしまいますが、明日からシャルール地区は、独断にて動かせていただきたく思います」

「……それは、どういう意味かな？」

　グランマート国王は眉間の皺しわを深くすると、声を低くする。

「もしかして代表会議の決定に反して、シルドラ君を救おうと考えているのかい？」

「そのつもりです」

　ソレイユはグランマート国王から目を逸そらさずに、はっきりとした口調で話す。

「この度の件、ノウマッドから来た要請を受けてのことと思いますから、グランマート王国としての対応は当然だと思います。ですが、ノウマッドの方から要請を取り下げてもらえればどうなるでしょう？」

「……つまり、今回の要請そのものを、なかったことにすると？」

「はい、シャルール地区の方でモトレブ様とお話しして、どうにかシルドラさんを許していただけるよう交渉してみます……それなりの見返りを求められるでしょうが、シルドラさんには、そこまでして助ける価値がありますから」

「そうか…………」

　ソレイユの意見を聞いたグランマート国王は、思わず微苦笑を浮かべる。

「やれやれ、若いっていうのは素晴らしいね……実を言うとね、たった今ソレイユ嬢が話した内容を、我々からのアドバイスとして、伝えようと思っていたんだ」

「えっ？」

「こちらとしても、互いの意見を聞かぬまま一方的に相手の話を鵜う呑のみにするのはどうかと思うしね。だから、君たちは思う存分抗あらがってくれて構わない……まあ、可能な限り穏便に解決してくれると助かる」

　その提案に、ソレイユは目を輝かせながら頷く。

「あ、ありがとうございます。国王様の期待に応えられるよう、地区全員で一丸となって頑張ります」

　ソレイユは立ち上がり、ドレスの裾を摑んで深く頭を下げて感謝の意を伝えると、軽やかな足取りで執務室から立ち去って行った。

「……やれやれ、こんな状況じゃミスコンに出てくれ、なんて頼めないね」

　ソレイユたちが立ち去った執務室で、グランマート国王は非常に残念そうに呟いた。




　その日の夜、シルドラの件について説明をするため、シャルール地区の商人全員がソレイユの屋敷へと呼び出された。

「皆さん、本日はお疲れさまでした」

　集まった商人たちの労をねぎらいながら、勇悟が口火を切る。

「もう知っていると思いますが、本日、地区内でトラブルがあり、シルドラさんが逮捕されるという事態が発生しました……ですが、これには、あのおとなしいシルドラさんが思わず暴れてしまうような理由があったからです」

　そう言うと、勇悟はシルドラが暴れた理由を……シルドラとメアリーの関係について簡潔に商人たちに説明した。

「へ～、あのシルドラがねえ……」

「好きな女のために立ち上がるなんて、男らしいところがあったんだね」

「まあ、その話が本当なら、思わず暴れるのも納得がいくか」

　シルドラがメアリーに恋をしているという話に、商人たちは一斉に沸き立つ。

　その意見の大半がシルドラに対して好意的なものだったのに、勇悟は心の中で小さく安堵し、本題を切り出す。

「それで、先程行われた代表会議で、シルドラさんが禁固三年の刑に処されることが決定したそうです」

「えっ、噓……ですよね？」

「だ、だって、別にそんな大きな事件には……なあ？」

「どうなっているんだ。これって何かの陰謀なのか？」

　思ったより重罪が課せられることを知り、商人たちの間に緊張が走る。

　騒ぎ始める商人たちを見て、勇悟が静かに口を開く。

「皆さん、下された裁定についてあれこれ言っても仕方がありません。それより今は、もっと大切な話をしませんか？」

「も、もっと大切な話？」

「そうです。どうやってシルドラさんを救うかについてです。俺はシャルール地区の青果店をお任せできるのは、シルドラさんをおいて他にないと思っています。皆さんはシルドラさんがいなくなってもいいのですか？」

「そ、そんなことないけど。で、でも、その……ソレイユ様、代表会議の結果に異を唱えるようなことをして大丈夫なのですか？」

　シスネが心配そうな顔でソレイユに質問すると、ソレイユは笑顔で頷く。

「はい、大丈夫です。国王様からも国の裁定に拘わらず、精一杯抗いなさいと背中を押していただきました。ですから、シスネさんも他の皆様も、シルドラさんを助けるためにご助力願えますか？」

「そ、それはもう……あたいたちはソレイユ様についていくだけです」

「もちろんです。むしろ部下である俺たちを助けるために国の意向に逆らおうなんて、流石さすがは俺たちの代表です」

「必ずやシルドラを助けて、例の彼女に想いを告げてもらいましょう」

　シスネだけでなく、他の商人たちも一斉にソレイユに賛同すると伝えてくる。

　商人たちの言葉に、ソレイユは嬉しそうに微笑を浮かべる。

「皆様、ありがとうございます。では今後、シャルール地区としては、シルドラさんを許していただくようにノウマッドの方と交渉を進めていくこととします……具体的には、スメラギ様、お願いできますか？」

　ソレイユからの要請に、勇悟は頷いて前へと出る。

「はい、それでは今後の方針を説明させていただきます。皆さんは今度の収穫祭でノウマッドの物産展が開催されるのはすでにご存知ですよね？」

　その質問に、商人たちは一様に頷く。

「結構です。予定では事前に接客指導を行い、当日は俺が代表で物産展を手伝うつもりでしたが、そこを変更して皆さんにも少し手伝ってもらおうと思います」

「そ、それは何のために？」

「はい、それはノウマッドの方たちに物産展でとびきり稼いでもらうためです」

　元々の計画では、物産展においてノウマッドは商売の経験を積み、シャルール地区は衣料品店を開くきっかけができれば、売り上げは赤字にならなければいい程度に設定していた。

　そこで、物産展での莫大な売り上げを達成することで、シルドラを許してもらう交渉材料にしたいと勇悟は説明する。

「ですが、収穫祭の間も地区は通常営業を行いますし、物産展の売り上げは全額交渉に使うつもりなので、どれだけ売り上げを立ててもシャルール地区には一銭も入りません。つまり、皆さんに単純に負担をかけてしまうことになるのですが……」

「まあ、あの馬鹿を助けるためだから仕方ないさね」

　苦渋の表情を見せる勇悟に、シスネが肩を竦すくめながら話す。

「多少苦しくはなるが、たった二日なんだ。あたいたちのことは気にせず、シルドラを救うことに全力を尽くしておくれよ。なあ、皆もそう思うだろう？」

　その言葉に、商人たちは笑顔で頷いてくれる。

　全員からの賛同を得られた勇悟は、深々と頭を下げる。

「皆さん、ありがとうございます。具体的なことは未定ですが、基本的には混雑時の販売補助を行ってもらうことになると思いますので、どうかよろしくお願いします」

　その後、シルドラがいない間、青果店の営業をどのように運営していくかなどを話し合い、最後にシルドラを必ず助け出そうと声を上げてその日は解散となった。





　　　　　※






　翌日、勇悟はエリスと共に、もう何度目かになるかわからないノウマッドのキャンプ地を訪れていた。

　入り口でモトレブに会いに来た旨を告げ、中へ入ると、

「ユーゴさん！」

　誰かに大きな声で呼び止められた。

　可愛らしいソプラノボイスに足を止めると、メアリーが走ってくるのが見えた。

　メアリーはそのままやって来るものと思われたが、

「へぶしっ！」

　突然、何もないところで派手に転んだ。

「あわわっ、眼鏡……眼鏡が」

　さらに転んだ拍子に眼鏡を落としたらしく、手探りで地面を捜し始める。

　しかし、いくら捜してもメアリーの眼鏡は見つからない。

　何故なら、メアリーの眼鏡は勇悟の頭にすっぽりと収まっていたからだ。

　どういう理屈でこうなったのかはわからないが、勇悟は頭の上に載った眼鏡を手に取ると、見当違いな場所を捜し続けているメアリーへと渡してやる。

「あ、あの……メアリーさん。眼鏡です」

「あっ、す、すみません、ありがとうございます」

　メアリーは眼鏡を受け取ってかけ直すと、改めて勇悟に話しかける。

「あ、あの、実はユーゴさんにお話があるのです」

「それはもしかして、シルドラさんの話ですか？」

「は、はい、そうです。どうか私にシルドラさんを救う協力をさせてください。私にできることならば、なんでもしますから！」

　その提案に、勇悟は嬉しそうに頷く。

「ええ、助かります。でしたら今からモトレブ様のところへ行きますので、そこで昨日の出来事について、証言してもらえますか？」

「はい、もちろんです」

　メアリーは表情を引き締めて頷くと、勇悟たちを先導するように歩きはじめた。




　シルドラの件で話しに来たと伝えると、会う必要はないと追い返されるかと思ったが、一日経って少し頭が冷えたのか、モトレブは勇悟たちを招き入れてくれた。

「……………………なるほどな」

　メアリーの話を聞き終えたモトレブは、自慢の髭ひげを撫なでながら話す。

「その男が暴れた裏に、よもやそのような理由があったとはな……その話を聞けば、その男に情状酌量の余地は、多少はあるやもしれんな」

「長、では……」

「だが、それだけで全てを許すわけにはいかん」

　メアリーが何かを言う前に、モトレブが機先を制すように告げる。

「今回の件、服飾工房の連中がかなり立腹しておってな。このまま件くだんの男を許してしまったら、連中が何をしでかすかわかったものではない。最悪、ノウマッド内に亀裂が生じる可能性がある。もし、奴を解放するならば、職人たちが納得するような理由、もしくは儂が長の権利を行使しても構わないような理由が必要となるだろう」

「その材料についてならば、こちらに考えがあります」

　モトレブの言葉に、勇悟が待っていましたと言わんばかりに手を挙げると、昨日の夜に話し合って決めた、シルドラの件を手打ちにしてもらう為の案を話す。

　それは収穫祭で開かれる物産展での売り上げ目標金額で、その金額は二日間で三○○万オール。今のシャルール地区全体の一日の売り上げ平均が七○万オール程度なので、お祭りとはいえ、グランマート王国と地域の人々しか集まらない収穫祭でこの売り上げ目標は、かなり無謀な数字と言えた。

「ふむ、その売り上げを達成するのがいかに大変なものかはわかった……だが、それだけで首を縦に振るわけにはいかん。物産展で必要なのは商売の経験であって、売り上げではないのじゃ」

「はい、存じております」

　モトレブのこの回答は、すでに織り込み済みだった。

　勇悟はモトレブに挑むような視線を向けると、探るように質問する。

「それよりモトレブ様、ノウマッド内で困ったことはありませんか？　具体的には、ノウマッドが誇る自慢の馬車の何台かに、ガタがきていたりしませんか？」

「……それも、シャイルの入れ知恵か何かか？」

「いえ、以前シャイルさんが話していたのを覚えていただけです。今回のお話は、物産展の売り上げを使って、ノウマッドの馬車を新調してみては如何いかがでしょうか？　というご提案です」

　この世界の馬車は、一台およそ数十万オール。貴族が乗る、意い匠しようを凝らしたり宝石をちりばめたりした馬車となると値段は跳ね上がるらしいが、ノウマッドの馬車はどれも機能性を重視したシンプルなものだった。

　故に、三○○万オールもの売り上げがあれば、諸経費を差し引いた金額でノウマッドの馬車の何台かを新しくできるのでは、と勇悟は踏んでいた。

「如何でしょう。ノウマッドの生活の基盤である馬車が、シャルール地区のお蔭で新調できるとなれば、シルドラさんを解放する材料としては十分ではないでしょうか？」

「ふむぅ、そうだな……」

　考え込むモトレブを、勇悟は祈るように見つめる。

　そもそもこの三○○万オールという値段も相当無理をして決めた数字で、達成できる可能性は決して高くはない。もし、これ以上の金額を要求されたら、その目標を達成できる自信はなかった。

　そんな勇悟の心の葛かつ藤とうをどう読み取ったのか、モトレブは大袈裟にかぶりを振る。

「……残念じゃが、儂らが誇る居住用の馬車は、一台新調するのに最低一○○○万オールはかかるぞ。件のガタがきている馬車は、正にその内の一台なのじゃよ」

「んなっ!?」

　驚きの値段を告げられ、勇悟は雷に打たれたような衝撃を受ける。

　一○○○万オールといえば、グランフェスティバル一位のクァンダル地区の売り上げよりもはるかに多い。当然ながら収穫祭の二日間で、それだけの売り上げを達成するのは絶対に不可能だ。

　その事実に勇悟が絶句していると、モトレブが笑いながら話しかけてくる。

「……まあ、三○○万オールもの金があれば、新調は無理でも補修作業を行うことは可能じゃからのう」

「はぁ……」

「わからぬか？　つまり、そなたの話を受けてやってもいいと言っているのだ」

「えっ、あっ!?　ほ、本当ですか!?」

「ただし、三○○万オールじゃぞ。その目標が達成できねば、その後は何を言われても口添えはせぬからな？」

「は、はい、必ずや期待に応えてみせます！」

　勇悟は腰を九○度に折り曲げ、声を大にして感謝の意を伝えると「失礼します」と言ってエリスと共にテントから立ち去った。




　双そう眸ぼうを細め、満足そうに何度も頷いて勇悟を見送ったモトレブは、一度大きく溜息を吐くと、まだテント内に残っているメアリーに話しかける。

「……ところでメアリーは、ユーゴの手助けをするつもりなのか？」

「はい、そのつもりですが何か問題でもありますでしょうか？」

　不思議そうな顔をするメアリーに、モトレブは渋面を作って話しかける。

「うむ、おそらく服飾工房の職人たちは、今回の物産展に非協力的な態度を取るじゃろう。ユーゴに協力するということは、その意向に逆らうことになる。ひいては、お主の立場が今以上に悪くなると思うがそれでもいいのか？」

　その言葉にメアリーは顔を上げると、モトレブに向かって微笑む。

「大丈夫です。私はシルドラさんを助けると決めましたから。それに、工房の方が協力して下さらないのなら、尚更、私はユーゴさんの手助けをしたいと、ノウマッドの服飾技術がいかに素晴らしいかをグランマート王国の方に伝えたいと思います」

「……そうか、そこまで言うのであれば、儂からは何も言うまい。存分にユーゴの力になってやると良い……それと、本当に困ったことがあれば遠慮なく儂を頼るがいい」

「はい。お心遣い、ありがとうございます」

　メアリーは膝ひざを曲げて会釈すると、先に行った勇悟にその旨を伝えるためにテントを後にした。




「そうか……その考えはなかったな」

　遅れてやって来たメアリーから、服飾工房の協力が得られないだろうという話を聞いた勇悟は、思わずその場で頭を抱えて蹲うずくまる。

「実を言うと、今回の物産展の売り上げの鍵は、ノウマッドの衣料品なんだよ」

「なっ、そうだったのか!?」

　物産展の全容を聞かされていなかったエリスが驚きの声を上げる。

「ただでさえ、三○○万オールもの売り上げが必要なのだぞ？　もし、本当に服飾工房から協力を得られなかった時、何か代わりになるような案は考えているのか？」

「そんなものあるわけないだろう。それに、あったとしても衣料品程の売り上げをカバーできる物となると、そんな簡単には見つからないよ」

「な、何だと!?　では、どうするつもりだ？」

「それはこれから考えるけど……っていうかエリスも少しは考えてよ！」

「なっ、わ、私がだと……むっ、むむぅ……」

「あ、あのっ！」

　今にも口論を始めそうな雰囲気に、メアリーが待ったをかける。

「確かに服飾工房からの協力は得られないと思いますが、私個人は、皆さんに協力したいと思っています」

「そなたが？　それでは……」

「はい、衣料品については、私が可能な限りご用意したいと思います」

「聞いたかユーゴ。これで、問題は解決したぞ」

「いや、そうでもないよ……」

　勇悟はかぶりを振ると、メアリーに質問する。

「確か、メアリーさんが作れる服って、男物の服、しかも一種類だけですよね？」

「は、はい、そうです……けど」

「残念ですが、服は男性用より、女性用の方が圧倒的に多く売れるのです。男性用が不要というわけではないのですが、売り上げを取るとなると女性用の存在が……」

　話している最中に、勇悟はあることを思い出す。

「そうだ、メアリーさん！」

「えっ、は、はい!?」

　突然大声で話しかけられ、思わず一歩身を引こうとするメアリーに、勇悟は素早く詰め寄ると、肩を摑んで近距離で話しかける。

「男性用の服じゃなくても、自分が考案した服だったら一から作れませんか？」

「えっ、それって……」

「はい、前に俺に見せてくれたあの絵の服です。あの服なら型紙から作れるんじゃないですか？」

「は、はい、それならできると思いますが……でも、シルドラさんの今後がかかっているのに、私が考えた服なんかで……」

「なんか、なんて言わないで下さい」

　肩を落とすメアリーに、勇悟が熱の籠こもった声で話す。

「前も言いましたが、メアリーさんが考えた服は、俺の世界では広く浸透して女性にも受け入れられています。確かにこの世界では受け入れられるかどうかは未知数ですが、そこは俺がどうにかしてみせます。ですから、メアリーさんが考えた服で勝負してみませんか？　シルドラさんを救うには、メアリーさんの力が必要なんです」

「…………ユーゴさん」

　勇悟からの熱い言葉に、メアリーは目に涙を浮かべる。

　力が必要。今まで必要とされてこなかったメアリーにとって、その言葉はとても重い意味を持つ言葉だった。

　メアリーは流れそうになった涙を拭うと、力強く頷く。

「…………わかりました。どうか私の考えた服でやらせてください」

「ええ、よろしくお願いします」

「で、でも、今からですと、また絵を描くところからやり直さないと……」

「それなら心配しなくても、前にいただいたのを俺が大切に保管してありますよ」

「ほ、本当ですか!?　でしたら、すぐにでも取り掛からせてください。早く型紙ができれば、それだけ多くの商品が作れますから」

　デザイン画が残っていると知り、メアリーは俄が然ぜんやる気を見せる。

　その後、逸はやる気持ちを必死に抑えるように急ぎ足でシャルール地区を目指したメアリーは、道中一度も転ぶことはなかった。




　いよいよ物産展開催へ向けて、勇悟たちは本格的に動きはじめた。

　勇悟はシャイルと共に各施設を周り、物産展の商品になりそうなものを見つけては、それを作っている工房を訪ね、商品として販売できないかと交渉していった。

　突然の提案に難色を示す職人も多かったが、シャイルと同じ世代の若者たちは、概おおむねシャイルの意見に賛成し、好意的に協力を申し出てくれた。

　こうして普段ノウマッドの人々が使っている革製の小物や特徴的な模様の食器、変わった形の刃物から子供用のおもちゃまで、ありとあらゆる物が集められた。

　しかし、モトレブの予想通り、服飾工房はいくら交渉に赴いても、物産展への協力を取り付けることはできなかった。




　しかも、問題はそれだけではなかった。

「えっ、材料が足りない？」

　一通りの試作品を作り終え、いよいよ本格的に服を作り始めるという段階になって、ソレイユの屋敷で書類作業をしていた勇悟は、メアリーから思わぬ相談を受けた。

　材料については、ノウマッド経由で市場から十分な量の買い付けを行っており、ノウマッドに納品後、順次シャルール地区に送ってもらう予定になっていた。

　そのことを確認すると、メアリーは困ったように眉を顰ひそめる。

「はい、そうなのですが……やはりその話はなかったことにして欲しいと、お金をつき返されてしまいました」

「えっ、ど、どうしてですか？」

「それが……どうやらサルト先輩たちが色々と根回しをしたようで……この取引を行えば、服飾工房の方で何かしらの制裁を行うと商人の方に脅しをかけたそうです」

「んなっ!?　物産展に協力してくれないだけじゃなく、俺たちの足まで引っ張るつもりなのか！」

「す、すみません。すみません。私が至らないばかりに……」

「あっ、いえ……メアリーさんに言ったわけじゃないんですよ」

　勇悟は泣きそうになっているメアリーをフォローしながら、別の方法を模索する。

　普通に考えれば、他の地区がやっているように市場に行って仕入れるべきなのかもしれない。だが、シャルール地区と懇意にしている生地商人がいないし、すでにサルトの方から何かしらの手が回っているだろうから、まともに取り合ってくれないだろう。

　それに、たとえ話を聞いてもらえたとしても、足元を見られ、かなり高額な請求がくる可能性は高い。それでは販売する服そのものの値段が跳ね上がってしまい、売り上げ目標を達成することは絶対に不可能だろう。

（だけど、他にこれといった当てがあるわけでもないし……何より時間がない）

　ここはソレイユに相談して、赤字分をシャルール地区で補塡してでも相場より高い値段で仕入れるべきだろうか。などと勇悟が模索していると、

「お邪魔するよ」

　部屋の入り口がノックされ、誰かが入って来た。

「あっ……」

　入って来た人物の顔を見た勇悟は、思わず顔が綻ぶのを自覚する。

　そこには眼鏡に無精髭、着流しが特徴の男性、クァンダル地区で新聞記者をしているマサムネ・レクレスと、魅力的な肢体を惜しげもなく周りに見せつける妙みよう齢れいの女性、同じく新聞記者のホタル・キューンがいた。

　勇悟は笑みを浮かべると、二人に訪問の理由を尋ねる。

「マサムネさん、それにホタルさんも、どうしたのですか？」

「いやなに、面白そうなことを企画してるって聞いて取材に来たよ」

「後、とびきり美味しいものができたと聞いたので、ご馳走になりに来ました～」

「ハハハ、相変わらずですね」

　自分の欲望に忠実なホタルを見て、勇悟は苦笑するしかなかった。

「それじゃあ、新商品を披ひ露ろうするついでにお茶にしましょうか」

　ちょうど行き詰まっていたところなので、二人の登場は正に渡りに船と言えた。

　それに、情報に聡いこの二人ならば、もしかしたら何か有効な案を提示してくれるかもしれないと勇悟は思った。




「んも～～～～、美味し～～～～～～!!」

　プリンを食べたホタルは、頰ほおが落ちないように両手で支えると、体をくねくねさせながら恍惚の表情になる。

「こんなに柔らかくて甘い食べ物、初めて食べたよ。これが卵とミルク、砂糖だけでできているなんて信じられない。しかもこの茶色のソース、カラメルだっけ？　このソースがビターな味わいで、プリンと合わさると、甘味に深い味わいが加わるの。何て言うの？　大人の味ってやつ？　しかも、それだけじゃなくて……」

　ホタルは続けてアイスクリームを食べると、喜びを全身で表すようにその場でくるくると回りだす。

「プリンが卵ならば、アイスクリームはミルクの味わいが深いんだよね。それでいて感じる甘味も、プリンの包み込むような甘さとは違い、突き抜けるような甘さで、これは子供や女の子には堪らない商品になるよ。そして何より、この二つがほとんど同じ材料で作られているなんて信じられない！　プリンはぷるんぷるんなのに、アイスはシャクシャクとした歯ごたえが冷たくて甘くて……もう、止まらないよ！」

　ホタルはプリンとアイスクリームを交互に食べては、体全体で美味しさを表現していた。

「ん……んんっ……ん」

　同じようにプリンとアイスクリーム初体験のメアリーも、この二品を相当気に入ったようで、何度も頷きながら幸せそうな笑顔で食べ続けていた。




「……すまないね、毎度、毎度」

　食べ続ける女性陣を見やりながら、プリンとアイスクリームを一つずつ堪能したマサムネが勇悟に話しかける。

「それで、服の材料の入手方法だっけ？」

「はい、何かいい方法はないでしょうか？」

「う～ん……ゴメン、色々考えたけど、ユーゴ君の期待に応えられそうにないよ」

「マサムネさんでも無理ですか？」

「残念ながら服飾関係は特殊でね。特にグランマート王国内では、アンブル地区の影響が大き過ぎて、他の地区も中々融通が利かないんだ。我がクァンダル地区も、衣料品はほとんど本国からの取り寄せで、この国では生産していないんだ」

「そうなんですか……」

　マサムネでも思いつかないとなると、勇悟ではもはやどうにもできないだろう。

　もはや服の販売は、赤字覚悟で行うしかないのか。そう諦めかけたその時、

「ねえ、だったらアンブル地区にお願いしてみるのはどうかな？」

　口の端についたアイスクリームをペロリと舐めながら、ホタルが話しかけてきた。

「材料が手に入らないなら、いっそのこと、アンブル地区に材料の確保から服の製作までお願いしたらいいんじゃないかな？」

「えっ、そんなのいいんですか？」

「いいも何も、他の地区に商品の確保をお願いしちゃダメなんて決まりはないんだから、バンバンやっちゃっていいと思うよ、うん」

「そ、そんな方法が……」

　全く思いつきもしなかった方法を提案され、勇悟は絶句してしまう。

　それはマサムネも同じだったようで、苦虫を嚙み潰したような顔で言う。

「ホタル……お前って時々凄い頭が回るよな」

「な、何ですかそれ。まさか先輩も、私が摂った栄養はおっぱいにばっかりいって、脳に一切いっていないと思ってる口ですか？」

「何だよそれ……誰もそんなこと言ってないだろ」

　せっかく褒ほめたのにこれだ。とマサムネは重々しく溜息を吐く。

「でも、ユーゴ君。悔しいがホタルの言うことは、唯ゆい一いつ無む二にの解決策かもしれないよ。ここは遠慮せずにアンブル地区に交渉に行くといい」

「はい、そうします。お二人ともありがとうございました」

　アドバイスをくれたマサムネとホタルにお礼を言って見送った勇悟は、シュナイダーとの交渉のため、ソレイユ、エリス、メアリーを連れてアンブル地区に行くことにした。





　　　　　※






　アンブル地区へやって来ると、最近あちこちで見かける収穫祭を祝う飾り、カボタンと呼ばれる野菜を使ったオブジェが多数飾られているのが目につく。だが、それ以上にシャルール地区とは比べものにならない量のミスコンのチラシが目についた。

　しかもよく見れば、アンブル地区の推すい薦せんで出場する女性がいるらしく、その女性を皆で応援しようと大々的に宣伝していた。

　アンブル地区のミスコンへの力の入れようを見て、勇悟は驚きを隠せないでいた。

「アンブル地区では、かなりミスコンに力を入れているみたいですね？」

　勇悟の疑問に、隣を歩くソレイユが答える。

「そうですね。収穫祭の準備はそれなりに忙しいですが、当日に何か独自の催もよおし物ものを開催しない限り、総じてやることはありませんからね。ですからスメラギ様からミスコンのお話が出た時、皆様あれだけやる気をみせたのです」

　収穫祭の特設会場でシャルール地区は、物産展という今までにない新しい催し物を開催するが、他の商業地区は例年通りの催し物をするという。

　アンブル地区は農家の人を対象とした作業着の販売、バリエンテ地区は農機具の販売、クァンダル地区は新鮮野菜を使った鉄板広場の出張版を、ノーヴル地区に至っては何も行わないようで、シャルール地区以外の収穫祭への力の入れようは、そこまでではないようだった。

　そんな中で、ミスコンという今までにない催し物が開かれるとなれば、やることがない各地区がそこに注力するのは、必然といえるかもしれなかった。

「でも、こうなるとシャルール地区としてミスコンにほとんど協力できないのが、申し訳ない気持ちになりますね」

「はい。ですが、今はミスコンに協力するより、シルドラさんを救うことが大切ですから仕方ないです」

「……そうですね。今は何を置いても物産展を成功させることだけを考えましょう」

　勇悟は背筋を伸ばして顎あごを引くと、紅葉を表したような色とりどりの布を使って収穫祭の飾りつけを行っているアンブル地区を早足で歩いた。




　アンブル地区の代表、シュナイダー・トロイはつい先日、ノウマッドでバリエンテ地区代表のレーヴェと画策して密約を結ぼうとしていた素振りなど微塵もみせず、実に堂々とした態度で勇悟たちを出迎えてくれた。

　様々な種類の布が収められた戸棚に、豪ごう奢しやなドレスを着せられたマネキンがずらりと並ぶ代表執務室に、勇悟は服飾関係に強いアンブル地区らしい部屋だと思った。

「それで、ぞろぞろ人を引き連れてわざわざ僕に会いに来た理由は？」

「はい、実はですね……」

　シュナイダーの問いに、神妙な顔の勇悟がここへ来た理由を説明する。

　今度の物産展で衣料品の販売を行いたいのだが、その材料が入手できないのでどうにか都合をつけてもらえないか。さらに、可能であるならば加工までお願いできないかと包み隠さず話した。

「勿もち論ろん、かかった費用とは別に謝礼は払わせていただきます。それと、こちらが商品の見本となります」

　勇悟がそう言うと、緊張した面持ちのメアリーが自作した試作品を差し出す。

「ふむ……」

　並べられた衣服を見たシュナイダーは、一つ一つ手に取って丹念に調べていく。

「これは……厚手に織られた亜あ麻ま、キャンバス生地だね。普段は馬車の幌ほろや帆船の帆などに使われる生地だが……なるほど。これで服を作るとかなり丈夫になるようだね。これは君が？」

「は、はひぃ、そ、そうです」

「それで、これらの服には、一体どういった意図があるのかね？」

「こ、これはですね……」

　シュナイダーから説明を求められたメアリーは、蛇に睨まれた蛙のように硬直した姿勢のまま自分の服について説明をはじめる。

「ノ、ノウマッドでは、服はおしゃれより丈夫さが問われるんです。そこで素材としてなめした革を使うことが多いのですが、私みたいな下っ端が工房の許可を取らずに服を作ろうとしても、なめした革なんて絶対に使わせていただけません。そこで、同じように丈夫で、馬車の幌などで使われるキャンバス生地で服を作ろうと思ったんです。これでも、ノウマッドが求める基準に達していると思ったんです」

「うむ、確かにね。これなら革製の衣類よりも安く販売できるから、収穫祭にやって来る農家の人たちに大いに喜ばれるだろうね」

「あ、ありがとうございます」

「ただね……」

　シュナイダーは眉を顰めると、一枚の衣服を広げてみせる。

「こちらの女性用だという服は、胸元に余裕がある以外はどう見ても男性用と同じだけど、これも何かしらの意図があるのかい？」

「そ、それは、私が女性用の服が作れないからで……」

「ふむ……まあ、それなら仕方ないとしても、こんなのが売れると思っているのかい？」

「えっ、あ、あの、それは……」

「はい、売れると思っています」

　答えに窮きゆうするメアリーに代わり、勇悟が即答する。

　その答えを聞いたシュナイダーは、唇の端を吊り上げ、試すように勇悟に質問する。

「では、その根拠を聞かせてもらえるかな？」

「はい、メアリーさんが考案したこれらの服は、俺の世界では非常に広く知れ渡っている服で、丈夫で長持ち、それでいて値段も安いとあって男女共に人気があります。また、女性用の服は、スカートでなくなることで動きに自由度が増し、男性と同じような場で活躍できるようにという製作者の願いが込められています」

「なるほど……ね」

　勇悟の説明を聞いたシュナイダーは、それぞれの服を見やりながら何度も頷く。

　シュナイダーの様子を見て、手応えを感じた勇悟はここぞとばかりに畳みかける。

「さらにこの服には、着ることによって変わることがもう一つあります」

「ほう……それは何かね？」

「はい、それは未だかつてない女性の魅力を引き出せるということです。女性は淑しゆく女じよであるのが理想だと思われていますが、この服は今までの常識とは違う、活発で健康的な姿という新たな魅力を見せてくれるのです」

　勇悟が自信をもってそう告げるが、シュナイダーの表情は優れない。

「う～ん、新しい魅力と言われても、いまいち想像つかないんだけど」

「わかりました。では……」

　勇悟は広げたサンプルを手に取ると、ソレイユとエリスに差し出す。

「ソレイユ様、エリス、申し訳ないけど、これらの服を着てシュナイダー様に見せてもらえないかな？」

「なっ、わ、私たちがか？」

「わかりました」

　逡しゆん巡じゆんするエリスとは対照的に、ソレイユはすぐさま頷いてみせる。

「それでアンブル地区から協力が得られるのであれば、お安い御用です。ほら、エリスも、それにメアリー様、着替えをしますから手伝ってもらえますか？」

「は、はっ、ご命令とあれば」

「わかりました。お手伝いします」

　ソレイユの言葉に、エリスとメアリーは揃そろって頷くと、サンプルを手に部屋から退出していった。




　数分後、メアリーの服に着替えてきたソレイユたちが勇悟たちの前に現れた。

　普段のフリルがたくさんついたドレスではなく、ジーンズにＴシャツという出で立ちに、ソレイユは恥ずかしそうにもじもじしながら勇悟に質問する。

「ス、スメラギ様、どうでしょうか、似合いますか？」

「ええ、もちろんです。いつもの姿も可愛らしくて素敵ですが、その服だと活発そうに見えて、また違った魅力に溢れてますよ。どうです、シュナイダー様。ソレイユ様たちの様子を見て、率直にどう思いますか？」

「うん、いいね。僕が想像していたより、ずっと女性らしい服に仕上がっているね。二人とも、とっても似合っているよ」

「ほ、本当ですか？　ありがとうございます」

　賞賛の言葉に、ソレイユは頰を染めて喜ぶ。

　シュナイダーから好感触を得られたと思った勇悟は、ソレイユたちに服の機能について質問する。

「ソレイユ様、エリス、肝心の着心地や動きやすさとかはどうですか？」

「あっ、はい。普段着ているドレスと比べると非常に軽いですし、触り心地も気になりません」

「ええ、体にしっかりと密着するから多少気になるかと思いましたが、着てみると全く気になりません。それに、動きを阻害するものが何もないので、思いっきり飛んだり跳ねたりできるでしょう。この服であれば、騎士としても十分やっていけます」












　そう言うと、エリスは足を高く掲げ、華麗なハイキックを見せたり、剣を持たずに型のいくつかを披露してみせたりする。

「ほほう、これは……」

　すると、エリスが動く様子を見ていたシュナイダーの目がキラリと光る。

「なるほど、ユーゴ君が言った女性の新たな魅力というものが理解できたよ」

「ほ、本当ですか？」

「ああ、活発で健康的な魅力とはよく言ったものだ……」

　そう言うと、シュナイダーは勇悟の耳元に口を寄せ小さな声で囁く。

「エリス嬢が動く度に揺れるあの胸、そして引き締まったお尻、どれもドレスに身を包んだ女性からは見えない姿だ。あの服は僕たち男性の目から見ても、大変魅力的だね」

「ええ、それはもう……しかも、あの服の魅力はそれだけじゃないんです」

「ほう……それは何かね？」

「はい、エリスを見てわかるように、あの服を着ると、普段着ている服より活発に動けるので活動の幅が増えます。ですから、高い木に登ったり、腰までつかるような水の中で活動したりと、今までにない女性の色んな姿を見ることができます」

「高い木に登ったり、水の中で活動したり……か」

　それだけで勇悟の言いたいことが理解できたのか、シュナイダーの目が怪しく光る。

「そんなところで頑張っている女性がいたら、腋やらへそやら他にも色んなところが見えそうで大変だ。これは男として、ぜひ近くで応援してあげたいものだね」

「ええ、全くです」

　同じ気持ちを共有できた勇悟とシュナイダーは、固く握手を交わす。

「あ、あの……どうかなさったのですか？」

　何やら密談をする男性二人に、ソレイユが不思議そうに声をかけてくる。

「えっ、あ、あの……これはですね？」

　ソレイユからの質問に、勇悟はあたふたと慌てるが、

「いや何、君たちが着ている服についてユーゴ君と話し合っていたところだ。活発に動く女性が僕たち男性の目から見て、いかに魅力的であるかということをね」

　狼ろう狽ばいする勇悟に代わり、シュナイダーが冷静に返答する。

「だよね、ユーゴ君？」

「えっ、あ、はい。そうです。こういうのは男性の意見も重要なんですよ」

「はあ、そうですか……」

　ソレイユはどこか釈然としない態度をみせながらも、勇悟たちを立てておとなしく引き下がった。




　その後、シュナイダーはソレイユとエリスが着ている服を近くで見たり、色々なポーズを取らせたりして服の機能性を確認した後、満足そうに頷く。

「ふむ、いいでしょう。この服なら、我が地区で材料の調達から製作まで受けようではないか」

「ほ、本当ですか!?」

　勇悟が歓喜の声を上げると、シュナイダーは鷹おう揚ように頷く。

「ええ、この服ならユーゴ君が言う通り、売れる可能性は十分あるでしょう。ただね、ノウマッドのお嬢さんには、商品が正しくできているかの確認のため、我が地区で加工の指導を行ってもらおうと思うけど、よろしいかな？」

「あっ、はい。大丈夫です！」

「うむ、それでは……後は報ほう酬しゆうの話だね」

「…………はい」

　報酬。その言葉が出た途端、勇悟たちは揃って身を固くする。

　シュナイダーは良識ある人物のようだから、よもやとんでもない額の請求をされるとは思わないが、それでもその口から発表があるまでは、どうしても緊張してしまう。

　そんな勇悟たちの様子を楽しんでいるのか、シュナイダーはたっぷりと時間を溜めてから報酬内容を口にする。

「報酬は、物産展が成功に終わり、これらの服がグランマート王国内で受け入れられるようなことがあれば、これらの服を販売する権利をいただきたい。代わりに、今回かかる一切の費用を無料にすると約束しよう」

「えっ……」

　思わぬ提案に、勇悟とソレイユは顔を見合わせる。

「勿論、諸君らが引き続き、これらの服を販売する分には何の問題もない。さらに、我が地区が懇意にしている生地商人の紹介もしよう。これで仕入れの問題はなくなるはずだ」

「えっ……と、ソレイユ様、この条件はどうなのですか？」

「は、はい……それはこちらとしては願ってもない好条件です。ですが、どうしてですか？　これでは、我が地区が余りにも有利過ぎます」

　ソレイユからの質問に、シュナイダーは微苦笑を浮かべて答える。

「う～ん、そうだね。僕がユーゴ君、君のファンだからだよ」

「俺の……ですか？」

「そう、君が来てからのシャルール地区の躍やく進しんは見事なものだ。誰もが疑わなかったシャルール地区の消滅を救った大逆転劇は、後世に語り継がれる物語になるだろうね」

「そ、それは……ありがとうございます」

　シュナイダーからの賞賛の言葉に、勇悟は照れながら礼を言う。

「だから実を言うとね。君たちから話が来た時、僕はやったって思ったんだ」

「やった……ですか？」

「そう、ユーゴ君が何かをすると、そこには何かしらの新しい波が生まれる。その波に我々も乗せてもらえれば、きっと我が地区にとって有益になるに違いないってね」

　今回、シュナイダーが破格の条件を出してくれたのは、それだけ勇悟に期待してくれている証というわけだった。

「というわけなんだが、納得してくれたかね？」

「それはもう……スメラギ様もいいですよね？」

「はい、異論ありません」

　それに、海千山千の商業地区の代表からそこまで評価されているのならば、勇悟としてはそれに応えないわけにはいかなかった。

　その後、ソレイユとシュナイダーの間で正式の契約書が交わされ、物産展の商品確保についての問題は解決した。




　しかし、物産展での売り上げ目標を達成するには、まだ材料が足りないと思った勇悟は、さらなる集客の材料となる物産展限定の新商品の開発に着手することにした。

　シャルール地区といえば惣菜。すでにプリンとアイスクリームという二つの新商品はあるが、この二つはデザートなので、食卓のメインを飾れるような何かが欲しかった。

「……というわけで、こんなものを作ってみました」

　その日の夕食の席で、勇悟は新たに開発した料理をソレイユたちに振る舞った。

　それを見たソレイユとエリスは、何とも言えない表情を浮かべた。

　皿の上には、とろみのついた白いソースのようなものが盛られており、ソレイユはそれをスプーンで掬すくいながら勇悟に質問する。

「これは……何ですか？　見たところソースのようですが……」

「そもそも一体、何を使えばこんな珍妙なものが作れるのだ？」

「ふふん、それはですね……」

　頭に疑問符を浮かべる二人に、勇悟は得意気な笑みを浮かべて答える。

「これはマヨネーズと呼ばれる俺の世界でとても人気のあるソースです。材料は卵と塩と酢、そして油です。これらの材料を、油を多めにして混ぜると、こんな風になるんです。白っぽくなるのは、乳化するとかそんな理由らしいですが、詳しくは知らないです」

「知らないって……食べても大丈夫なのか？」

「大丈夫だって。味見はしてあるし、野菜との相性は抜群だから試してみてよ」

「うう……ユーゴがそう言うなら……」

　エリスは覚悟を決めると、スティック状に切られたキャベロットを一本手に取り、マヨネーズと呼ばれるソースにつけて口に放り込む。

「──っ、美味い……」

　エリスは目を大きく見開くと、口に手を当てて捲し立てる。

「これが本当にたった四つの材料だけでできているのか？　油が多いと聞いていたが、そんなに気にならないし、酢のすっぱさもほとんど感じず、とってもまろやかだ！」

「味も不思議ですが、ケチャップより具材にしっかりと絡みつくのが面白いですね。これならお外で食べる時も、手や服が汚れる心配はなさそうですね」

　スプーンにすくったマヨネーズを逆さにしながら、笑顔を浮かべているソレイユを見て、勇悟は思わず苦笑する。

「本当は、もう少しゆるい感じにしたかったんですけどね。油の混ぜ方が難しくて、安定して同じ品質のマヨネーズを作るのは苦労しそうです」

「では、このマヨネーズは物産展では販売しないのですか？」

「う～ん……これでは爆発力が足りないと思うんです。マヨネーズも基本的にケチャップと似たような使い方ができますから、はじめてケチャップを発表した時のような驚きは、得られないと思います」

　それに、マヨネーズはソースなので、勇悟が目指す食卓のメインとはならない。

「……とりあえず、マヨネーズを使った何かを考えますので、もう少し時間を下さい」

「それは、構いませんが……余り根を詰め過ぎないで下さいね？」

「ええ、大丈夫です。もし本当に行き詰まったらソレイユ様に相談しますよ」

「約束ですよ？」

　ソレイユの言葉に、勇悟は「約束します」と笑みを浮かべると、キャベロットを一本摘まんでマヨネーズにつけて食べる。

　ちょっと固めだが、この世界の卵を使ったマヨネーズは、今まで食べたどのマヨネーズより濃厚で、病みつきになる味だった。





　　　　　※






　翌日から、勇悟は仕事の合間を縫ぬって新商品に役立ちそうな物はないかと、シャルール地区内だけでなく、他よ所その地区まで足を伸ばして探し回った。

　商店に並ぶ商品は、カボタンをはじめ、収穫祭用の飾り付けが中心だが、地区によってそれぞれ特色があった。特に普段からスケールが大きいバリエンテ地区は、他の地区より一回りも二回りも大きなカボタンを使った飾り付けを行っており、勇悟は自分の身長にも匹敵する大きさのカボタンを見て、一体どうやって収穫したのかと不思議でしょうがなかった。

　その後、収穫祭の特設会場まで足を運び、完成間近のミスコンの会場を見学した。

　そこでミスコンの打ち合わせをしていた者から、勇悟の案を採用したお蔭で充分な数の参加者が揃ったという報告を受けた。ただ、ミスコンの内容については、参加者たちの猛反対で水着審査の中止もあり、まだまだ物足りないので何か妙案が浮かんだら報告してほしいと言われたので、了承した旨を伝えた。

　視察自体は有意義なものになったが、マヨネーズを使って何か革新的な商品を思いつくようなことはなかった。




　物産展開催まで二週間を切り、グランマート王国全体が収穫祭を祝う飾りで、紅葉のように真っ赤に燃える朱色や稲穂のような黄金色に彩られ、徐々に祭りの気配が高まってきたが、勇悟はこれといった新商品の案を思いつけないでいた。

「駄目だ……何にも思いつかない」

「思いつかないというが……これも十分美味いぞ」

　落ち込む勇悟を励ますように、自分で作った試作品を食べたエリスが嬉しそうに目を細める。

　苦心の末に勇悟がエリスと作ったのは、コロッケを作る種にマヨネーズを混ぜて作る、ロクイモ版のポテトサラダだった。

「揚げる前のコロッケとマヨネーズを合わせただけで、全然違う料理に変わるのだな。しかし、この料理では駄目なのか？」

「ああ、俺が目指しているのは、食卓の主役となれるような料理なんだ。そういう意味では、これでは全然足りてない」

「そうなのか……中々、難しいのだな」

　そう言いながらも、ポテトサラダが気に入ったのか、エリスは皿に盛られたポテトサラダを次々と平らげていく。

　あっという間にポテトサラダを食べ終えたエリスは、ナプキンで口元を上品に拭うと、頭を抱えている勇悟に話しかける。

「そういえばユーゴ、これから少し出かけないか？」

「えっ、でも、もう時間もないし……」

「そうは言うが、もう何日も何もできてないではないか。それに、主からユーゴが根を詰め過ぎないように見ておくように、と言われているからな。ユーゴが気分転換できるように手を打っておいた」

「そ、それはありがたいけど、そういうのは隠しておくものじゃないの？」

「気にするな。きっとユーゴも喜ぶはずだから行くぞ」

　そう言うと、エリスは半ば連れ去るように勇悟を引っ張りだした。




　エリスに連れ出された場所は、すっかり通いなれたノウマッドのキャンプ地だった。

　ただ、いつもは静かなキャンプ地が、今日は何やら大勢の人が談笑するちょっとしたパーティ会場のようになっていた。

「な、何が行われているんだ？」

　思ったより大勢の人々が集合していることに、勇悟は戸惑いの表情を見せる。

「よう、ユーゴ。待っていたぞ」

　すると笑顔のシャイルが現れ、ジョッキに入った卵ミルクを手渡しながら話す。

「今日は、月に一度の宴の日なんだ。この日はノウマッドに住む全ての人が集まり、家畜を食べて騒ぐ。本当は部外者の参加はお断りしているのだが、ユーゴはもはや俺たちの家族も同然だからな。今日は思う存分、食べて飲んで楽しんでくれ」

「あっ、はい。ありがとうございます」

「おっと、お礼ならあの姉ちゃんに言いな」

　そう言いながら、シャイルはエリスを顎で示す。

「物産展のためにユーゴが頑張ってるから手助けしてくれって、頭を下げてきたんだぜ」

「エリスが？」

「ああ、あの姉ちゃん、騎士ってことは貴族様だろう？　なのに、ああやって人のために頭を下げるなんて、ユーゴはよっぽどあの姉ちゃんに信頼されているんだな」

　すると、勇悟とシャイルの視線に気付いたエリスが、照れを隠すように、手にしたジョッキの中身を呷あおるようにして飲んでいた。

（エリス、ありがとう）

　勇悟はエリスの気遣いに感謝すると、とっておきのご馳走を紹介してくれるというシャイルに従って、キャンプ地の奥へと歩いていった。




　シャイルが案内してくれたのは、初めて卵ミルクを飲んだ食堂を兼ねたテントだった。

　しかし、そこには前に訪れた時になかった物、石を組んで造られた身の丈ほどもある石いし窯がまがあった。

「さあ、とっておきの肉をご馳走してやるぞ」

　勇悟を石窯近くのテーブル席に座らせたシャイルは、赤々と燃えている石窯の中を覗き込み、手を伸ばして中から鉄の串を取り出す。

　串の先には、人の頭に匹ひつ敵てきするほどの巨大な肉の塊が刺さっており、程よく焼きあがった肉からは、ジュウジュウと食欲がそそられる音が鳴り響いていた。

　見ているだけで涎よだれが溢れてくるような肉を見せられ、勇悟は思わず口元を拭う。

　そんな勇悟を尻目に、シャイルはテーブルに置かれた皿の上に串の先端を突き刺すように置くと、鉈なたのような巨大なナイフで肉の塊を薄くスライスしていく。

　まるで、南米でよく食べられているシュラスコみたいだなと思っていると、シャイルが得意げな表情で皿を差し出してくる。

「味付けは塩のみのシンプルな調理だが、味の保証はするぜ。さあ、食ってみてくれ」

「あっ、はい。いただきます」

　勇悟は手を合わせて挨拶すると、薄くスライスされた肉を一枚取ってみる。

　肉は、表面こそしっかりと焼けているが、中はまだレアで、見ていると中から血のように赤い肉汁が溢れ出てくる。

　このまま見ていたら旨味が全部抜け落ちてしまうと思った勇悟は、大きな口を開けて、肉を一気に頰張る。

「──っ!?」

　肉を食べた勇悟は、思いっきり目を見開くと、

「う、うう……うまああああああああああああああああああいいぃぃ!!」

　余りの美味さに、思わず人目も憚はばからず叫んでしまった。

　周りにいた人たちが驚いて一斉に視線を向けてくるが、勇悟は全く気にせず一心不乱に肉にかぶり付く。

「はぐっ……ふぐぅ……はふはふっ……」

　下手に味の感想を伝えようとしたり、周りの目を気にして作法を守ろうとしたりするよりも、一刻でも早くこの肉の味を堪能したいと本能が強く訴えかけてくる。そんな麻薬にも似た魅力がこの肉にはあった。

「ハハハッ、喜んでいただけたなら何よりだ」

　勇悟が獣の如く肉に齧かじり付く中、一通り肉を切り終えたシャイルは、肉の刺さっていた串に今度は巨大なチーズを突き刺すと、石窯の中で少しだけ熱してから皿の上に盛る。

「肉だけじゃなく、石窯を使うと他の素材も最高だぜ」

　そう言って置かれたチーズは、表面がグツグツと沸ふつ騰とうしてまるで溶岩のようだった。

「こいつを絡めて食うと、肉の美味さがさらに増すぜ」

「そ、そいつは……ジュルッ」

　想像しただけで、口の中が涎でいっぱいになった。

　勇悟は新たに肉をフォークに突き刺すと、グツグツと煮えているチーズを絡める。

　チーズが絡まってキラキラと光る肉は見るからに熱そうだが、勇悟は早く味わいたい衝動に勝てず、黄金に輝く肉を一気に頰張る。

「あっ……つ……はふぅ……はふはふぅ……」

　予想通りの熱さに悪戦苦闘しながら、勇悟は肉を咀そ嚼しやくしていく。

　先程食べた肉にチーズを絡めただけなのに、それぞれの美味さが上手く相まって、何倍もの相乗効果を生み出していた。

　涙ながらに肉を飲み込んだ勇悟は、涙を拭きながらシャイルに笑いかける。

「めちゃくちゃ美味しいです。やっぱりノウマッドのご飯はどれも美味しいですね」

「まあな。特にこの石窯を使った飯は最高だぜ。特定の場所に留まらない俺たちにとっては使い勝手の悪いものだが、あの味を知ったら大変でもやるしかないよな」

「そうですね………………」

　チーズを絡めた肉を再び食べながら、勇悟は石窯を見やる。

「そうだ。石窯だよ……シャイルさん！」

「うわっ、びっくりしたな……な、何だ？」

　突如として大きな声を出す勇悟に、シャイルは眉を顰める。

「も、もしかして何か思いついたのか？」

「はい、とびっきりの料理を思いつきました。それで、お願いがあるのですが……」

　勇悟はそう言うと、シャイルに自分の考えた案ができるかどうかを確認する。

　それを聞いたシャイルは親指を立てると、歯を見せて笑う。

「ああ、任せろ。それなら物産展までに用意できるぜ」

「本当ですか。ありがとうございます」

　これでようやく物産展での勝算が見えてきた。

　勇悟はシャイルにお礼を言うと、用事ができたと、貪るように肉を食べていたエリスを回収してノウマッドのキャンプ地を後にした。





　　　　　※






　──一週間後、すっかり形ができありミスコンの予行演習が行われている舞台の周りには、ちらほらと他の地区の出店が姿を見せ、収穫祭の特設会場らしくなってきた物産展の会場に、シャイルの威勢のいい掛け声が響き渡る。

「よ～し、完成だ。これで問題なく使えるはずだ」

　その言葉に、集まった人たちの間から歓声が上がる。

　シャイルの後ろには、ノウマッドのキャンプ地にあったものより大きな石窯が、何と三つもあった。

「シャイルさん、ありがとうございます」

「おう、ユーゴ。見てくれ、立派なものだろう？」

　勇悟から石窯の製作の依頼を受けたシャイルは、一週間という期間をかけて、仲間たちとキャンプ地にも負けない見事な石窯を作ってくれたのだった。

「流石さすがに三つも同時に作るのは骨が折れたが、火入れ、煤すす切きれも終わったからどれも問題なく使えるぜ」

「本当にありがとうございます。では、早速使ってみていいですか？」

　そう言うと、勇悟はこの一週間、新商品の開発のために屋敷に勤めるメイドから教わったパン種の山を取り出す。

「俺もこの一週間、遊んでいたわけではないことを証明してみせますよ」

「おうっ、使え使え。何なら三つに分けて焼こうぜ」

　シャイルは石窯の蓋を開けると、勇悟からパン種を受け取ってどんどん中へ入れていった。

　二十分もすれば、辺り一帯に香ばしい匂いが充満し、若者たちの胃袋を刺激する。

「なあ、ユーゴ。そろそろいいんじゃないか？」

「そうですね。ですが、ちょっと待って下さい」

　勇悟はもう我慢できないといった様子のシャイルたちをどうにか押し止めると、バスケットを取り出す。

　中には、ケチャップの瓶とコロッケ、そしてヘタスの葉が入っていた。

「焼き上がったパンに、これらのものを挟んで食べて下さい。きっと、世界が変わりますよ？」

　笑顔でそう言うと、勇悟は石窯作りをしてくれた人たち全員に特製のコロッケバーガーを振る舞った。

　コロッケバーガーを食べたシャイルたちは、驚き、勇悟がさらにこれに勝るとも劣らない新商品の開発を画策していると知って、沸き立った。




　その後、新商品は無事に完成し、メアリーデザインの服も、物産展の二日前にはアンブル地区の方から全ての作業が終わったという報告と共に納品された。

「これで物産展の全ての準備は整いましたね」

　収穫祭の前日、納品された大量の商品のチェックを行いながら、勇悟がソレイユに話しかける。

「一時はどうなることかと思いましたが、滞りなく準備が終わってよかったです」

「はい、今回は妨害が少しで済みましたからね」

「ハハッ、そうですね」

　その言葉に、勇悟は思わず苦笑してしまう。

「でも、予断を許さない状況なのは、前回と同じです」

「そう……ですね。売り上げ目標、無事に達成できますでしょうか？」

「できますよ。できなきゃ駄目なんです」

　弱気な発言をするソレイユに、窘たしなめるように勇悟が話しかける。

「明日からの二日間で、シルドラさんの命運が決まるんです。これは、シャルール地区の命運が係っていると言っても過言ではないです。シルドラさんは、シャルール地区に絶対に必要な人ですから」

「そうでした。今回も我が地区は、絶体絶命の危機なんですね」

　ソレイユは目をギュッと瞑つぶって自分の両頰を叩くと、「よしっ」と気合いを入れ直す。

「スメラギ様、明日からの二日間、物産展の営業をどうかよろしくお願い致します。地区の運営の方はこちらで滞りなく進めておきますので、思う存分、物産展に注力して下さい」

「ええ、任せて下さい。必ずや期待に応えて見せますよ」

　勇悟は満面の笑みを浮かべて頷くと、自信のほどを見せつけるように、自分の胸を力強く叩いた。













　空は高く澄み渡り、いわし雲を思わせる小さな雲がいくつも浮かぶ。ついこの前までは小粒だった実もたわわに実り、すっかり実りの秋到来といった気色の中、一足早く収しゆう穫かく祭さいの会場にやって来た勇ゆう悟ごは、少し肌寒くなった空気を思いっきり吸い込んでまだ眠い体に喝を入れた。

　収穫祭はグランマート王国全体で行われる祭りではあるが、メインとなる特設会場は、このシャルール地区の城壁から外に出た広大な平原となっていた。

　特設会場には、ノーヴル地区を除いた四つの地区からの出店があり、収穫祭が開かれている間、目ぼしいものはここに来れば全て買えるようになっていた。

「…………さて、と」

　周囲を見渡していた勇悟は大きく伸びを一つすると、物産展の売り場に行く前に、自分が担当したミスコンの会場を見て回る。

　そこには、グランマート王国に所属する大工たちが総力をもって築き上げた三十人以上の人間が乗ってもまだまだ余裕のあるステージと、出場者がアピールするための広くて長い花道がある見事な舞台があった。

　ミスコンの開催は二日目で、今日はここで農家の人たちが丹たん精せい込こめて作った野菜の品評会と大食い大会が開かれるという。

　野菜の品評会の会場としては少し広過ぎるかもしれないが、この世界の品評会がどのようなものなのかは、少しは興味があった。

　ステージを一通り見て回り、これといった問題がないのを確認した勇悟は、今度こそ物産展の会場へと向かった。




「あれ？」

　勇悟が物産展の会場へと辿り着くと、そこにはすでに二つの人影があった。

「シャイルさん、それにメアリーさんも」

「おう、ユーゴ。随分と早いな」

「ユーゴさん、おはようございます。晴れてよかったですね」

　勇悟の姿を認めた二人は、それぞれ挨あい拶さつをしてくる。

「お、おはようございます。二人とも、随分と早いですね」

「おいおい、俺はこれでも遅いくらいだぜ」

　シャイルは石いし窯がまを軽く叩きながら早く来た理由を話す。

「石窯は使う前に、火入れと煤すす切きれの二つの工程が必要だって知ってるだろ？　温めるにも適温にするにも時間がかかるから、使う二～三時間前には準備を始めなきゃいけないんだよ」

「そ、そうでした。その時間の計算を忘れてました」

　屋敷で手伝いをしていた時も、メイドが同じ手順を踏んでいたのを勇悟は思い出す。

「それで、メアリーさんは？」

「あっ、はい、私は追加の服を作ったので、それを一刻も早く並べたいと思って……でも、全ての商品が揃わないと、並べられなかったですね」

「え？　これ全て追加で作ったのですか？」

「あっ、はい。アンブル地区の方が材料を分けて下さったので……」

　照れながら話すメアリーの後ろには、メアリーデザインの服が山と積まれていた。

　服の納品が二日前に終わり、それからこれだけの服を一人で作ったとなると、メアリーの服飾技術は相当なものだと窺えた。

　これだけの技術を持っているのならば、ノウマッドの服飾工房でも重宝されるのではないだろうか。

　勇悟が思ったことを素直に告げると、メアリーは顔を真っ赤にして否定する。

「そ、そんなことないです。私なんてまだまだです。それに、私はこれ以外には、何の取り得もないんです。そのせいでいつも誰かに迷惑をかけて……シルドラさんまで」

「メアリーさん……」

「あ～、やめやめ。そういう辛気臭い話はなし！」

　暗くなりかけた雰囲気を壊すように、シャイルが殊こと更さら大きな声を上げる。

「今日は大事な物産展の本番なんだ。そういう辛気臭い話はなしにしようぜ。接客で何よりも大事なのは、笑顔、なんだろ？」

　シャイルは口角を指で上げて、笑顔を作ってみせる。

　その顔が面白くて、勇悟たちは思わず吹き出す。

「そうですね、辛気臭いのは止めましょう。メアリーさんもいいですね。今日だけはどれだけしくじっても、笑顔で乗り切って下さい。これもシルドラさんを助けるためです」

「あっ、はい……が、頑張ります」

　シルドラの名前が出たからなのか、メアリーは狼狽うろたえながらもしっかりと頷うなずく。

　その後、ノウマッドの若者とシャルール地区からの手伝いの商人が現れ、用意した商品を並べ、最後に接客の基本を確認していよいよ物産展本番を迎えることとなった。




　グランマート王国のあちこちから鐘の音が響き渡り、いよいよ収穫祭が開幕した。

　それと同時に各店の営業が開始され、国内のあちこちで収穫祭を祝う音楽が奏でられる。同時に客たちが姿を現すが、グランフェスティバルのような一刻を争うような雰囲気はなく、お祭りを純粋に味わおうという和気藹々とした雰囲気に包まれていた。

　収穫祭一日目の予定は、野菜の品評会、大食い大会の他には、豪華に飾られた山車を先頭に、グランマート国内全体を歩くパレード、夜には歌劇の公演などがあるという。

　ほとんどのイベントが午後、もしくは夜に開かれるせいか、開始間もなくの時間は客の姿もまばらだった。

　しかし、一オールでも多く稼がなければならない勇悟たちにとっては、客入りの多た寡かは関係なかった。

「さあ、いらっしゃいませ。こちらはノウマッドの物産展となっております。普段買えない商品の数々がありますので、どうぞご覧下さい！」

　勇悟が大声で客の呼び込みを行うと、近くを通った人たちが足を止め、売り場へとやって来る。

「へえ、どれどれ……」

　客たちは興きよう味み津しん々しんといった様子で、革の小物や、櫛やバックルといった木工細工の製品を手に取り、そのうちの何人かは実際に購入してくれた。

「ねえ、ところで肉は売っていないの？」

「そうそう、ノウマッドといえば肉や卵なんかだけど、今日は売ってないのかしら？」

　すると、商品を買ってくれた客から畜産物はないかという質問が出る。

　その質問に、勇悟は申し訳なさそうに頭を下げて説明する。

「すみません、残念ながらお肉や卵といった畜産物の販売は行っていないのですよ。ノウマッドの畜産物は、やっぱり特別ですから」

「ああ、そうなんだ……まあ、仕方ないよね」

　客たちもノウマッドの実情をある程度知っているのか、畜産物がなくてもそれほど落胆した表情を見せない。

　そんな客たちに、勇悟は目を覚まさせるように大声で話しかける。

「ですが、皆さん。お忘れじゃないですか？　シャルール地区といえば、何が有名なのかを……お客様は勿もち論ろん、ご存知ですよね？」

「シャルール地区といえば、惣そう菜ざいよね」

「えっ？　ということは、まさか……」

「はい、そのまさかです。ノウマッドの畜産物は無理でも、シャルール地区が監修している以上、それに代わる新商品をご用意しております！」

　そう言うと、勇悟は客たちを石窯がある方向へ誘導する。

　そこではシスネを中心に、ノウマッドの女性とソレイユの屋敷に勤めるメイドたちが忙しそうに作業していた。

　勇悟は石窯の前で奮ふん闘とうしているシスネに声をかける。

「シスネさん、例のアレはできましたか？」

「あいよ。第一陣が間もなく焼きあがるよ」

　シスネは威勢のいい声で答えると、長い鉄の棒を使って石窯の中から人の頭よりも大きな何かを取り出す。

「あいよ、ピザお待ち」

「「「ピザ？」」」

　聞きなれない単語に、客たちが一様に首を傾かしげる。

　そんな客たちに、勇悟がピザについて説明をする。

「これは薄く伸ばした生地にケチャップと野菜、チーズを乗せて焼いた料理です。チーズの香ばしさ、新鮮野菜とケチャップの相性が抜群の大変美味しい料理です」

　そう言って生地の上でチーズがグツグツと煮えたぎる様子を客たちに見せると、どこからか「ゴクッ」と喉を鳴らす音が聞こえる。

　焦げたチーズの匂いにあんぐりと口を開けている客たちを横目に、勇悟はパン用のギザギザしたナイフを使って丸いピザに刃を入れる。

　サクッという小気味のいい音を響かせて一枚のピザを八等分した勇悟は、よく通る声で値段を告げる。

「さあ、シャルール地区が誇る惣菜の新商品、ピザは一枚四○○オールですよ。今日と明日、この物産展だけの特別先行販売ですよ！」

「よ、よし、それじゃあ、一つ貰おうかな」

　値段を発表すると、すぐさま買ってくれる客が現れる。

「さっきからその匂いが堪らんのだ。早く売ってくれ」

「はい、ありがとうございます」

　料金を払い、勇悟からピザを受け取った中年の男性は、ピザを豪快に手で摑むと、扇おうぎ状じようの幅が狭い方から一気に齧かじり付つく。

「ん、んん～っ！」

　ピザを口から離すと、上に乗ったチーズが糸のように伸びて、男性は慌てたように手を伸ばして支える。チーズの熱さに思わずピザそのものを取り落としそうになるが、どうにか堪えた男性は、興奮したように捲し立てる。

「う、美味い！　この焦げたチーズの塩気と、ケチャップの酸味との相性が堪らないぜ。この生地もただのパンかと思ったら、パンと比べてパリパリサクサクで、これが全体を上手くまとめ、さらなる旨味を引き立たせているんだ。それにこの野菜、ただの葉っぱに見えるが、チーズにも負けない深い味わい……バジリーフか」

「正解です。今朝採れたばっかりの新鮮なバジリーフです。採れたてですから味も香りも、通常のバジリーフとは比べ物になりませんよ」

「うむ、美味い。こいつは単純に見えて、味のバランスが絶妙に取られた最高の新商品だ。こんな美味しいものを用意するとは、流石さすがは異世界人様だ」

「ありがとうございます……ですが、ピザはこれ一種類だけではないですよ」

「えっ、ま、まさか……」

「はい、そのまさかです」

　勇悟がニヤリと笑うと同時に、

「はいよ、マヨネーズピザも焼けたよ」

　シスネが先程とは違うピザの焼き上がりを告げてくる。

　今度はベーコンというアクセントがあるが、全体の色取りとしては、生地もソースも上に載っている野菜もほとんど同じような色のピザだった。

「こちらは新ソース、マヨネーズを使ったピザで、具材はロクイモとベーコンを使っています。こちらも同じ四○○オールですが、どなたか試してみませんか」

「あ、あたし、あたしに試させて～」

　勇悟の声に、今度は女性の客が果敢にも手を上げて名乗り出てくれる。

　そして、その人物は勇悟のよく知る人物だった。

「ユーゴ君の用意したものなら、食べないわけにはいかないよね」

「ホ、ホタルさん!?」

「にゃはは、来ちゃった」

　尻尾をピンと立て、頭の上の耳をピコピコと動かしながらホタルはピザの代金を差し出してくる。












「と、ところで今日は、マサムネさんは一緒じゃないのですか？」

「うん、今日と明日、あたし休みなんだ」

「へぇ、収穫祭なんて絶好の取材対象があるのに珍しいですね」

「そうなんだよね。なんか代表からミスコンに出場しろって指示が下ったの。それを受けたら、代わりに収穫祭の二日間を休みにしてくれたんだ」

「そ……うですか」

　どうやらホタルは、クァンダル地区代表の推すい薦せんで、ミスコンに出るらしい。

　勇悟から見てもホタルは綺麗だと思うし、スタイルも抜群で、女性としての魅力は十二分にある。それなのに妙に無防備なところがあるので、目のやり場に困ることが度々あるのも、彼女の大きな魅力の一つだ。

　きっとホタルならば、ミスコンでもかなりの上位に食い込むのではないだろうか。勇悟がそんなことを考えていると、突然、何者かに耳に息を吹きかけられる。

「うわっ!?」

　驚いて飛び退くと、意地の悪い笑みを浮かべたホタルと目が合う。

「というわけだから。ユーゴ君もミスコンをぜひ見に来てね」

「えっ？　あ、はい……」

「フフッ、約束だよ」

　そう言って勇悟からマヨネーズピザを受け取ったホタルは、周りの目を気にせず大きな口を開けて一気に齧り付く。

　先程の男性を見て学んだのか、ホタルは上手にチーズを嚙み切ると、大きく目を見開いて感想を口にする。

「美味しいっ！　このマヨネーズってソース、ケチャップとはまた違う味わいなんだね。僅わずかに酸味も感じる甘めのソースとベーコンの塩味、そしてそれに蕩とろけるような濃厚なチーズが絡まって、まるで芸術作品のような絶妙な味に仕上がっているよ。この生地も手で持って食べるのに最適だし、薄くすることでサクサクの食感になるから、あたし、もの凄く好きだな」

　幸せそうな笑みを浮かべてピザの感想を語ったホタルは、あっという間にマヨネーズピザを食べきると「もう一種類のピザも頂戴」と言って追加の代金を渡してきた。

「ちょ、ちょっと待った。俺にもそのピザとやらをくれ！」

「こ、こっちも、そんなに美味いなら食べるに決まっているだろ！」

　ピザを食べた二人の感想を聞いて我慢できなくなった客たちが、一斉に勇悟へと押し寄せる。

「おわっとと……ざ、在庫は十分に用意していますから、ピザをお買い求めのお客様は、恐れ入りますが一列に並んで下さい。それと、新商品は他にもあと二種類ございます。こちらは食後のデザートとして最適ですので、よろしければこちらもお試し下さい！」

　勇悟が叫ぶようにして促すと、客たちは我先にと並び、列を作る。

　ピザの列に並ぶ人が多かったが、他の新商品、プリンとアイスクリームの二つも間違いなく美味しいと思ってくれたようで、列はいい感じに分かれてくれた。




　しかし、並んだ順にピザを買っていくのだが、並んだ人数が多過ぎてピザの製作の方が追いつかなくなってしまう。

　ピザの在庫が少なくなったのを見た勇悟は、大きな声で客たちに呼びかける。

「ご迷惑をおかけして申し訳ございません。ピザが焼き上がるまで、少々お時間をいただきます。商品はご用意ができ次第、こちらからお声がけさせていただきます。それと、今お並びのお客様には、次に優先して買えるように、整理札を配らせていただきますので、今しばらくそのままでお待ちください！」

　万が一に備えて、順番待ちの整理札を用意していた勇悟は、並んでいた客たちに次々と札を渡していき、その間、物産展の商品を見てくれるように促す。

　ピザがすぐに買えないことに不満そうな顔をする者もいたが、順番に買えるならと、意外にもあっさりと引き下がり、待つ間に物産展の商品を見て、気に入った物があれば購入する姿も見られた。

　プリンとアイスクリームの二つの商品も順調で、それが呼び水となって全ての商品が売れる好循環となりそうだった。




　しかし、ただ一つだけこの波に乗れない部門があった。

「あ、あの…………いら………………ませ」

　大勢の客を前に、今にも消え入りそうな声で呟くメアリーが主催する衣料品店だった。

　本来、職人であるメアリーが販売員になることはないのだが、ノウマッドでは普段、衣料品の販売を行っていないのと、服飾工房の協力を取り付けることができなかったせいで、商品説明をできる人間がメアリーしかいない。その為、衣料品の販売をメアリーが担当するしかなかったのだ。

「ねえ、この服の値段は、いくらなの？」

「えっ、あ……はい。そちらはですね……」

　値段を聞かれたメアリーは、事前にメモした紙を見て値段を確認しようとする。

　しかし、

「えっと、そちらはですね……あ、ああっ!?」

　取り出した紙が風に煽あおられ、手から零れ落ちてしまう。

「あっ、ま、待って！　あいたっ!?　す、すみません、すみません」

　慌てて追いかけようとするが、混雑している中で走り出そうとしたので、近くにいた客にぶつかってしまう。

　咄とつ嗟さに謝罪するものの、その間にメモした紙はどこかへ行ってしまった。

「あ、ああ……」

　紙が飛んでいった方角を見やりながら、メアリーが青い顔で値段を聞いてきた客の顔を見る。

「ヒッ、も、もういいです！」

　絶望したメアリーの顔が余程怖かったのか、客は逃げるように立ち去ってしまった。

　その後も、陰いん鬱うつな表情のまま俯うつむくメアリーが放つ雰囲気のせいか、衣料品店には誰も近寄らずぽっかりと妙な空間ができていた。

（これは……まずいな）

　衣料品店の異常に気付いた勇悟は、大勢の客を前にやや緊張しているが、それでも笑顔で奮闘しているシャイルに話しかける。

「シャイルさん、少し席を外しますから、俺の代わりにお客様の呼び込みと、ピザのご案内をしてもらえますか？」

「えっ、お、俺が!?」

「はい、シャイルさんにしか頼めない仕事なんです。お願いします」

「わ、わかった。任せろ！」

　勇悟は緊張した様子のシャイルに簡単に業務内容を説明して整理札を手渡すと、急いでメアリーの下へと向かった。




「メアリーさん！」

「あっ、ユーゴ……さん」

　勇悟が話しかけると、メアリーは緩かん慢まんな動作で顔を上げる。

　その顔は、朝見た時とはまるで別人と見紛うほどやつれ、疲れ果てているようだった。

　勇悟は憔しよう悴すいし切っているメアリーを元気付けるように、優しく話しかける。

「メアリーさん、すみません。俺の配慮が足りませんでしたね。ここからは俺が主に接客をしますから、少し休んでください」

「い、いえ……大丈夫です。頑張りますからやらせて下さい」

　勇悟が休むように促しても、メアリーは頑として聞き入れない。

「お願いします。私も皆さんのお役に立ちたいんです。足を引っ張るような真似はしませんから、どうか私にやらせて下さい！」

「メアリーさん……」

　必死に食い下がるメアリーを見て、勇悟はメアリーがただならぬ想いでこの場に立っていることを知る。

　シルドラを助けたい。その一心で頑張ってきたのは、メアリーも同じなのだ。

「……わかりました」

　勇悟は頷くと、メアリーの手を取って立たせる。

「ですが、今のままのメアリーさんにお店を任せるわけにはいきません。どうしてかわかりますか？」

「えっ、そ、それは……私が役立たずだから……」

「違います」

　勇悟は自身の口角に指を当てると、上に押し上げて笑顔を作る。

「メアリーさんが笑顔じゃないからです。収穫祭が始まる前に言ったはずです。一番大事なのは、笑顔だって」

「笑顔……」

「そうです。今から俺が見本を見せますから、そこで見ていてください。そして、自信がついたら俺の手伝いをして下さい」

　勇悟はメアリーに頷くと、立ち上がって飛び切りの笑顔を作る。

「さあ、いらっしゃいませ。ノウマッドの安くて丈夫な服はいかがですか？　日々の作業は勿論、街へのお出かけにもピッタリな素晴らしい商品ばかりですよ」

「おっ、どれどれ……」

　勇悟が声を張り上げて勧誘すると、農家の人と思われる男性二人組がやって来て、早速商品に手を伸ばしてくる。

　数ある商品の中から青いズボンを手に取った男性は、直に触ったり伸ばしたりして、その強度を確かめる。

「ほう、こいつは確かに丈夫そうだな。一体、何でできているんだ？」

「はい、それはテントや馬車の幌ほろなどに使われるキャンバス生地からできています。多少は伸び縮みしますから、農作業中の動きを阻害することもありませんよ。何より、丈夫なので、使い方次第では何年にも渡って穿はき続けられますよ」

「へぇ……何年も穿けるっていうのは、俺たちみたいな庶民にとっては、大いに魅力的だな。で、肝心の値段はいくらなんだ？」

「はい、今日は特別価格で、一枚二五○○オールで提供させていただいています」

「二五○○かぁ……」

　値段を聞いて、男性たちは顔を見合わせる。

「う～ん……まあ、長いこと穿けるならいいか。じゃあ一枚もらえるか？」

「俺も一枚くれ」

「はい、ありがとうございます」

　勇悟は代金と引き換えにズボンを男性たちに渡すと、改めてお礼を言い、腰を折り曲げた姿勢で彼らを見送った。

　男性たちの姿が見えなくなったところで顔を上げ、メアリーに話しかける。

「……見ましたか？　メアリーさんの作った服、売れましたよ」

「──っ!?」

　勇悟からの問いかけに、メアリーは壊れた人形のようにカクカクと何度も頷く。

「この調子でドンドンいきましょう。売り上げ目標を達成するには、まだまだ売らなければならないですからね」

「は、はいっ！」

　自分の服が売れたことが余程嬉しかったのか、メアリーは頰ほおを紅潮させて頷くと、店頭に立って初めて笑顔を見せてくれた。




　勇悟が加わったことで衣料品店の売り上げも一気に加速するかと思われたが、現実はそんなに甘くはなかった。

　訪れる客の中で、丈夫で安いという触れ込みが良かったのか、男性の客は次々と商品を買ってくれた。だが、メインターゲットとなるはずの女性の客は、手にした服のデザインが男性と酷こく似じしていると知ると、途端に商品を置いて立ち去ってしまった。

　その理由を聞いてみると、

「え～、ノウマッドの服って聞いたから、どんな可愛い服か見に来ただけなのに、こんなフリルもリボンもついていない流行から外れた服なんて嫌よ」

「な、何で女の私がズボンを穿かないといけないのよ。ズボンは男の服でしょう」

「この服が流行ってるならともかく、私一人だけがこれ着てたら、周りから白い目で見られちゃうじゃない」

「そうそう、流行なら取り入れるのはいいけど、そうでないのならね……」

　などと色々言われたが、要はこれらの服が流行っていないから着たくない、ズボンは男の服だから、というのが主な理由だった。

　その後も必死に売り込みを続けたが、結局、この日は最後まで女性用の服が売れることはなかった。





　　　　　※






「いや～、まさかこんなに売れるとは思わなかったな」

　収穫祭一日目が終わり、閉店作業までやりきったところで、興奮した様子のシャイルが嬉しそうに仲間たちとハイタッチして互いを労ねぎらう。

　ノウマッドの物産展は、ピザなどの新商品の効果もあってかなりの集客を達成し、売り上げもそれに伴ってかなりの金額となった。

「……本日の売り上げが出ました」

　閉店する時間を見計らい、精算業務を行うために地区の商人たちとやって来たソレイユが本日の売り上げを発表する。

　本日の売り上げは、およそ九三万オール。これは収穫祭用に出店した店の中では、群を抜いての売り上げだという。

　その結果を聞いて、シャイルたちはさらに盛り上がる。

　しかし、嬉しそうなノウマッドの若者たちとは対照的に、勇悟を中心としたシャルール地区の商人たちの表情は暗く沈んでいた。

　モトレブとの約束は、二日で三○○万オール。この売り上げを達成するために、今日の売り上げは、最低でも一五○万オール以上は確保したかった。

　目標に届かなかった最大の原因は、女性用の服が売れなかったことだった。

「何だ。他の商品は軒のき並なみ売り切れたのに、服だけはやたらと残っているじゃないか」

　すると、意い気き消しよう沈ちんする勇悟たちに、声をかけてくる者がいた。

　目を向けると、サルトと彼の同僚たちがこちらを卑しめるように見ていた。

「わざわざアンブル地区の協力を得て商品を用意したらしいが、所詮、メアリーはメアリーだったってことだな。こんな何の取り得もないドジな女に今後を左右されるなんて、お前らもとんだ貧乏くじを引かされたな」

「あ、あなたという人は……」

「ま、待って下さい！」

　サルトの挑発ともとれる発言に、勇悟は思わず腰を浮かしかけるが、それを必死の形ぎよう相そうのメアリーが勇悟の腕にしがみついて止める。

「お願いします。どうかここは抑えて下さい」

「メ、メアリーさん……」

「もし、ユーゴさんにまで何かあったら、私はソレイユ様になんと申し開きしたらいいのですか？　私のことは気にしなくていいので、どうか抑えて下さい！」

　そう言われ、勇悟はこちらを心配そうに見ているソレイユに気付く。

　確かにここでサルトと口論しても、何の解決にもならない。

　彼らを黙らせるには、メアリーの服を売るという結果を出す以外にないのだ。

「……わかりました」

　勇悟がおとなしく引き下がると、メアリーもようやく手を離す。

「おい、何かあったのか？」

　すると、剣けん呑のんな雰囲気を察したのか、シャイルがこちらに話しかけてくる。

「お前は……確か服飾工房の連中だったな。俺たちに何か用か？」

「いや、ちょっと様子を見に来ただけだよ。すぐに帰るから気にしないでくれ」

　サルトはわざとらしく肩を竦すくめてみせると、仲間を引き連れて去っていった。

「……やれやれ、気になるなら手伝ってくれたっていいだろ」

　シャイルは呆れたように嘆息すると、勇悟に話しかける。

「悪かったな。もし、何か嫌な思いをしたら遠慮なく俺に言ってくれよな」

「あっ、はい……大丈夫です」

「そうか。それじゃあ明日も早いし、俺たちはそろそろ戻らせてもらうよ」

「はい、お疲れ様でした」

　シャイルは小さく手を上げて応えると、物産展の成功を祝うように仲間たちと肩を抱き、歌を歌いながら帰っていった。




　シャイルたちが去っていった物産展の売り場は、しんと静まり返っていた。

　グランマート国内からは、建国を題材とした歌劇の伸びやかな歌声がここまで聞こえてくるが、誰もそちらを見ようともしない。

「……皆さん、今日の結果は残念でしたが、切り替えていきましょう」

　沈黙を破り、最初に口を開いたのは勇悟だった。

「収穫祭はまだ一日あります。明日で何としても目標を達成しましょう」

「そうは言うけど、勝算はあるのかい？」

　勇悟の言葉に、シスネが手を挙げて質問する。

「今日で目標の半分も届かなかったんだ。他にこれといった追加の商品もないのに、明日一日で今日の倍以上の売り上げを確保できるのかい？」

「そ、それは……これから考えます」

　勇悟が自信なさげに答えると、シスネは大袈裟に嘆息する。

「……ごめんなさい」

　すると、メアリーが蚊の鳴くようなか細い声で話し出す。

「目標が達成できなかったのは、服が売れなかったせいです。これも全て、私のデザインが悪いせいです。私が全て悪いんです」

「……いえ、メアリーさんのせいじゃありませんよ」

　目標に届かなかったのは自分のせいだと泣きじゃくるメアリーを慰なぐさめるように、勇悟が重い口を開く。

「これは俺のミスです。まさか女性たちが、ここまで新しいものに対して頑なだとは思いませんでした」

　しかし逆を言えば、ズボンを穿くことが流行っていれば、穿くこと自体にはそこまで抵抗はないという意見も少なからずあったことは収穫だった。

「とにかく、現状を変えるためには、女性でもズボンを穿くことが特別なことじゃないということを知ってもらい、その上でズボンを穿くことがこれからの流行だと思っていただく必要があります」

「そうは言うけどさ、そもそも流行ってどうやってできるんだい？」

「さ、さあ？」

　そう言われても、勇悟は首を傾げることしかできない。

　今まで流行について考えたことなどないし、しかもそれを自分から起こそうなんて、途方もない話だった。

　この件について勇悟は完全に門外漢なので、とりあえず情報を集めるために、ここにいる全員に問いかけてみることにする。

「どなたか、この国でどのように流行が起きるかわかる方はいませんか？　正解でなくても構いません。どのような些細なことでも思い付いたことがあれば、遠慮なく言って下さい」

　勇悟からの質問に、残っている人たちがそれぞれ自分の意見を言いはじめる。

　しかし、誰もがその理屈を理解していないようで、大方はいつの間にか流行になっていたというものや、そもそも流行など気にしたことがないという意見が多かった。

　その後も、ああだこうだと様々な意見が飛び交う中、流行について疎うといと言っていたシスネが、手を挙げて質問する。

「あ～、ちょっといいかい？」

「はい、シスネさん。何ですか？」

「ちょいと思ったんだが、そもそも服を安売りするというのは駄目なのかい？　値段が安ければ、あたいみたいな流行に疎い人間は、買ってくれると思うんだけどね」

「……残念ですが、それは駄目です」

　シスネの意見を、勇悟は即座にかぶりを振って否定する。

「確かに値段を下げれば、勝ってくださるお客様は現れるでしょう。ですが、今回必要なのは三○○万オールという売り上げで、服の値段も、目標を達成するための値段設定となっています。つまり、下手に値段を下げると目標金額に届かなくなってしまいますので、値段だけは絶対に下げられないのです」

「そう……だったね」

　この物産展は、シルドラを助けるためにやっているのだと思い出し、シスネは意い気き消しよう沈ちんしたように下がる。

　しかし、いくら話してもこれといった解決策は出てきそうになかった。

「あ～、こういうのは我が地区の人間より、アンブル地区の人間の方が詳しいのではないのか!?　連中はいつも新しい服をどうやって売っているんだ？」

　遅々として進まない会議に、苛立ちを露あらわにしたエリスが叫ぶ。

「そういえば……」

　すると、エリスの叫びを聞いたソレイユが何かに気付いたように呟く。

「以前、シュナイダー様からそのようなお話を聞いたことがあります」

「ほ、本当ですか!?」

「はい、流行とは違うのですが、新しい服を作った時は、先ず特定の貴族の方にお見せするようになっているようです。そこで評判がよければ、貴族の方を中心に服を売り、その後、普通のお店で売られるようになるそうですが……すみません、関係ない話でしたね」

　そう言ってソレイユは申し訳なさそうに謝る。

「……いや、そうでもないですよ」

　勇悟は、ソレイユが発したヒントを見逃さなかった。

「ソレイユ様、もしかしてですけど、服の評判を聞く人は、いつも同じ人なんじゃないですか？」

「あっ、はい。そうです。プリムローズ様という貴族の女性たちから一目置かれている女性がいるのですが、その方に意見を求めているそうです」

「なるほど。それで、そのプリムローズ様というのは、やっぱり美人なのですか？」

「ええ、それはもう。大変見み目め麗うるわしいお方で、明日のミスコンにも出場なさるそうです」

「そうですか……それは何よりです」

　勇悟は何度も頷くと、唇の端を吊り上げて笑う。

「ソレイユ様、どうやら流行を作れるかもしれませんよ」

「えっ、本当ですか？」

「本当です。それで、申し訳ありませんが、お願いがあるのですが聞いてもらえますか？　少し、無茶なお願いなのですが……」

　そう前置きして、勇悟はソレイユにあるお願いをした。




「……全く、君は我々を小間使いか何かと勘違いしていないか？」

「すみません、無理言って集まっていただいて」

　勇悟は恐縮しながら、部屋の中に集まった人たちに謝罪する。

　そこは、グランマート城内にある地区の代表が集まって会議する会議場だった。

　勇悟の隣にソレイユが立ち、目の前にはグランマート国王をはじめ、地区の代表たちが一堂に会していた。

　突然の呼び出しにも拘わらず、こうして全員が揃そろったのにはある理由があった。

「それで、明日開催のミスコンについて、何やら企画を考えたとか？」

「はい、これで少しはミスコンに花を添えられると思いますよ」

「花を添えると言うが、ミスコンの内容が簡素なものになってしまったのは、頼みの君に、途中から碌ろくに助言をもらえなかったからだと思うのだがね……」

「そ、それについては申し訳ありませんでした」

　代表たちからの手厳しい意見に、勇悟は思わず平謝りする。

　明日開かれるミスコンは、出場者を一列に並べ、自己紹介を行い、その後前に出て簡単なアピールをするだけの非常に簡素な内容になっていた。

　これは、勇悟の知識が乏しいこともあるが、何よりシルドラの問題でそちらに時間を割かなければならず、ミスコンの運営にほとんど関われなくなったことが大きかった。

　また、水着審査は、女性陣全員の激しい抗議によってなくなっていた。

　それ故、せっかく大きな舞台を用意して、グランマート国内から選りすぐりの美女を参加させることに成功したのに、肝心のミスコン自体が寂しい内容になっていたのだ。

　その内容に花を添えるような企画を思いついたと聞いた地区の代表たちは、夜遅い時間にも拘わらず、招集に応じたのであった。

　そんなグランマート国王と地区の代表たちの下心に、勇悟は彼らも男なのだな、と思いながら話を始める。

「それで、俺が考えてきた案はズバリ、ファッションショーです」

「「「ふぁっしょんしょ～？」」」

　聞きなれない単語に、グランマート国王たちは顔を見合わせる。

「はい、明日のミスコンに出場する人たちは、それは目いっぱい自分を着飾ってくると思うんです。それこそ、その為に新しい服を購入したという人もいるでしょう」

　その言葉に、思い当たる節があるのかシュナイダーが大きく頷く。

「ですから出場者の方には、せっかく買った服を見に来てくれたお客様にお披露目する場を差し上げるのです。タイミングはそうですね……初めて舞台に上がり、名前を紹介する時に合わせて行うのはどうでしょうか？　これなら高いお金を払って買った服も無駄になりませんし、出場者の方も周りから羨せん望ぼうの眼差しを受けられ、気持ちよく舞台に立てるようになると思うのです」

「ふむ……皆さんはどう思いますか？」

　説明を聞いたグランマート国王が、周りにいる代表たちに意見を求める。

「ふむ、悪くないんじゃないでしょうか」

「異議なし」

「これなら出場者からも異論は出ないでしょうね」

「個人的には、もう少しお色気要素が欲しかったが……それは来年以降に取っておくしかないか」

　やや不純な意見も見えたが、代表者たちは概おおむね好意的な返答をする。

　それを見て、グランマート国王も大きく頷く。

「では、ファッションショーを開催するのは決定ということで。ユーゴ君、後でファッションショーについて詳細に教えてもらえるかな？」

「はい、お任せください」

　勇悟は了承の意を伝えるため頭を下げると、そこで一呼吸置く。

　この場を設けた本当の理由を告げるためだった。

「……それともう一つ、提案……というよりお願いがあります」

「お願いだって？」

「はい、実はミスコンで我がシャルール地区に時間をいただきたいのです」

　そう言うと、勇悟は考えてきたプランの説明を始める。

　ミスコンの全ての催し物が終わった後、誰が優勝かを決める審査の間に、ミスコン出場者にメアリー考案の服を着てもらい、もう一つのファッションショーを開催できないかというものだった。

　新たな流行を生むには、影響力のある人の力が不可欠だ。

　特に女性の流行には、誰からも一目置かれるような魅力ある人間の後押しがあるのとないのでは、雲うん泥でいの差さが出るだろう。そこにちょうど、女性の魅力を競うような場があるのだから、勇悟としてはそれを使わない手はなかった。

　説明を終えた勇悟は、最後に腰を九○度に折り曲げてお願いする。

「お願いします。どうか、俺たちに時間を与えてくれませんでしょうか？」

「皆様、お願い致します。この度の物産展の成否は、我が地区の今後を左右する大事な場なのです」

　ソレイユも勇悟に倣ならい、同じように頭を下げる。

「なるほど、それが本当の狙いというわけだね」

　グランマート国王は、顎あごを擦りながら周りの代表たちに意見を求める。

「それで、ユーゴ君の提案だが、皆さんはどう思いますか？」

「僕は、いいと思います」

　すると、アンブル地区代表シュナイダーが真っ先に手を挙げる。

「審査の時間が長引けば、それだけ集まった客から不満が出る可能性があります。それを少しでも緩和してもらえるなら、これ以上ない案ではないでしょうか？」

「ふん、何を言う。アンブルの、お主がこの案に乗るのは、シャルール地区の新しい服の販売に一枚嚙んでいるからじゃろう」

「ええ、そうです。我が地区としましても、あの服が売れてくれるようになるのは非常にありがたいですからね」

　レーヴェからの問いに、シュナイダーは悪びれもせずに言ってのける。

「ただ、問題があるとすれば、ミスコンに出る女性たちがおとなしく服を着てくれるかどうかですが……」

「ふむ……ユーゴ君、その辺はどう説明するつもりなんだね？」

　話を振られた勇悟は、申し訳なさそうにかぶりを振ると、正直に答える。

「それについては……まだ、考えていません。ですが、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明をして、どうにか着てもらえるようにお願いするつもりです」

　全員からの了承を得るのは難しいかもしれないが、一人か二人でも協力してくれればきっと何かが変わる。勇悟はそう信じていた。

　そんな勇悟の熱意が伝わったのか、グランマート国王は大おお袈げ裟さに肩を竦めると、周りにいる代表たちに判断を仰ぐように話す。

「まあ、他に案があるわけでもありませんし、とりあえずこの件はユーゴ君に預けてみてもいいですかね？」

　その言葉に、代表たちは一様に頷く。

「では、決定ということで。ユーゴ君、この件は君に一任します。ただ、追加のファッションショーについては、こちらからは一切口を出さないので、君自身が責任をもって交渉に当たるように。もし、交渉が失敗した時は、その時間を潰せるような代案を用意しておくように」

「は、はい、わかりました」

　勇悟の返答にグランマート国王は大きく頷くと、指を組んだ上に顎を乗せ、眉間に皺しわを寄せて真剣な表情になる。

「……それと、もう一つ重要な話がある。このままでは、収穫祭においてシャルール地区だけ得する形になる……僕の言いたいこと、わかるよね？」

「……つまり、こちらの条件を呑のむ代わりに、そちらの出す条件を呑めと？」

「そういうことだね」

「…………ゴクッ」

　グランマート国王が発する重々しい雰囲気に、勇悟は思わず息を飲む。

　緊張する勇悟を前に、グランマート国王が勇悟の案を呑む条件を口にする。

「……実はね、いないんだよ」

「はい？」

「ユーゴ君の案を採用して、各商業地区から最低でも一人ずつ参加者を用意しているんだが、シャルール地区からは誰も参加していないんだ」

「はぁ……」

　話の流れが思わぬ方向に行き、勇悟は困惑した表情になる。

　しかし、そんな勇悟とは対照的に、グランマート国王はどこまでも真剣だった。

「そこでだね、我々としてはシャルール地区からも参加者を……具体的にはエリス・オネット嬢の参加を要請する」

「はぁ、それは構いませんけど……」

「本当かね!?」

「はい、それぐらいならお安い御用です」

　勝手に決めてしまって申し訳ないが、エリスには後で説明すればいいだろう。勇悟はこの場にいないエリスに心の中で謝罪すると、代表者たちに細かい話を詰めていくことを提案した。




　──翌日、収穫祭二日目。

　昨日の噂が広まったのか、今日は開店と同時に、ピザをはじめとする新商品を買い求める客が大挙して押し寄せて来た。

　二日目ともなると、シャイルたちも接客のコツを摑んだのと、昨日の売り上げを見て追加の人員を確保してきてくれたので、店が混雑してきても慌てることなく、実に堂々とした立ち振る舞いで次々と客を捌さばいていった。

　一方で、衣料品の客の入りはまだまだで、相変わらず女性用の服は売れていなかったが、一着でも多く売ろうと、メアリーの代わりに店員役を買って出たノウマッドの女性たちが一生懸命に奮闘していた。




「……皆、頑張っているな」

　物産展の様子を遠目に見やりながら、勇悟はミスコンの準備に追われていた。

　観客席の方に目を向けると、すでに溢れんばかりの人が集まり、ミスコンの開催を今か今かと待っていた。

　これだけの人が集まれば、ファッションショーの効果は十二分に期待できるだろう。

　それだけに、これから行う交渉だけは絶対に失敗できない。

　勇悟は表情を引き締めると、後ろで不安そうに自分の角を隠すようにしているメアリーへと話しかける。

「メアリーさん、それでは行きましょうか」

「は、はい……」

　硬い表情のメアリーはカクカクと頷くと、生まれたばかりの小鹿のように震える足をどうにか御しながら、前を行く勇悟の後に続いた。




「失礼します……うっ!?」

　ミスコン出場者の控室に足を踏み入れた勇悟は、辺りに漂う空気に思わず一歩身を引いた。

　目の前は、テレビや雑誌でしか見たことがないような美女たちで溢あふれ、彼女たちが発するフェロモンの効果なのか、とてつもなく良い匂いがした。

　一見すると、ここは天国なのだろうかと思いたくなるが、これから行われるのが自分たちの美を競う大会だと自覚しているからなのか、その麗うるわしい見た目とは裏腹に、辺りに漂う雰囲気は剣呑なものだった。

「あ、あの……すみません。少しよろしいでしょうか？」

　勇悟が声をかけると、全員の目が一斉に向けられる。

　一いつ触しよく即そく発はつといっても過言ではない空気に、早く立ち去りたい気持ちに駆られるが、勇悟は勇気を振り絞って女性たちへと声をかける。

「実は、ミスコンに出場する皆さんに、協力していただきたいことがあるのです」

　そう言うと、勇悟は女性たちに説明を始める。

　ミスコンが終わり、審査結果が出るまでの間に、こちらが用意した衣装に着替えてもらって観客の前に出てもらう、ファッションショーを行いたいということを伝えた。

　勇悟が説明をしている間に、メアリーはファッションショーで着てもらう服を、次々と並べていく。

「衣装はこちらになります。サイズは豊富に揃えてありますが、万が一合わないものがありましたら、こちらで直させていただきます」

　説明を終えた勇悟は「何か質問はありますか？」と言って女性たちの反応を待つ。

　突然の申し出に、女性たちは様子を探るように互いの顔を見合わせていたが、

「あの、一つ質問してもよろしくて？」

　手を挙げて質問を求めてくる者がいた。

「は、はひっ、な、なんでしょうか？」

　アッシュブロンドの縦ロールが特徴の、ミスコン参加者の中でも一際異彩を放つ美び貌ぼうを持つ女性に声をかけられ、勇悟の声が思わず上ずる。

　そんな勇悟の反応が面白かったのか、女性は余裕の笑みを浮かべて質問する。

「あなたが説明をしている間に、一通りの服を見せていただいたのだけれど、どうしてもこの服を着なければならないのかしら？　あと、あなたの頼みを断ることで、何か不都合を被ったりするのかしら？」

「い、いえ……参加は自由とさせていただいております。それと、参加してもしなくても、結果には影響はありません」

「そう、じゃあわたくしはお断りさせていただきますわ」

「えっ、ど、どうしてですか？」

「どうしてですって、そんなの答えるまでもないでしょう？」

　女性はズボンを一枚手に取ると、勇悟に向けて広げて見せる。

「こちらをご覧になって何とも思いませんの？　このわたくしに、由緒あるフェルスト家の嫡ちやく子しであるプリムローズ・ラシッド・フェルストに、このような男性と同じ格好をしろなんて、正気とは思えませんわ」

　どうやらこの強気な女性が、ソレイユが言っていたプリムローズという女性のようだ。

　プリムローズは持っていたズボンを適当に放ると、周りの女性たちに話しかける。

「というわけで、わたくしはこの件から降りさせていただきますわ。この方がおっしゃる茶番に参加したいという奇特な方がいらっしゃるようでしたら、お好きにどうぞ」

　演説を終えたプリムローズは、他の女性たちに衣装が置いてある場を譲ゆずるが、当然ながら誰も動こうとはしない。

「そう言われましても……ねぇ？」

「ええ、男性の格好をするのはちょっと……」

「そもそも結果と関係ないなら、参加する意味がわかりませんよね」

　突然の話に、女性たちは口々に文句を言い始める。

　ちなみに、強制的に参加させられることになったエリスは、朝早くに現れたシュナイダーを筆頭としたアンブル地区の女性たちに拉ら致ちされるように連れ去られ、まだこの場に姿を現していなかった。

　一向に動かない女性たちを前に、勇悟は焦りを覚える。

　女性たちから絶大な支持を得ているプリムローズにあんな言い方をされたら、誰だって動きたくないだろう。つまりそれは、逆を言えばプリムローズにさえ認めてもらえれば、一気に問題が解決する可能性があるということだ。

（でも、どうやって説得する）

　プリムローズについての情報は、女性たちから一目置かれているという以外は、フェルスト家という名の貴族の家の出身であることぐらいしかわからない。

　そうこうしている間にも、ミスコンの開催時間が迫って来ている。早くプリムローズを説得する材料を探さなければと思っていると、

「あ、あの……私の話を聞いてもらってもいいでしょうか？」

　メアリーが一歩前に進み出て、女性たちに話しかける。

「わ、私はメアリーと申します。ノウマッドで服飾の仕事をしています。その……これらの服を考えたのは私なんです」

「この服の？　こんな服を作るなんて、一体どういうつもりなんですの？」

「そうですわ。あなたはおしゃれをなんだと思ってらっしゃるの？」

「女性には、女性らしさが求められているのを知らないのかしらね？」

　女性たちから侮ぶ蔑べつの視線を向けられ、メアリーは思わずたじろいでしまうが、すんでのところで踏み止まり、思い切って口火を切る。

「そ、その……私、このファッションショーで、助けたい人がいるんです！」

「……どういうことですの？」

　思いがけない言葉に、女性たちは眉根を寄せる。












「今回のファッションショーには、私だけじゃない……大切な人の人生がかかっているんです」

「大切な……人？」

「はい……実は、ドジな私を庇かばったばかりに、投とう獄ごくされてしまった人がいるんです。私の服が売れなければ、その人は三年も収監されてしまうんです。ですが、持てる力のすべてを籠めて作った私の服は……男性には売れましたが、女性には全く売れませんでした」

「でしょうね」

「その服ならば、買う人はかなりの物好きでしょうね」

　女性たちの嘲ちよう笑しように、メアリーは悔しそうに歯は嚙がみする。それでも流れそうになった涙を拭って奮い立つと、大きな声で叫ぶ。

「本当なら、ノウマッドの伝統的で素晴らしい服を用意したかった。でも、服飾工房の人たちは物産展に非協力的で、私は未熟者で男性の服しか作ったことがなくて……この服は、私が用意できる精一杯の女性用の服なんです。着てもらえれば、その良さは理解してもらえるはずなんです。でも、流行っていないという理由だけで見向きもされない……ですが、皆さんにご協力いただければ、服が売れるかもしれないんです。だから、お願いします。不本意かもしれませんが、私の服を着てもらえないでしょうか？」

　最後はほとんど聞き取れないような小声になってしまったが、どうにか自分の想いを話したメアリーは、力なく肩を落として泣き出してしまう。

「……どうします？」

「どうすると言われましても……」

　そんなメアリーを笑う者こそいないが、動き出そうとする者もいなかった。

　メアリーの置かれている状況に同情はするが、協力したいと名乗り出るのは憚はばかられる。そんな雰囲気に包まれていた。

「……皆さん、少しよろしいですか？」

　今なら女性たちも話を聞いてくれる。そう判断した勇悟は大きく息を吸うと、静かに話し始める。

「これらの服はメアリーさんの夢なんです」

「……夢ですか？」

「はい。メアリーさんはずっと色んな種類の服が作りたかったのに、何年も男性の服しか作らせてもらえなかった。そんな現状を変えたくて、精一杯考えて作成した服なんです。服の形が男性のものと同じなのは、女性でも男性と同じ仕事ができる、世界を変えられるという想いを込めて、活動の幅を増やせるよう、動きやすさを重視したからです」

「……お気持ちはわかりますけど、男性と同じ服を着るのは抵抗がありますわ」

「同じではありません。この服は胸周りや腰回りが女性用に特別仕様になっていますし、女性らしさを出すために、着ると体のラインが出るようになっています。あなた方のような美しい方たちが着れば、未だかつてない魅力を生み出してくれるはずです」

「う、美しいなんて……あなた、わかっているようですわね」

　まんざらでもないのか、美しいと言われた女性たちは照れたようにはにかむ。

　美女から笑顔を向けられ、勇悟は思わず赤面しながらも、さらに話を続ける。

「そ、それに、知っていると思いますが、俺は異世界から召しよう喚かんされた人間で、これらの服を見て懐かしいと思いました。何故なら、これらの服は、俺の世界では女性たちが当たり前のように着ている……とっても流行っている服だったからです」

「異世界では……ズボンを穿くのが流行っているの？」

「はい、その通りです。この世界ではまだ流行っていないようですが、皆さんの力をお借りできれば新たな流行を作れるはずなんです。ですからどうかお願いします。世界を変えるために、この服を着ていただけないでしょうか？　メアリーさんの大切な人を……俺たちの仲間を救うチャンスを俺たちにください！」

　そう言うと、勇悟とメアリーは揃って深く頭を下げる。

「…………」

　勇悟たちの言葉をどう思ったのか、女性たちは暫しばらくの間、頭を下げ続ける勇悟たちを呆ぼう然ぜんと見つめていたが、

「あ、あの……あたし、着てみてもいいかも」

　女性たちの中から着てもいいと名乗り出るものが現れた。

　それは、着物も髪飾りもいつもより豪ごう奢しやで、より際どい衣装を着たホタルだった。

「その、なんていうか……女性でも男性と同じ仕事ができるって話、同じ働く女として共感できるところがあったから……手伝わせて下さい」

　すると、ホタルに続くように何人かの女性が協力を申し出てくれた。

　どうやら彼女たちも、ホタルと同じ働く女性のようだった。

　しかし、名乗り出たのは数名の女性で、ホタルと同じような立場の女性だけだった。

　ミスコン出場者の多数を占める貴族の女性たちは、プリムローズの言葉もあってか、動く者はいなかった。

　その貴族たちの代表とも言えるプリムローズは、何かあったのか顔を伏せて震えていたが……、

「す、素晴らしいですわ！」

　突如として興奮したように叫んだと思うと、メアリーへ駆け寄って手を取る。

「わたくし、あなたの考えに感かん銘めいを受けましたわ」

「えっ……」

「世界を変えるとかそういうのはよくわかりませんが、愛する人を救うために立ち上がるなんて、同じ女性として、とても尊敬いたしますわ」

「え、ええっ、あ、愛する人って……そ、そんな……」

　真っ赤になって狼狽えるメアリーに、プリムローズは恍こう惚こつの表情で熱く語る。

「囚とらわれの姫を助けるお話も素敵ですが、投獄された殿方を助けるために、身を粉にして働く女性というのも悪くはありませんわね。いいでしょう。このプリムローズ・ラシッド・フェルスト、あなたの夢のために手を貸して差し上げますわ！」

「あ、ああありがとうございます！」

　最高の協力者が得られたことに、メアリーは深々と頭を下げて感謝の意を伝える。

　すると、

「……まあ、プリムローズ様が協力なさるというなら」

「わたくしたちも、協力しないわけにはいきませんわね」

「それに、愛しの殿方を助けたいなんて聞いてしまったら、同じ女として手伝わないわけにはいきませんわね」

　貴族の女性たちが次々と手を挙げ、ファッションショーへの協力を申し出てきた。




　一度やると決めてからの女性たちの行動は素早かった。

「ちょっとこちらの服、もう少し胸を詰められませんの？」

「こっちのズボンとやらは、どうやって穿けばいいのかしら？」

「こちらの服に、この服に付いているリボンを付けてもらえるかしら？」

「は、はい。ただいま！」

　矢継ぎ早に繰り出される注文に、メアリーは必死に対応していた。

　せっかくファッションショーに出るならば、少しでも自分をよく見せようと、自分が着ることになった服に細やかな注文をし出したのだ。

　その要望に、メアリーはミスコンが開かれている間に直してみせると息巻いていた。

「ねえねえ、ユーゴ君。お願いがあるんだけどいいかな？」

　少しでも多くの要望を聞くために必死になってメモを取っている勇悟へ、ホタルが話しかけてくる。

「あたしも直してほしいところがあるんだけど……」

「あっ、ホタルさん。さっきはありがとうございます」

「いいって気にしないで。それよりこのズボンだけど、ズバッと切って欲しいんだ」

　そう言うと、ホタルはズボンの太ももの上に当たる位置を指差す。

「あたしとしては、これぐらいの露出が欲しいんだけど……」

「なっ!?　ホ、ホタルさん、ホットパンツを知ってるんですか？」

「知らないよ。へ～、ホットパンツっていうんだ。でも、どうしてホットパンツって名前なの？　何か特別な意味でもあるの？」

「えっ、いや……何ででしょうね？　ハハハ……」

　まさか、男性の目線が熱くなるからホットパンツというのだとは言えなかった。

「……ふ～ん、まあいいや。それより、ここはこうして、こっちは……」

　明らかに動どう揺ようする勇悟だったが、ホタルはそれ以上深く追及することはなく、自分の要望を伝えて去っていった。

　その後も、ミスコンが始まる直前まで、女性たちは自分たちの要望を勇悟とメアリーに伝えていった。




「お集まりいただいた皆様、大変お待たせ致しました。もう間もなく、第一回グランマート王国、ミス・コンテストをはじめたいと思います」

　ステージの上に立つ男性がよく通るバリトンボイスで宣言すると、会場に集まった人たちが一斉に沸き立つ。

　ミスコンの司会を務めるのは、グランマート王国に務める家か老ろう、グランフェスティバルで結果発表も担当した老紳士で、本日の燕えん尾び服ふくの着こなしも見事なものだった。

　老紳士は観客からの声援に手を振って応えると、拡声器を一切使わないにも拘わらず、会場の隅々まで届くような見事な発声で司会進行する。

「それでは、ただ今より、出場者の紹介を行いたいと思います。最初に登場いたしますのは、貴族の女性たちから絶大な支持を受けているフェルスト家が生んだ才女、プリムローズ・ラシッド・フェルスト嬢です！」

　老紳士が手を広げてステージの中央を指し示すと、プリムローズが現れる。

　胸元が大きく開いた真夏の入道雲のような純白の薄手のドレスに、水色のストールのような物を身に着けたプリムローズは、観客に手を振りながらステージの先にある花道へと進む。

　優ゆう雅がな足取りで花道を歩くプリムローズに、老紳士がアナウンスで花を添える。

「本日のプリムローズ嬢は、この日の為に特注したという、滑らかな最高級の絹でできたシュミーズ・ドレスでの登場です。幾重にも重ねられたフリルと、パニエで膨らんだスカート、細やかなレースの刺し繡しゆうで着飾るのが主流の今において、自身の美を際立たせるためにあえてシンプルなドレスを選んだというところにプリムローズ嬢の自信が窺えます」

　老紳士のアナウンスに、プリムローズは気を良くしたのか、身に纏まとったストールのようなものを外し、シュミーズ・ドレス一枚になる。

　肩が大きく露出した下着のようなドレス一枚になったプリムローズに、観客たちは大きく沸く……かと思いきや、その美しさに男たちは口を開けて見み惚とれ、女性たちは頰を赤く染めて大きく溜息を吐いていた。

　観客を大いに魅了したプリムローズは優雅に一礼すると、舞台の隅へと移動する。

　プリムローズが定位置に辿り着いたのを確認した老紳士は、アナウンスを再開する。

「ほっほっほ、中々素晴らしいものを見せていただきましたな。それでは、どんどん参りましょう。続いては……」

　それ以降も、グランマート王国が誇る美女の登場に、観客たちは時に色めき立ったり、時に感嘆の溜息を吐いたりと、出場者が現れる度に大きな盛り上がりをみせた。




「す、凄いな。あれが熟練のアナウンスか……」

　老紳士の、観客を楽しませ魅了するアナウンスに勇悟は舌を巻いていた。

　はなまるスーパーマーケットで奥様方相手に腕を磨いてきたが、老紳士の流りゆう暢ちようで、人の感情を揺さぶるアナウンスの前では、勇悟のアナウンス技術は児戯にも等しかった。

　自分の未熟さを知った勇悟は、少しでも老紳士の技を盗めないかと、ステージ裏でメアリーが仕事をしやすいように片づけをしながら、ちらちらとステージを見ていた。

　すると、

「さあ、続きましては、シャルール地区が誇る筆頭騎士、エリス・オネット様の登場です！」

　老紳士がエリスの登場を告げると、会場のあちこちからどよめきが起こる。

　堅物で有名なシャルール地区の筆頭騎士であるエリスが、このような女性の美を競うような大会に、まさか出るとは思っていなかったからだろう。

　一体、どのような格好で出るのだろうか。

　期待と不安が入り交じったような空気の中、老紳士のアナウンスでエリスが現れる。




「…………………………………………痛っ!?」




　エリスが現れると同時に、勇悟は思わず手にしていた箱を落としてしまった。

　本当なら今すぐにでも箱を拾うべきなのだろうが、勇悟はそれを忘れてステージに見入っていた。

　ステージに現れたエリスは、いつもと随ずい分ぶん印象が変わっていた。

　いつも後ろに流している髪は、上にまとめられ綺き麗れいに結われており、普段は見えないうなじが見えるのは、勇悟的にかなり得点が高かった。身に纏う衣装も、普段の露出の多い騎士の服とは随分と違うものになっており、胸と背中が大きく開き、腰はキュッとくびれ、床につくほど長いスカートが特徴の漆黒のイブニング・ドレスを着ていた。












　スカートにはかなり深いスリットが入っており、エリスが足を動かすたびに、ワインレッドのストッキングとガーターベルトがちらと見えるのが、勇悟の平常心を奪っていった。

「わあ、エリス様、綺麗ですね」

　いつまで待っても戻ってこない勇悟を心配したのか、いつの間にか隣にメアリーが立ってステージ上のエリスを見ていた。

「普段の凜々しい姿も素敵ですけど、ああいった女性らしい格好も素敵ですね」

「そうですね。本当に綺麗です」

　勇悟は自分の胸の動どう悸きが、かつてないほど速く脈打っているのを隠すように、荒々しく胸を摑む。

　花道を悠ゆう然ぜんと歩くエリスを見て、観客たちは目を奪われたように口を開けたままの姿勢で固まり、溜息を吐き、熱い声援を送っていた。

　それらの歓声に、エリスはぎこちないながらも笑顔で応える。その不慣れな様子が見る者の心をさらに摑み、会場はかつてないほどの盛り上がりを見せていた。

「…………」

　その様子を、ステージ裏にいる勇悟は複雑な気持ちで見ていた。

　華やかな舞台で活躍するエリスを見て、まるで彼女がどこか遠くへ行ってしまったように思えたのだ。

「心配しなくても、大丈夫ですよ」

　すると、勇悟の気持ちを察したかのようにメアリーが優しく話しかけてくる。

「どのような格好をされていても、エリス様はエリス様です。いつもと違う姿を見ていると不安に駆られるかもしれませんが、そんな心配は大体杞き憂ゆうに終わりますよ」

「そう……ですよね」

　そうだ。別にこれを機に、エリスが自分の前からいなくなるわけではないのだ。明日からは、またいつもの少し煩うるさいエリスに戻ってくれるはずだ。

　メアリーの言葉を聞いて、勇悟は胸がスッと軽くなるのを自覚した。

　その様子が顔に出ていたのか、メアリーは勇悟の足元に落ちていた箱を拾うと、口を尖らせて咎とがめるように話す。

「とりあえず、ミスコンが終わるまでに全ての作業を終わらせなければならないのですから、ぼやぼやしている暇はありませんよ？」

「……そうでした。失礼しました」

　勇悟はメアリーに謝罪すると、彼女から箱を受け取る。

　話には聞いていたが、仕事をしている時のメアリーは、いつもと比べるとかなりしっかりしていた。

　てきぱきと仕事をするメアリーを見て、自分もしっかりしなければと思うと、勇悟は遅れを取り戻すように仕事に没頭した。




　その後、ミスコンの全てのプログラムが終わり、審査に入ると、ステージ裏は修羅場と化していた。

「私が頼んだ服って一体どこにあるの？」

「ねえ、このズボン、きつくて穿けないのだけれど、どうするのかしら？」

「それより服を脱ぎたいのだけれど、どなたか力を貸してくれないかしら？」

　審査の待ち時間の間に行われるファッションショーの衣装に着替えようというのだが、いかんせん人数が多いのと、普段は自分で着替え一つしないような貴族の娘がいたので、予定の時間になっても着替えが完了しなかったのだ。

　メアリーが時間きっかりに仕事を終わらせていただけに、ここで無駄に時間を浪費するわけにはいかなかった。

「……かといって、俺が手伝うわけにはいかないよな」

　勇悟は更衣室の前でどうしたらいいかわからず、ただひたすら右往左往していた。

「ユーゴ君、何かあったのかい？」

　予定の時間になってもファッションショーが始まらないことに、何かあったのかと心配になったのか、焦った様子のシュナイダーが声をかけてきた。

「もう次のファッションショーを開く時間だと思うけど……まさか、説得に失敗したのかい？」

「い、いえ、説得には成功したのですが……」

　現れたのが男性のシュナイダーだったことに勇悟は落胆の色を隠せなかったが、経験豊富なシュナイダーならば何か打開策を提案してくれるのではないかと思い、相談を持ち掛ける。

「その、どうやら着替えに手間取っているようです。中でメアリーさんが手伝っているのですが、中々上手くいかないみたいで、どうしたらいいものか……」

「なるほど、ミスコンの出場者には、貴族の令嬢が多いからね。生まれてから一度も自分で服を着たことがないという令嬢もいるはずだ」

　報告を聞いたシュナイダーは、得心がいったと何度も頷くと、勇悟を押し退けて更衣室に入っていこうとする。

「ちょ、ちょっと待って下さい。シュナイダー様、何を!?」

「何って時間がないのだろう。だったら、一刻も早く彼女たちの着替えを手伝わないと。心配しなくても、僕は貴族の令嬢たちが着ている服も、メアリー君の服も熟知しているからね。脱がすも着せるも思いのままさ」

「だ、だからといって、女性の着替えているところに立ち入るなんて……」

「そうだね。だから、ユーゴ君は表に出てファッションショーの開始を宣言してくれ。準備ができた者から次々と送り出すから、何とか場を繋ぐんだ。やれるね？」

「は、はい！」

　シュナイダーの迫力に、勇悟は思わず背筋を伸ばして返事をする。

　その隙にシュナイダーは勇悟の脇をするりと抜けると、更衣室へと入っていってしまった。

「あっ……」

　途端に更衣室の中から女性たちの悲鳴が上がるが、シュナイダーは全く意に介した様子もなく女性たちの服を剝ぎ、着替えさせているようだった。

「……………………行くか」

　一瞬だけ、ほんの一瞬だけ羨ましいと思ったが、勇悟は自分のなすべきことをするために、ステージへと足を向けた。




　勇悟がステージの上に立つと、何事かと集まった人たちが一斉に勇悟を見やる。

　予想を遙かに超える人々に見つめられ、勇悟は一気に緊張が高まるのを自覚するが、大きく深呼吸を一つして、腹の底から声を出すように話し始める。

「えーっ、ただ今、ミスコンの審査が行われています。その時間をいただきまして、皆様にミスコン出場者によるファッションショーをご覧に入れたいと思います！」

　すると、その声に反応して観客たちが一気に沸く。

　勇悟は沸き立つ観客たちをどうにか宥なだめると、女性たちの着替えが終わっていることを祈りながらファッションショーのアナウンスを始める。

「早速参りたいと思います。それでは、最初の方どうぞ！」

　ファッションショーの開始を宣言すると、間もなくメアリーの服に着替えた女性、プリムローズが颯さつ爽そうと現れる。

　どうやら着替えは無事に済んだようだ。

　その事実に、勇悟はホッと一息つきながらアナウンスを始める。

「最初に登場したのは、ミスコンでも最初に登場していただいたプリムローズ・ラシッド・フェルスト様です。彼女が着ているのは、昨日発売したばかりの新商品です」

　勇悟のアナウンスを受けて、メアリーの服に着替えたプリムローズは、笑顔で愛あい嬌きようを振りまきながら花道へと進む。

「えっ、これってどういうこと？」

「プリムローズ様が穿いてるのって、ズボン……だよな？」

　しかし、プリムローズを見る観客たちの間には、ミスコンの時のような熱狂した様子はなく、むしろ戸惑いの様子さえ見て取れた。

　その理由は、言うまでもなくプリムローズの格好にあるだろう。

　青い細身のズボンに、リボンもフリルも、ましてや飾りボタンの一つもついていないシンプルな白い綿のシャツ一枚、所謂いわゆるスキニージーンズにＴシャツ姿のプリムローズに、どう反応したらいいのかわからないようだった。

「むっ、このわたくしを見て、何も感想がないなんてどういう了見かしら……」

　歓声が湧かないことに、プリムローズは不満そうな顔になる。

「み、皆さん！」

　会場に漂い始める不穏な空気を振り払うように、勇悟は前へ出て声を張り上げる。

「今まで見たことがない斬新な服に驚いたかもしれません。ですが、この服こそが、女性の新たな道を開いてくれる服であると断言します」

　勇悟はプリムローズの隣に立つと、着ている服を指し示しながら話す。

「先ずはこのズボン。ズボンは男性の服だと思っていらっしゃる方が大半だと思いますが、そんなことは誰が決めたのでしょうか？　少なくとも俺の世界では……ええっと、異世界では、女性でもズボンを穿くのは当たり前のことです。どうですプリムローズ様、初めてズボンを穿いてみた感想は？」

「そうですわね。これはこれで、中々悪くありませんわ。何より動きやすいのが魅力的ですわね」

「そうです。これこそがズボンの最大の魅力です。ズボンを身に着けると、スカートの時とは違い、動きが阻害されることがないので、活動の幅を広げることができます。しかも、このズボンはキャンバス生地で作られているため、丈夫で長持ち、染料にはノウマッドで蛇や虫よけ効果があると言われているアイという染料を使っていますので、蛇や虫が苦手な方でも場所を選ばず、どこへでも好きなところへお出かけできます」

「このズボン、蛇や虫よけ効果まであるのですの？」

「はい、これは男性用にも同じ素材が使われていますので、蛇や虫が苦手な男性がいらっしゃいましたら、ぜひともあちらの物産展でお買い求め下さい」

　勇悟が物産展の方を指差して叫ぶと、あちこちから笑い声が上がる。

「さて、少し話が脱線してしまいましたね。このズボンですが、男性用のズボンとは、少し違う作りになっているのにお気付きでしょうか？」

　そう言うと、勇悟はプリムローズの足を見るように手で示す。

「ご覧ください。このズボン、男性用のゆったりと穿くズボンとは違って体に密着するようになっています。こうすることで女性特有のしなやかで美しい脚線美が表へ出て、より女性らしい魅力を引き出すことができるのです。どうですか？　普段、スカートに隠れて見えない足が出ると、男性の皆さんはドキドキしませんか？」

　勇悟の言葉に、プリムローズは挑発するように足を上げて自分の足を見せつける。

　細いが、決して痩せ過ぎというわけではない見事にしまったプリムローズの足に、観客たち、主に男性から「おおっ」という感嘆の声が漏れる。

　それを見た勇悟は「そしてさらに」と、今度はプリムローズが着ているシャツを指差す。

「上着は軽くて肌触りの良い綿で作られたシャツとなっています。素材が綿なので通気性がとてもよく、ほどよく汗を吸ってくれますので、暑い日はこれ一枚で、寒い日は中に着て、寒さを緩和する役目も果たしてくれる一年中着ることができるシャツです。今回、プリムローズ様には、用意したシャツの中で最も基本的なものを着てもらいました。機能についてはたった今説明した通りですが、プリムローズ様、実際に着てみた感想はどうですか？」

「そうですわね。頼りなさそうな服ですが、こちらも羽が生えたみたいに軽くて、とっても動きやすくて着心地は申し分ありませんわ。体にぴったりとくっついているのに、脇や首元に余裕があるのも非常に好ましいですわね。ただ、普段着ているドレスと余りに違うから、皆様の反応が気になりますわ。果たしてこの格好が本当に女性らしい、男性とは違う格好なのかしら？」

「ええ、もちろんです。それでは何処が男性の服と違うかを説明させていただきます」

　勇悟はプリムローズの胸部から腰にかけて手で示しながら話す。

「一見するとただのシャツに見えるかもしれませんが、こちらは女性用に胸と腰の部分に手が加えられ、体のラインが出るような特別仕様になっています。女性らしい体のラインが出ることの美しさは、先程のミスコンでのプリムローズ様の衣装をご覧になって、皆さんすでにご存知でしょう？」

　その言葉に、観客たちは素直に頷く。

「はい、つまりこちらの服にも、プリムローズ様が着ていたドレスと同じような仕掛けが施されているのです。このちらりと見える鎖骨からふくよかな胸、くびれた腰へと続き、そしてしなやかな足にかけての見事な曲線を見て下さい。これらを見ると、豪奢で華か麗れいなドレスとはまた違う、爽さわやかで健康的な新しい魅力が体現されていると思いませんか？」

「おおっ、確かに」

「言われてみれば、華やかなドレスにはない美しさがあるな」

　勇悟のアナウンスに、主に男性の観客から賛同する声が上がる。

「そうでしょう。ほら、プリムローズ様。早速、プリムローズ様の新たな魅力に気付いた方が現れたようです。せっかくですから、この場にいる皆さんにその服の素晴らしさを披ひ露ろうしてくださいませんか？」

「そうですわね……こうかしら？」

　勇悟の要望に、プリムローズは髪をかき上げて自分の体を見せびらかすようにポージングを取る。

　それを見た観客たちの間から再び「おおっ」という感嘆の声が漏れる。

「フフッ、ようやくわたくしの美しさを理解したようですわね」

　観客たちの反応に気を良くしたのか、プリムローズは頼んでもいないのに次々とポーズを取る。

「ね、ねえ、この格好って……」

「案外、いいかもしれないわね」

　すると、今度は女性の観客の間からメアリーの服を褒ほめるような声が出始める。

（よしっ！）

　観客たちの呟きを聞き逃さなかった勇悟は、このチャンスを逃すまいと声を張り上げる。

「さあ、この服の魅力が伝わったところで、どんどん参りたいと思います。プリムローズ様、ご協力ありがとうございました」

「あら、わたくしはまだ……」

「プリムローズ様、ありがとうございました。続いては……」

　まだ自分をアピールしたそうなプリムローズにどうにか帰ってもらうと、勇悟は次の女性を呼ぶためのアナウンスを開始した。




　その後に登場した女性たちも、基本的にプリムローズが着ていたものと同じズボンを穿いた、パンツルックでの登場となった。

　しかし、彼女たちが着ている衣装には、それぞれ各自が考えたアレンジが施され、シンプルで簡素な服にそれぞれの彩が加えられていた。

　それら一つ一つを、勇悟は丁てい寧ねいにアナウンスして観客たちに伝えていく。

「今度のシャツは、裾や袖の部分に見事に編み上げられたレースが付けられていますね。これだけで女性らしさが何倍にも膨れ上がるのがわかると思います」

「おおっ、これは非常に色鮮やかな服ですね。ご覧の通りこちらのシャツは簡単に手が加えられますので、皆さんのお好みの形に変えることが非常に容易なのです。ぜひ、ご自分の好みの色や形のシャツを探してみて下さい」

「こちらはシャツの裾をカットしておへそが出るような形になっていますね。こんな魅力的な服を着られてしまうと、男としては目のやり場に困ってしまいますね」

　傍目から見れば小さな変化かもしれないが、観客の女性たちにとってはその変化が重要なようで、勇悟のアナウンスを聞く度にその場所を注視し、どの服がいいか、どれが好みかを話し合っていた。

「さて、続いての登場は……」

　それまで順調にアナウンスしていた勇悟だったが、次に現れた人物の姿を見て、思わず固まる。

　次に現れたのは、用意された服を限界までカットして、玉のような肌を大胆に晒さらしたホットパンツにタンクトップという出で立ちのホタルだった。

「ほら、ユーゴ君。あたしのことも早く紹介してよ」

　赤い顔で固まる勇悟に、ホタルがウインクしながら急かしてくる。

「あっ、は、はい！」

　その言葉に、勇悟は我に返ったかのように大きく跳ねると、自分の頰をぴしゃりと叩いてアナウンスをはじめる。

「し、失礼しました。しょ、少々過激な格好に思わず見惚れてしまいました。次は、クァンダル地区の新聞記者、ホタル・キューンさんです。見ての通りシャツもズボンもバッサリと切った非常にセクシーな装いとなっております。ちなみに、異世界では上のシャツはタンクトップ、ズボンはホットパンツと呼ばれていて男性を魅了する魅惑の服として知られています」

「にゃはは、よろしくね～」

　ホタルが手を振ると、男性の観客たちから地の底から響くような熱い声援が届けられる。

　それを受けてホタルはさらに嬉しそうに男性たちを挑発していた。




　ミスコンに出場した女性たちは、普段から人前に出ることに慣れているのか、それともプリムローズという前例があったからなのか、堂々とした足取りで花道を進み、積極的に色んなポーズを取って観客たちを魅了した。

　ミスコンと遜そん色しよくのない盛り上がりをみせるファッションショーに、気を良くした勇悟のアナウンスにも熱が籠こもる。

　しかし、このまま順調に進むと思われたファッションショーだったが、ある人物の登場で、空気が一変する。

「さあ、どんどん参りましょう。続いては我らがシャルール地区の筆頭騎士、エリス・オネットさんです」

　その声に、今度はエリスがどのような格好で現れるのかと観客が沸く。

　特に手を加えられていないシンプルなジーンズ、Ｔシャツ姿で登場したエリスだったが、

「……あれ？」

「エ、エリス様？」

　歩くエリスを見て、観客たちの間に戸惑いの声が広がる。

　緊張しているのか、エリスの歩き方はかなりぎこちなく、同じ側の手と足を出して歩くなんば歩きになっていた。

　まるでロボットのような動きになっているエリスに、勇悟は小声で話しかける。

「エ、エリス……大丈夫？」

「大丈夫だ。問題ない」

　全く大丈夫そうに見えないんだけどな、と勇悟は思ったが、エリスが大丈夫と言うのだから、ここは彼女を信じることにする。

「エリス、とりあえず笑顔だけは忘れないでね？」

「ま、任せろ。こうだろ？」

　そう言うと、エリスは唇の端を吊り上げ「フヒッ」と笑ってみせる。

「…………」

　その笑顔を見た勇悟は「あっ、こりゃ駄目だ」と思ったが、時間もないのでそのまま進行することにした。




　結果として、エリスの終始ロボットのようなぎこちない動きと、引ひき攣つった笑顔で手を振る姿に、観客は爆笑の渦に包まれたが、エリスは最後までどうして笑われているのか気付くことはなかった。

　思わぬハプニングもあったが、ミスコンの審査の待ち時間を使ってのファッションショーは、大成功の裡うちに幕を閉じた。




「女性たちの新しい魅力を紹介するファッションショー、大変素晴らしいものでしたね。わたくしもあと十年若ければ、魅力的な女性たちを放っておかなかったことでしょう。まあ、十年若くても、彼女たちの父親より年上なわけですが……」

　勇悟の後を引き継いだ老紳士が軽いジョークを飛ばしながら登場すると、会場のあちこちから笑いが起こる。

　老紳士は笑いが一段落するまで笑顔で待機すると、懐から紙片を取り出す。

「それでは、第一回グランマート王国、ミス・コンテストの結果発表を行いたいと思います」

　老紳士が声高々に宣言すると、集まった観客たちが歓声を上げる。

　歓声が響くと、ミスコンに出場した女性たちが次々とステージへと上がり、老紳士の後ろに横一列に並ぶ。

　その姿は、メアリーが用意した衣装のままだった。

　美女に囲まれた老紳士は、嬉しそうに双そう眸ぼうを細めながら、よく通るバリトンボイスで結果を発表していく。

「本来なら一位から発表していくべきなのでしょうが、今回は三番手の方から発表させていただきます」

　老紳士は咳払いを一つして少し間を置くと、手を広げて対象者の名前を告げる。

「第三位は、アルセ・リスペット嬢です」

　名前を呼ばれた女性、アルセは信じられないといった様子で口を手で覆うと、喜びでボロボロと泣きながら前へ出てくる。

　老紳士は泣いているアルセを優しく抱ほう擁ようすると、三位に選ばれた理由を語る。

「アルセ嬢は、アンブル地区の衣料品店で働く看板娘です。数少ない一般市民からの参加となりましたが、彼女の明るくて健気な接客のファンは多く、その方たちからの強力な後押しが三位という結果に結びつきました」

「み、みなさん……本当にあり……とうございます……」

　それ以上は言葉にならないのか、アルゼは顔を覆ったまま一礼すると、元の位置へと戻っていく。

　戻ったアルゼを他の出場者たちが慰めるのを見て、老紳士は結果発表を続ける。

「女性たちの美しい友情を見せていただいたところで、次点の発表に移ります」

　今回も少しだけ間を置くと、一人の女性を手で示す。

「第二位は、エリス・オネット嬢」

「……………………えっ？」

　名前を呼ばれたエリスは、自分を指差して間抜けな声を上げる。

「い、いやいやいや、何かの間違いだろう。私なんかが選ばれるはずがない」

「いえいえ、間違いなくあなた様ですよ。ささっ、こちらへどうぞ」

「あ……ああ」

　まだ納得がいかないのか、エリスは呆然とした足取りで老紳士の横へ立つ。

「と、ところでなぜ私なのだ？　一体、何が要因で私なんかが……」

「ノンノン、駄目ですよ。自分のことをなんか、などと卑ひ下げしては」

　老紳士はエリスの口を優しく押さえると、言うことを聞かない子供をあやすように優しく話しかける。

「それに、あなたは間違いなく審査員から選ばれた二位なのです。それに難癖を付けては、他の出場者の方に失礼に当たりますよ？」

「そ、そうであったな……皆の者、申し訳なかった」

　エリスは出場者たちに頭を下げて謝罪すると、今度は観客に向けて頭を下げる。

「ここに集まってくれた方たちも失礼した。まだ信じられないが、私を選んでくれてどうもありがとう。その……とても光栄だ」

「はい、よくできました。それでは……」

「いや、少し待ってくれ」

　退出を促してくる老紳士に、エリスは待ったをかける。

「最後に一つだけ……現在、我がシャルール地区では、ノウマッドの物産展を開催している。そこで今、私たちが着ているような服が売られている。もし、さっきのファッションショーを見て、少しでも気に入ってくれたら買ってほしい……以上だ」

　胸を張って大声で物産展の宣伝をすると、エリスは一礼して颯爽と元の位置へと戻っていった。




「いやはや、最後はまさかの宣伝でしたね。あっ、シャルール地区の物産展は、あちらに見えるテントで行われています。何やら煙が上がっているところですね。服以外にも、とっても美味しい物が売っているそうなので、良かったら後で訪れてみて下さい」

　老紳士はエリスの後を継いで物産展の宣伝をすると、一つ咳払いをして姿勢を正す。

「それでは、いよいよ第一回グランマート王国、ミス・コンテストの優勝者を発表したいと思います。栄はえあるこの国一番の美女に選ばれたのは…………………………………」

　一位発表を前に、老紳士はグランフェスティバルの結果発表と同様にたっぷりと溜めを作る。

　その長い間に、観客が痺しびれを切らすかどうかという時に、

「プリムローズ・ラシッド・フェルスト嬢です！」

　優勝者を称えるように、手で示しながら声高々に宣言した。

　その宣言に、プリムローズは当然と言わんばかりに大きく頷くと、歓声に応えるように手を振りながら前へ出てくる。

　老紳士の横に並んだプリムローズは、膝ひざを折り曲げて優雅に会釈すると、満面の笑みを浮かべて応援をしてくれた観客たちに応える。

「この度は、わたくしを一位に選んでいただき、光栄ですわ。いただいた称号に恥じぬように、これからも一層、邁まい進しんして参りますわ」

「プリムローズ嬢の勝因は、その容姿もさることながら、シュミーズ・ドレスという体形の美しさが出る衣装で登場したのが大きかったようです」

「あら、でしたら今後は、そういったお洋服が流行るようになるのかしら？」

　プリムローズは自分が着ている服を摘まみながら、笑みを浮かべる。

「もしそうなら、わたくしとしては、このお洋服をお勧めいたしますわ。このお洋服、とっても軽くて動きやすいからすっかり気に入りましたわ。わたくし、趣味で乗馬を嗜たしなんでおりますので、後で乗馬用に何着か買わせていただきたいと思っておりますの」

「そうですか。どうやら今のところは、シャルール地区主催のノウマッド物産展のみでの販売となっているそうなので、早いところ行った方がよろしいかと思いますよ」

「そうなのですの？　それはいけませんわ。ダニエル！　わたくしの声が聞こえたら、急いでこの服を買ってきて頂戴！」

　プリムローズは会場内にいるであろう使用人の名前を叫んで命令を出すと、改めて観客に礼を言って下がった。

「……さて、少し思わぬ方向に話が進んでしまいましたが、これにて第一回グランマート王国、ミス・コンテストの終了を宣言します」

　老紳士が深々とお辞儀をすると、会場から割れんばかりの歓声が響いた。




　ミスコンは男性だけでなく、女性からも共感が得られ、大成功のうちに幕を閉じた。

　最後まで見届けた勇悟とメアリーが物産展の開催地へと戻ると、

「うおっ、な、なんじゃこりゃ!?」

　そこには、昨日とは比べものにならないとんでもない光景が広がっていた。

　ピザをはじめとする惣菜売り場には、百人を超えるような長蛇の列ができており、シャイルが声を嗄からしながら次の焼き上がりの時刻を伝えている。

　小物類を売っている場所も人々で溢れかえり、面白いように商品が売れているようだった。

　そして何より……、

「やった。新しい風が……吹いた」

　ミスコンの成果が早くも出たのだろう。昨日は閑かん古こ鳥どりが鳴いていたメアリーの衣料品店に、女性たちが大挙して押し寄せてきていたのだ。

　我先にとメアリーデザインの服を買う女性たちを見て、勇悟は隣に立つメアリーへと興奮したように話しかける。

「メアリーさん、見て下さい。服が……服が売れていますよ」

「はい、信じられません。私の……私の服がこんなに……」

　メアリーは眼鏡を取って何度も目を拭うが、涙が次々と溢れてきて、いくら拭ってもキリがないようだった。

　勇悟はそんなメアリーを励ますように肩に手を置くと、明るい声で話しかける。

「メアリーさん、まだ泣くのは早いです。目標は売れるようになることではなく、売り上げ目標を達成することです。お店の人たちがてんてこ舞いになっていますから、俺たちも手助けに行きましょう」

「……はい、そうですね。行きましょう」

　メアリーはもう一度だけ涙を拭うと、勇悟と共に衣料品店に急ぎ足で向かった。




　それからの物産展は、終始人で溢れかえり、全ての部門がフル回転状態だった。

　勇悟も少しでもスムーズに買い物ができるように、声の限りアナウンスをして客の誘導を行った。

　途中、お忍びで買い物に来ていたグランマート国王が服を買い求める女性たちにもみくちゃにされているのを見て、グランマート国王の正体を知っている勇悟が蒼ざめる一幕もあったりしたが、日暮れ前には全ての商品が完売した。





　　　　　※






「これが、物産展の売り上げの帳簿です」

　その日の夜遅く、二日分の売り上げをまとめた帳簿を手に、勇悟はソレイユとモトレブの下を訪れていた。

　帳簿を受け取ったモトレブは、中にざっと目を通して目を見開く。

「……何と！　二日で三三○万オールとな!?　昨日は一○○万オールもいかなかったと聞いておったから、絶対に無理だと思っておったぞ」

「全てはメアリーさんの服が売れたお蔭かげです。彼女の力がなければ、これだけの売り上げを達成することは不可能でした」

「うむ、まさかメアリーがのう……こればっかりは、儂わしも予想がつかなかったぞ」

　モトレブは子供の成長を喜ぶように双眸を細めると、ゴロゴロと喉を鳴らす。

「あ、あの……モトレブ様」

　モトレブの機嫌が良いうちに話を進めてしまおうと、勇悟はおそるおそる話しかける。

「その……無事、目標を達成できましたし、シルドラさんの件は？」

「おお、そうだったな。心配せずとも儂は約束を守る男じゃ。おい、紙と筆を……」

　モトレブが声をかけると、お付きの女性が音もなく現れてモトレブに紙と筆を渡す。

　それらを受け取ったモトレブは、サラサラと何かを書き記すと、最後に花か押おうを押して丸め、勇悟に差し出してくる。

「ほれ、これをグランマート国王に手渡すがいい。その男の解放を認める旨むねを書き記しておいた」

「ありがとうございます！」

「気にするでない。ほれ、他の連中が朗報を待っているのじゃろう？　早く報告に行くがよい」

「す、すみません。このお礼は後日必ず……ソレイユ様」

「ええ。モトレブ様、本日は失礼いたします」

　勇悟はソレイユと手を繋ぐと、急ぎ足でグランマート城へと向かった。





　　　　　※






　薄暗く、冷たい風が吹きすさぶ牢獄の隅でシルドラは膝を抱えて蹲うずくまっていた。

「…………はぁ」

　留置場の天井付近にある小さな窓から見える月を眺めながら、シルドラはもう何度目になるかわからない溜息を吐く。

　この三週間、最低限の寝食は保障されていたが、毎日が不安で仕方なかった。何度か近況報告のために勇悟が訪ねてきてくれたが、その度に勇悟をはじめとする地区の皆に申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

　どうしてあそこで自分を抑えることができなかったのだろうか。せめて話し合いをするべきではなかったのか。そんな自問自答を繰り返して日々を過ごしていたのだが、

「おい、出ろ！」

　突然、留置場の扉が開き、兵士から外へ出るように命令された。

「聞こえなかったのか。外へ出ろ。釈放だ」

「ヒッ、は、はい！」

　恫どう喝かつするような声に、シルドラはビクッ、と反射的に立ち上がると、オドオドとした足取りで留置場から出た。




　およそ三週間にも及ぶ監禁生活から解放されたシルドラは、凝り固まった体をほぐすように大きく伸びをする。

「うう……痛っぅぅ……狭いところにいたせいか、体のあちこちが痛いや」

「シルドラさん！」

　詰所から出るとすぐに声がかかり、シルドラは声がした方に顔を向ける。

　声の主を見た途端、シルドラは安あん堵どの表情を浮かべ、思わず涙ぐむ。

「ユ、ユーゴ……約束守ってくれたんだな」

「思ったより時間がかかってしまいましたけどね。それよりシルドラさん、何処か具合の悪いところはありませんか？」

「大丈夫だ。丈夫なことだけが俺の取り得だからな」

「それは何よりです。じゃあ、早速ですがシャルール地区に帰りましょう」

「あ、ああ……」

　シルドラは勇悟の隣に並ぶと、そのまま歩き出そうとする。

　しかし、

「ユ、ユーゴ？」

　どういうわけか、勇悟は何も言わずにシルドラと距離を取る。

　一歩近づく度に距離を取る勇悟を見て、シルドラが泣きそうな声で質問する。

「な、何だよ。もしかして、俺みたいな犯罪者に近付きたくないってか？」

「い、いえ、そういうわけではないのですが……」

　勇悟は顔をしかめると、鼻を摘まみながらシルドラに提案する。

「シルドラさん、とりあえず体だけでも拭いていきましょう。ハッキリ言って臭いです」

　三週間もの間、一度も風呂に入らなかったシルドラの体からは、酸っぱいような何とも言えない不快な臭いがした。




「おおっ、懐かしの我が店よ！」

　体を洗ってシャルール地区に戻って来たシルドラは、自分の店の前で膝をついて感涙にむせぶ。

　そのまま店の扉に頰擦りするシルドラに、後ろから声がかかる。

「全く、店に愛着があるのは結構だが、それよりもすべきことがあるのではないか？」

「しかもまた泣いているし……あんたは相変わらず女々しいね」

「み、皆……」

　そこには、シャルール地区の皆が揃っていた。

　まさか全員揃って出迎えてもらえると思わなかったのか、シルドラは暫しばし呆然とソレイユたちを見つめていたが、

「こ、この度は、地区に多大なる迷惑をかけてしまい、大変申し訳ありませんでした！」

　何かに弾かれたかのようにソレイユたちの下へと駆け寄ると、地面に額を擦りつけて謝罪する。

「どんな処罰でも甘んじて受けます。タダ働きでも何でもします。ですが、お願いします。この店だけは、この店だけは俺から奪わないで下さい！」

「その心配はいりませんよ」

　ソレイユは膝をついてシルドラの顔を上げさせると、手を取って微笑を浮かべる。

「シャルール地区の青果店を任せられるのは、シルドラさんだけです。今回のことは確かに軽率でしたが、シルドラさんの気持ちもわかります……ですが、お願いですから今後はこういうことはなしにして下さいね？」

「は、はいぃ！　寛大な処置、ありがとうございます！」

　シルドラは滂ぼう沱だの涙を流しながら、再び地面に頭を擦りつける。

「も、もう、止して下さい。それよりも……」

　ソレイユは再びシルドラの顔を上げさせると、自分の後ろを見るように指示する。

　指示されるままにシルドラがソレイユの後ろを見やると、

「メ、メアリーさん……」

　商人たちの陰に隠れるように、赤い顔をしたメアリーがこちらを見ていた。

　メアリーの顔を見た途端、シルドラの白い顔が面白いほど赤くなる。

　口をパクパクと開閉させながら固まるシルドラに、ソレイユが優しく語りかける。

「今回、シルドラさんが無事に解放されたのは、メアリーさんが頑張ってくれたからなんです」

「えっ、ほ、本当ですか？」

「本当です。メアリーさんがシルドラさんを救うために、新しいお洋服をたくさん作ってくださったんです。その売り上げがなかったら、シルドラさんを助け出すのは難しかったでしょう」

「そう……だったんですか」

　シルドラはゆっくりと立ち上がると、ふらふらとした足取りで歩き出す。

　それを見た商人たちは、メアリーを優しく押し出すと、自分たちは脇へとどく。

　二人の再会を邪魔しないようにという判断からだった。

　そんな周りの思惑通りに、二人はお互いの手が届く距離まで近付く。

　メアリーは顔を真っ赤にして、落ち着かない様子で指をもじもじさせていた。

　それを見たシルドラは、唾を飲み込んでから意を決したように話しかける。

「あ、あの……」

「はいっ!?」

　話しかけられたメアリーは背筋をピンと伸ばし、気を付けの姿勢になる。

「あの……そ、その……ご自分の服、作れるようになったんですね」

「あっ、はい……お蔭様で」

　そこまで話したところで、二人はまた顔を俯かせて黙ってしまう。

　そんな二人の様子を見ていた勇悟は、三さん白ぱく眼がんでボソッと呟く。

「……何だか、物凄くイライラしますね。早く言えばいいのに」

「ス、スメラギ様。そうおっしゃらずに……お、お気持ちはわかりますが」

　怒る勇悟をソレイユが宥めてくるが、その声に咎めるような色はない。

　この状況にイラついているのは、何も勇悟だけに限ったことではなく、この場にいるほぼ全員が勇悟と同じ気持ちのようだった。

　すると、停滞した空気を振り払うように、シスネが檄を飛ばす。

「ほらっ、いつまでちんたらやってるんだい！　皆もメアリーさんも、あんたからの言葉を待っているんだよ！　ここは男らしくビシッといきな！」

「わ、わかってるよ！」

　シルドラは照れを隠すように叫ぶと、大きく深呼吸をしてメアリーを見やる。

「メ、メアリーさん！」

「は、はい……」

「今日は本当にありがとうございました。この御恩は決して忘れません。それと、もう遅いですから帰った方がいいですよ。皆さん心配すると思います」

「えっ？」

「俺も疲れたんでもう帰って寝ようと思います。それでは、また！」

　シルドラは早口でそう告げると、脱だつ兎とのごとく走り去ってしまった。

「えっ、ええ!?」

　残されたメアリーは、何を言われたのかわからず目を白黒させていた。

　それはここにいる他の人間も同じようで、誰もが口を開けたまま呆然と佇たたずんでいた。

　唯一、過去のシルドラの行動からそんな結果になるような気がしていた勇悟は、

「……小学生か」

　以前したツッコミの言葉を、大きな溜息と共に漏らした。













　物産展の翌日から職場に復帰したシルドラだったが、その顔にはいつもの覇気はなく、白い顔をさらに白くさせてまるで幽ゆう鬼きのような様子で店頭に立っていた。

「…………いらっ……しゃい」

　まるで勇ゆう悟ごがこの世界に来た時に戻ったかのような……いや、あの時以上に、今のシルドラからはやる気が感じられなかった。

「はぁ……やっぱり」

　昨日の夜、メアリーとあのような別れ方をしたので落ち込んでいるのでは、と心配になってシルドラの様子を見に来た勇悟は、呆れたように嘆息する。

「シルドラさん、そんなに後悔しているなら、どうしてあの場でメアリーさんに自分の想いを告げなかったのですか？」

「な、何だよ。ユーゴ……いきなり訪ねて来たと思ったら、俺が何だって言うんだ」

「いい加減、素直になったらどうですかって言ってるんです。メアリーさんのこと、好きなんでしょ？」

「ハ、ハハ……ユーゴは面白いことを言うな。だ、だだ誰が誰をす、すすすす好きだって？　余り年上をからかうもんじゃないぞ」

　どうやらあくまでも白を切るつもりのようだ。

「はぁ……もういいです」

　これ以上は何を言っても無駄だと判断した勇悟は、せめて仕事だけはちゃんとやるように、と注意だけしてシルドラの店を後にした。

　しかし、その後もシルドラは仕事で精せい彩さいを欠き、何度も同じミスを繰り返したので、見かねた勇悟が青果店の手伝いをすることで、どうにか事なきを得た。




　せっかくシルドラが戻って来ても、このままではいない時と変わらないと思った勇悟は、色々と白黒はっきりさせるため、メアリーを訪ねることにした。

「お～、凄いな……」

　シルドラ解放のお礼を言いに来て以来、はじめてノウマッドのキャンプ地を訪れた勇悟は、活気あふれる様子を見て思わず声を上げる。

　現在、ノウマッドでは物産展で得た資金を使って、全ての馬車の大々的な補修作業が行われていた。

　勇悟の目の前では、ノウマッド内で一番大きな馬車の補修作業が行われており、屈強な男たちが威勢の良い掛け声を掛けながら、平屋の一軒家よりも大きな車輪をゆっくりと外していた。

　何本もの縄を巧みに使って車輪をゆっくりと横にすると、さらに道具を使って一つ一つの部品へとバラバラにしていく。そうして痛んでいる個所や、交換が必要な個所を見つけては、手際よく処置を施していく。

　その華か麗れいな手て捌さばきも流石さすがだったが、何十人もの男たちが見事な以心伝心で、次々と馬車を解体し、直していく様は圧巻の一言だった。

「よう、ユーゴじゃないか。元気だったか？」

　職人たちの見事な手際に見み惚とれていると、馬に乗ったシャイルが声をかけてきた。

「物産展以来だな。元気にしていたか？」

「ええ、お蔭かげ様さまで……実は、メアリーさんに会いに来たんです」

「あ～、メアリーねぇ…………どうかねぇ？」

　メアリーの名前を出した途端、シャイルは何とも言えない顔をする。

　シャイルの様子を見て、勇悟はまさかと思い青ざめる。

「メアリーさんに何かあったんですか？　も、もしかして……服飾工房の方たちと何かしらの問題が発生したとか？」

「いや、そういうわけじゃないんだが……まあ、あれこれ詮索するより、直接見た方がいいだろう。案内するから乗りなよ」

「えっ、その馬に……ですか？」

　馬上を指差され、勇悟は思わず固まる。

　どうやらシャイルは、馬車の補修作業の邪魔にならないよう、馬車を引く馬を移動させている途中だったらしいが、巨大な馬車を引く馬なだけに、そのサイズも普通の馬とは一線を画していた。

　最近になって、勇悟はようやくエリスの後ろに乗ることには慣れたが、それはあくまで普通のサイズの馬の話だった。

　巨大な馬を前に逡しゆん巡じゆんする勇悟に、シャイルが手を差し伸べながら話しかけてくる。

「大丈夫だって。ナリはでかいが、おとなしい奴だからよ。こうパッと、チャチャッと乗れるからそんなに怯えるなよ」

「はぁ、パッと、チャチャッとですか……」

　言いたいことは全く理解できなかったが、せっかくの好意を無下にするわけにはいかないと思い、勇悟は手を伸ばしてシャイルの手を摑む。

「よっ……と！」

　勇悟の手を摑んだシャイルは、掛け声を掛けて勇悟の体を軽々と持ち上げると、そのまま自分の後ろに落ち着かせる。

「ほらな。大丈夫だったろ？」

「は、はい、そうですね……ハハハ」

　そうは言うが、エリスの後ろに乗る時とは比べ物にならないほどの目線の高さに、勇悟は全身が震えるのを止められず、乾いた笑い声を上げた。




　図体が大きいだけあって、シャイルが駆る馬は、服飾工房がある馬車まであっという間に辿り着いた。しかも、馬から下りずに馬車の二階部分に入ることができるようになっているのは、ノウマッドならではの知恵ともいえた。

「あっ、ユーゴさん。いらっしゃい」

　馬車の中に入ると、両手にたくさんの布の巻物を抱えたメアリーが声をかけてきた。

「今日はどうしたのですか？　また何か面白いことでも考え付いたのですか？」

「い、いえ……そういうわけではないのですが、メアリーさんの方こそ大丈夫だったのですか？」

「えっ、私ですか？　私はむしろ、あれ以来とても忙しくさせていただいて、ユーゴさんにはいくら感謝しても足りないくらいです」

　メアリーの話によると、物産展でメアリーが考案した服が売れたことを受け、ノウマッドでも同じ服を作るようになったという。そこでメアリーは新しい服の型紙作りと、職人の指導に駆り出され、さらに、今まで作らせてもらえなかった女性用の服も手掛けさせてもらえることになり、以前とは比べものにならないほど忙しくなったという。

　嬉しそうに現状を報告するメアリーを見て、勇悟も釣られて笑顔になる。

「それはおめでとうございます。夢が叶いましたね？」

「はい、ありがとうございます。これも全て、ユーゴさんのお蔭です」

「そんな……俺は少しお手伝いをしただけです。メアリーさんが考えた服が良かったから、それに結果が伴っただけですよ」

「それでもお礼を言わせて下さい。ユーゴさんがいなかったら私は何もできなかった。何も変えられなかったと思うのです……それに、シルドラさんとも出会えなかった」

「あっ、その、シルドラさんなのですが……」

　シルドラの名前が出たところで、勇悟が本題を切り出そうとするが、

「あの、メアリー……さん」

　その前に、メアリーに遠慮がちに声をかけてくる者がいた。

　それは、苦虫を嚙み潰したような顔をしたサルトだった。

「その……わからないことがあるので……お、教えてもらえますか？」

「あっ、はい。わかりました……それと、私にそんなに畏まらないで下さい」

「そういうわけにはいかない……ので、じゃあ、待ってます」

　サルトはぺこりと頭を下げると、力ない足取りで去っていく。

　去っていくサルトを見ながら、勇悟は唖あ然ぜんとした様子で呟く。

「…………その、もしかして随分と偉くなりました？」

「もう、よしてください……あっ、そういえば、申し訳ないんですが、これから暫しばらく忙しくてシャルール地区に行けそうにないんです。だから、ユーゴさんからシルドラさんによろしく言ってもらえますか？」

「えっ？　あっ、はい……」

「よろしくお願いします。すみません、もう行かないと……」

　メアリーは慌ただしく頭を下げると、パタパタと忙しそうに去っていった。

「あ、あの……」

「まあ、そういうわけなんだよ」

　嵐のように去ってしまったメアリーに何も言えず、唖然としている勇悟に、シャイルが苦笑しながら話しかけてくる。

「見ての通り、メアリーは新しいことを学ぶのに忙しいみたいでな。どうやらノウマッドの服を全て作れるようにするみたいだぜ」

「そうなんですか？　まあ、それがメアリーさんの望みだっていうのは知ってましたけど、どうしてそんな急に……」

　確かに自分の夢が叶い、新しい技術を学べるのは嬉しいかもしれないが、そこまで急がなくてもいいのではと勇悟は思う。

　それともシルドラの子供みたいな態度を見せられ、幻滅してしまったのだろうか。

　そんなことを勇悟が考えていると、シャイルが勇悟の肩を抱き寄せて耳元で囁ささやいてくる。

「ところでユーゴ、ちょっと相談があるんだがいいかな？」

「えっ、何ですか？」

「まあ、いいから……ちょっと耳貸せよ」

　そう言うと、シャイルは勇悟にある相談を耳打ちした。





　　　　　※






　ノウマッドの馬車の補修作業は、たっぷり一週間かけて行われた。

　その間、メアリーは一度もシャルール地区を訪れることはなく、シルドラも勇気を出してノウマッドを訪ねることもしなかった。

　当初、シャルール地区の商人たちは、少しでもシルドラに元気になってもらおうと、どうにかしてメアリーに想いを告げてもらおうと、あれこれ世話を焼いたが、シルドラは頑なに動こうとはしなかった。

　その余りにも腑抜けた態度に、商人たちは呆れ、徐々にシルドラに声をかけなくなっていった。




　──そして、物産展の夜以降シルドラとメアリーは一度も出会うことなく、ノウマッドが旅立つ日がやって来た。

　旅立つノウマッドの人々を見送ろうと、数多くのグランマート王国の民がノウマッドのキャンプ地を訪れ、勇悟とソレイユ、エリスの三人も多くの一般人の中に混じって、着々と進む準備の様子を見学していた。

「何だか、寂さびしくなってしまいますね」

　放牧していた家畜を牧羊犬が次々と馬車に入れていくのを見ながら、ソレイユが隣に立つ勇悟に感慨深げに話しかける。

「ひと月ちょっとの短い間でしたが、随分と長くいらしたように思いますね」

「その間、色々とありましたからね……思い返すと、我ながらよく乗り切れたものだと思いますよ」

　勇悟はこのひと月のできごとを思い出し、思わず大きく嘆息する。

「シルドラさんの暴走がなければ、もう少し楽に終われたと思うんですけどね」

「まあまあ……逆に考えれば、シルドラさんのお蔭で予想を遙かに超える大成功を収めることができたのですから、よしとしましょうよ」

　ソレイユは勇悟の手を取って、明るい声で励ます。

「……それで、その元凶となったシルドラはどこにいるのですか？」

　ノウマッドの見送りに来た人々の中にシルドラの姿がないことに気付き、エリスが眉根を寄せる。

「もしや、奴はまだウジウジと引ひき籠こもっているのですか？」

「もしかしなくても、その通りだろうね」

　エリスの疑問に、額に青筋を浮かべた勇悟が答える。

「昨日の夜、ノウマッドが旅立つという話を振ったけど、自分には関係ないって冷たくあしらわれたよ。メアリーさんに会えなくなるって言ったら、動いてくれると思ったんだけどな……」

「全く……彼奴はシスネが言う通り、本当に女々しい奴だな」

「ま、まあまあ二人とも……あっ、ほら、見て下さい」

　怒りを通り越して呆れ果てる勇悟たちに、ソレイユが慌てたように取り成す。

「ノウマッドの人たち、そろそろ出発するみたいですよ」

　ソレイユの言葉に反応して顔を向けると、列の先頭に立つ巨大な馬が嘶いななき、ゆっくりと動き出すのが見えた。

　同時に、馬車の天井にノウマッドの人々が姿を現し、見送りに来た人々に手を振りはじめる。

　それを見て勇悟たちも周りにいる人たちも、一斉に手を振り始める。

　手を振る人の中にはモトレブやシャイルの姿もあり、勇悟は最高の食べ物と、物産展という場を与えてくれた彼らに感謝を込めて笑顔で手を振る。

　これからシャイルたちは、この地で得た経験を活かし、普段の売店でも質のいい接客を行い、条件さえあえば畜産物以外の商品を販売する物産展の開催も視野に入れているという。そしてゆくゆくは、ノウマッドをもっと大きく、活気のあるキャンプへと発展させていくと言っていた。

　元々、魅力的な商品が揃っているノウマッドなだけに、彼らが本気を出せばシャイルたちの夢が叶うのもそう遠くない日のように思えた。




　ノウマッドの馬車は徐々に速度を上げ、草原から街道に出ると、抵抗が少なくなるからかさらに速度が出る。

　このままでは、馬車が地平線の彼方に消えるまでそう時間はかからないだろう。そう思っていると、

「待ってくれ！　ちょっと待ってくれ！」

　グランマート王国の人々の輪から、一つの影が飛び出す。

　エプロンを身に着けた白い虎の亜人種、シルドラがノウマッドの馬車群に向かって大声で叫ぶ。

「俺はまだ、何にも想いを伝えていない！　このままさよならなんて、絶対に嫌だ！　メアリーさん、俺は、俺は……」

　シルドラは大きく息を吸うと、口に手を当てて全力で思いの丈をぶちまける。

「俺は、メアリーさんが大好きだああああああああああああああああぁぁぁっ!!」

　しかし、シルドラの想いが届かなかったのか、馬車は速度を緩めることもなく、どんどん小さくなっていった。




　程なくして馬車が地平線の彼方に消えると、シルドラはその場に膝ひざをついて項うな垂だれる。

「う……ううっ、こ、こんな気持ちになるなら、もっと早く自分の気持ちを伝えておけば良かった」

　シルドラは地面に顔を擦りつけると、悲しみにむせぶ。

「俺は馬鹿だ！　どうして素直にならなかった」

「あ、あの……」

「次に会えるのはいつになるかわからないのに、それまで覚えていてもらえる保証なんてないのに、どうして、どうして……」

「あのっ！」

「──っ!?」

　後ろから強めに声をかけられたシルドラは、思わずその動きを止める。

　まさか、そんなはずはない。

　シルドラはわなわなと唇を震わせながらゆっくり後ろを振り返る。

「メ、メアリーさん……」

　そこには、いるはずがない人物がいた。

　二つの巻き貝のような角を持ち、眼鏡をかけたおっとりとした印象の女性、メアリーが赤い顔をして立っていた。

　口元を隠すようにもじもじと身み悶もだえるメアリーの姿に、シルドラの顔が一瞬にして赤く染まる。

「ど、どどどうしてメアリーさんがここに!?　ば、馬車に乗らなくて大丈夫なのですか？」

「は、はい、その……私、馬車を降りることにしたんです……」

「ええっ!?　どうしてですか？　ま、まさか……俺を助けるために無茶をしたのが原因で、居場所がなくなったとか？　だ、だったら大変だ。何としても、戻れるようにお願いしないと……」

「シルドラさん、落ち着いて下さい。それについては俺が説明しますよ」

　混乱して今にもノウマッドの馬車を追いかけようとするシルドラを諭すように、勇悟が話しかける。

「実は、物産展が終わった後、シャイルさんからあるお願いがあったんです」

「お、お願い？」

「はい、せっかくシャルール地区との繋がりができたのですから、それを簡単に失いたくない。次回来た時のために、何かしらの形で繋がりを残せないかと提案を受けたのです。ですから俺の方から、シャルール地区にノウマッドのアンテナショップ……ええっと、つまり、ノウマッドのお店をシャルール地区に出しませんか？　と提案したんです」

　流石にノウマッドの畜産物を取り扱うわけにはいかなかったが、それ以外の商品、物産展で販売したような小物や衣料品を、引き続きシャルール地区にて販売することが決定し、ノウマッドの商品を作る職人として、メアリーと数名の人間がシャルール地区に残ることになったのだった。

　シャルール地区としても、アンブル地区代表シュナイダーから衣料品の材料仕入れ先を紹介してもらったばかりだったので、地区に衣料品店ができるこの提案は、正に渡りに船だった。

「しかも、後から聞いた話ですけど、この企画の提案者は、メアリーさんだったそうです」

「えっ、メ、メアリーさんが？」

　まさかの話に、シルドラは思わずメアリーを見やる。

「い、いいんですか？　だってようやく認められたんでしょう？　それに、ノウマッドの方がメアリーさんをそう簡単に手放すものなんですか？」

「それについては大丈夫です。流る浪ろうの民であるノウマッドでは、途中で馬車を降りる方は存外多いのです。旅は過酷ですから、怪我や病気で行動を共にできなくなり、やむをえず降りたり、立ち寄った国の人と恋仲になって降りたりと理由は様々ですが……」

　恋仲という単語を口にしたメアリーは、赤面してもじもじと指先を弄びながら恥ずかしげに話を続ける。

「そ、それに……いくら認められたといっても、私のことを余り好きでない人がいることは変わりませんし、この地で私の服を必要としてくれる方がいるなら、その方のために働きたいと思ったんです」

　そして、どうせやるなら自分がデザインした服だけでなく、ノウマッドの全ての服を提供できるようになりたい。そう思ったメアリーは、馬車の補修作業の間中、服飾工房の親方たちに頭を下げ、ノウマッドのありとあらゆる服を作れるように毎日徹夜して修練を積んだという。

「その甲斐もあって、こうしてシャルール地区でのお店を任せていただけることになりました……そ、その、迷惑でしたか？」

「そんなはずはないです！　むしろ、大歓迎です！」

「よかった。それでは、今後ともよろしくお願いいたします」

「あっ、はい。こちらこそ……」

　深々と頭を下げるメアリーに、シルドラも深々と頭を下げて返す。

「フフ……」「ヘヘッ」

　顔を上げたシルドラとメアリーは、同時に破顔する。

　その様子は、見ている者を思わず笑顔にしてしまうほど初々しく、ほのぼのとしていた。

「…………」

　しかし、このままではまた前回と同じ結末になると思った勇悟は、シルドラの背後に近付くと、耳元で咎とがめるように囁く。

「……シルドラさん。まさか、このまま終わりってわけじゃないですよね？」

「おわっ!?　な、何だよ、ユーゴ。わ、わかってるよ……」

　シルドラは三白眼で睨にらんでくる勇悟に驚いてのけ反るが、気を取り直して改めてメアリーへと向き直る。

「あーゴホン、そ、そのですね……うっ、ううん！」

　大おお袈げ裟さに二度も咳払いをした後、シルドラは意を決したように話し出す。

「そ、その……メアリーさん。そ、その、こんな優柔不断で情けない俺ですが、よかったらこれからも仲良く……じゃなくて、俺とつ、つつ、付き合ってもらえませんか？」

　勇気を出して想いを告げたシルドラは、腰を折り曲げて右手を差し出す。

　シルドラの告白を受けて、メアリーは恥ずかしそうに俯うつむき、暫しばし視線を左右に忙しなく動かしていたが、小さく息を飲むと、

「は、はい……喜んで」

　おそるおそる手を伸ばし、シルドラの手を摑んだ。

　手を取ってもらえたシルドラは、頰ほおを紅潮させ、喜びで鼻孔を広げる。

　さらに、大きく息を吸って天を仰ぐと、

「いやっほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいいいぃぃっ!!」

　天を貫かんばかりの咆ほう哮こうを上げ、喜びを爆発させた。




　その後、シャルール地区の復興作業は進み、火事で全焼した精肉店をはじめ、全ての店が通常営業できる目処が立った。さらにそこにシャルール地区待望の衣料品店となるノウマッドのアンテナショップが新たに加わり、勇悟が理想とするスーパーマーケットに、また一歩近付くことができたのだった。

「……ようやく、ここまで来ることができました」

　アンテナショップが開店する日、開店準備に追われるメアリーたちと、開店前から集まってくれた大勢の客を見やりながら、ソレイユが感慨深げに口を開く。

「あの火事で全てを失った日から、こうして元に戻せる日が来るなんて、夢にも思いませんでした。これも全て、スメラギ様をはじめ、地区の皆さんが頑張ってくれたお蔭です。本当にありがとうございました」

「いえいえ、頑張ったのは俺たちだけではありませんよ」

　深々と頭を下げるソレイユに、勇悟が優しく手を差し伸べる。

「ソレイユ様が俺たちの上に立って、俺たちを導いてくれたからこそ、こうして立ち直ることができたんです。俺たちの代表がソレイユ様でなければ、きっとこの結果は得られなかったと思います」

「そうです。主はもっと自分を誇るべきです。その御年で商人たちをまとめ、人を導くなど、並大抵の覚悟でできるものではありません。我々は誰もが主を誇りに思っています。ですから、主も我々に誇られていることをどうか誇ってください」

　エリスも手を伸ばすと、勇悟が摑んでいるのとは逆の手を取る。

　両手を摑まれたソレイユは思わず破顔する。

「フフフ、二人にそこまで言われては、認めないわけにはいきませんね。では……」

　ソレイユは勇悟を見上げるように下から覗き込むと、照れたように笑う。

「その……スメラギ様、頑張ったわたくしを褒ほめてくださいますか？」

「えっ」

「わ、わたくしだって、年相応に扱われたいと……たまには褒められたいと思うこともあ、あるのです。で、ですからわたくしを褒めてくださいますか？」

「ソレイユ様……」

　顔を真っ赤にして願い事を言うソレイユに、勇悟は優しげな微笑を浮かべて頷うなずく。

「わかりました。お任せください」

　そう言うと、勇悟はソレイユの頭に手を乗せ、優しく撫で始める。

「ソレイユ様、ここまでよく頑張りましたね。俺たちが笑顔で仕事に取り組めるのは、ソレイユ様が裏方の仕事を務めてくれたお蔭です。そんないい子のソレイユ様を、俺は心の底から褒めて差し上げますよ」

「ふみゅう……あ、ありがとうございます」

　ソレイユは猫の鳴き声のような甘えた声を出すと、嬉しそうに双そう眸ぼうを細めて勇悟に身を預ける。

（ああ、ソレイユ様ってこんな表情も見せるんだな）

　勇悟は嬉しそうに甘えてくるソレイユの様子が愛おしくて、少しだけ撫でるつもりだったが、このままいつまでも撫でていたいという気になってくる。

「んんっ！　主、そしてユーゴよ。そろそろ時間です」

　すると、一人だけ放っておかれたことが不満だったのか、三白眼のエリスが抑よく揚ようのない声で話しかけてくる。

「今日は、ノウマッドのアンテナショップの初日ですから、開店前に来て下さったお客様に挨あい拶さつをするのでしょう。お客様を待たせるようなことがあっては、我が地区の沽こ券けんに関わります」

「むぅ……わかりました。エリスは相変わらず融通がききませんね」

　ソレイユは渋々ながら頷くと、勇悟に手を差し伸べる。

「それではスメラギ様、お仕事に参りましょう」

「はい、今日も笑顔でお客様をお迎えしましょうね」

　勇悟は頷いてソレイユの手を取ると、今日の開店を今か今かと待ちわびている大勢の客がいる現場へと向かった。




　その後、新たに開店したアンテナショップをはじめ、久方ぶりに完全な姿となったシャルール地区のために大勢の客が訪れ、閉店時間まで人が途切れないほどの賑にぎわいをみせたのであった。
















あとがき






　はじめましての方ははじめまして、一巻から続けてお買い上げ下さった方はお久しぶりです。柏かしわ木ぎサトシです。

　まさかの二巻です。一巻目を出させていただけただけでも奇跡だと思っていたのに、続きを書かせていただけるとは夢にも思っていませんでした。これも全て一巻を買って下さった皆さんのお蔭です。本当にありがとうございます。

　さて、今回は一巻の時とは違い、あとがきのページをたくさんいただけたので、前回の分も含め、色々と書きたいと思います。

　本文のネタバレ等は一切ありませんので、最初にあとがきを読むという方も安心して読んでいただいて大丈夫です。




　このような本を書いているので、当然ですが私はスーパーマーケットで働いていたことがあります。

　しかし、精肉部門や青果部門といった皆さんがよくイメージする売り場で活躍するようなところではなく、管理部門という、聞いただけでは何をやっているのかわからない部門で働いていました。

　管理部門のお仕事は、簡単に言うと従業員専用の入り口で入荷する商品の数が合っているかどうかを確認する「検けん品ぴん」という作業をする仕事です。商品を検品して数が合っていれば、三～四枚で一組になっている伝票に専用の機械でガチャンと日付を刻印して控ひかえを受け取り、残りをドライバーさんに渡す。午前中はこれをひたすら繰り返し、午後になってもやって来る商品を検品します。全ての商品が入荷したら、その日来た全ての伝票をパソコンに入力して、確認作業をして一日の業務は終わりです。

　これだけ聞くと楽な仕事と思われることでしょう……はい、すみません。非常に楽な仕事でした。

　管理部門の仕事は、裏方なので売り場に出る必要がなく、お客様と顔を合わせることもないので、笑顔で「いらっしゃいませ」と言う必要も全くありませんでした。しかも、基本的に一人で行う仕事なので、エアコンの利いた部屋で店内に流れるオフボーカルのＢＧＭに合わせて鼻歌まじりに仕事をしても誰にも怒られません。たまに一日に処理する伝票の枚数が数百枚に及ぶ日もあったり、溜まりに溜まった無数の書類や、ファイルの整せい理り整せい頓とんといった仕事もあったりしますが、それでも他の部門と方たちと比べるのは失礼なほど楽な仕事でした。

　ですが、当然ながらそんな楽な日々は長く続くことはなく、仕事に慣れた頃、店長から管理の仕事の合間に、他の部門のお手伝いをする命を受けました。

　そこで総そう菜ざい部門をはじめとする様々な部門の一日の仕事の流れを学ぶことができました。これらの経験が上手く今作に落とし込めた……かは不明ですが、ストーリーを作る上で大いに役に立ったのは確かです。

　そもそも、当時、弱冠二十歳の私が管理部門などという事務職を任されることになったのは、面接に行ったスーパーマーケットで行われた採用テストで好成績を残したのが要因だと聞きました。

　テスト自体は、お釣りの計算をするという非常に単純なものでしたが、テストの結果を見た店長に「こいつ、事務の才能があるな」と思っていただいたようで、たまたま人員が空いていた管理部門に回されたということでした。

　前述の通り、管理部門の仕事は他の部門と比べると非常に楽な仕事なので「スーパーマーケットの管理部門で働きたい！」と思う方がいらっしゃいましたら、計算能力を高めておくといいかもしれません。ただ、その高い計算能力を買われて、レジ部門に回されるという可能性も大いにありますので、希望通りにならなくても腐らずにレジ部門で大いに輝いて下さい。

　そんな楽過ぎるといっても過言ではなかった日々に、当時の私は、こんなに楽をしてお金をいただいていいのだろうか？　このままではダメ人間になってしまうのではないだろうか？　などと全国の管理部門の方、全員に怒られそうなことを思うようになり、働き始めて一年ほどで辞職して、他の仕事を探すことにしました。

　その後、色々な職を転々として書店で働くことになるのですが、こちらは世間では楽な仕事と思われがちですが、その逆で非常に過酷な肉体労働の日々を送ることになるのですが……それはまたの機会にお話しできれば、と思っております。

　──さて、最後に謝辞を。今回は紙面に余裕があるので、たっぷりとお礼を言いたいと思います。

　今回も平坦な作品を書いてしまう私にアドバイスをくださった担当の佐々木様、荒川様、本当にありがとうございました。

　イラストを担当してくださったなかばやし黎れい明めい先生。メアリーをはじめとする新キャラたちを可愛く、私のイメージ通りに描いていただきありがとうございます。毎日、仕事を始める前にいただいたイラストのフォルダを開いて、ニヤニヤと眺ながめてエネルギーを補充してから仕事をしています。

　普段から部屋に引きこもり気味な私を外へと連れだしてくれる地元の友人や、専門学校の仲間たち、元職場の皆さん、ありがとうございます。皆のお蔭で健康な体を維持できていると思っています。よかったらまた色々と誘って下さい。

　そして、私の数少ない友人の一人で、私より先にプロとして創作活動をしている吉もと誠まこと先生。第六十一回小学館漫画賞、児童向け部門の受賞おめでとうございます。

　吉もと先生が漫画家として連れん載さいを持ち、時にはアシスタントとして呼んで下さったので、私も夢を諦めずにこうして本を出させていただけるような立場になれたと思っています。本当にありがとうございます。後、授賞式でいただいたお肉、大変美味しかったです。あの経験がこの本に活かされたのは、言うまでもありません。

　吉もと先生が『コロコロコミック』で連載している『ウソツキ！ゴクオーくん』は、小さいお子さんは当然ながら、大人が読んでも大変面白い漫画ですので、よろしかったら本屋さんで手に取ってみて下さい。

　そして最後に、この本を手に取ってここまで読んでくださった全ての方に心からの感謝を申し上げます。今後はこの作品の続きを書かせていただけるのか、それとも新作へと移っていくのかは未定ですが、これからもたくさんの「ありがとう」という感謝の気持ちを、作品という形で皆さんに伝えたいと思っています。

　いつになるかはわかりませんが、次の作品もなるべく早めにお届けできればと思っておりますので、よろしかったらこれからも応援よろしくお願いします!!





平成二十八年五月　　柏木サトシ
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